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九

例

校

異

篇

一
、
本
校
異
篇
に
於
け
る
底
本
並
び
に
対
校
伝
本
は
次
の
諸
本
で
あ
る
。
脚
欄
に
付
記
し
た
の
は
各
本
略
称
で
あ
る
。

底
本

尊
経
閣
文
庫
蔵
「
古
今
和
歌
集
問
書
」

略
称

底

天
文
十
五
年
宗
訊
自
筆
加
証
奥
書
本

一一一冊

(
外
題
)
日
!
お
l
書

校
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
「
古
関
」
(
外
題
〉
中
院

Mω

〔
近
世
初
〕
写

東
北
大
学
附
罵
図
書
館
蔵
「
古
今
抄
」
(
外
題
)
了

B
m
l
M

〔
江
戸
前
期
〕
写
三
冊

九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
古
今
和
歌
集
開
書
〕
国
文
潤
内
〔
江
戸
中
期
〕
写

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
古
関
抄
」
(
外
題

)
m
l幻
〔
江
戸
中
期
〕
写
三
冊

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
延
五
秘
抄
」
(
外
題

)
m
l
M

〔
江
戸
後
期
〕
写
存
仮
名
序
・
巻
一

i
十
五
注

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
古
関
」
(
外
題
)
m
M
l
l
m

〔
江
戸
初
期
〕
写
六
冊

一
、
上
記
掲
出
諸
本
に
於
け
る
異
同
は
、
既
に
本
文
篇
に
て
傍
記
し
た
左
の
三
種
の
築
、
即
ち

ω・川
W

・
川
刊
の
順
に
従
い
掲
出
し
た
。

ω
l
(
2
)
(
1
)

幼

i
*

付

i
※

既
に
本
文
篇
凡
例
に
於
て
、
各
須
の
種
別
に
つ
い
て
は
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
校
異
に
於
け
る
具
体
的
方
法
を
誌
す
と
、

仙
川
底
本
に
対
す
る
所
掲
校
本
の
本
文
叙
述
次
第
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
底
本
(
1
)
(
2
)
の
文
脈
に
対
し
、
対
校
本
文
次
第

が

(
2
)
〈

1
)
の
叙
述
異
向
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
篇
に
て
は
、
序
次

(
2
)
(
1
)
と
記
し
、
当
該
箇
所
の

本
文
を
掲
出
し
、
対
校
本
を
略
記
し
た
。
以
下
、
対
校
本
略
記
は
同
じ
く
す
る
。

伸
之
愈
は
同
じ
く
対
校
諸
本
と
の
閣
に
所
見
す
る
本
文
具
向
箇
所
で
あ
り
、
表
示
に
当
っ
て
、
ま
ず
底
本
の
当
該
本
文
を
示
し
、

二一冊

中東

三
冊

九

三
冊

国延古
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そ
の
許
に
異
岡
本
文
を
掲
げ
た
。
且
つ
対
校
本
文
に
於
け
る
書
写
状
況
、
即
ち
見
消
ち
、
傍
書
・
補
入
等
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要

を
判
断
さ
れ
る
場
合
は
再
現
掲
示
す
る
か
、
或
は
そ
の
旨
を
簡
略
注
記
に
よ
っ
て
示
し
た
処
と
が
あ
る
。

川

w

之
愈
は
底
本
本
文
に
存
せ
ず
、
対
校
本
中
に
看
取
さ
れ
る
補
入
本
文
箇
所
で
あ
り
、
前
者
と
同
じ
く
底
本
当
該
箇
所
、
即
ち
補

入
箇
所
直
前
の
数
字
内
本
文
を
掲
げ
、
「
:
:
:
ノ
次
」
と
表
示
じ
て
補
入
本
文
を
掲
示
し
た
。
所
掲
本
中
に
は
、
「
古
関
」
本
来
の
、

本
文
と
は
別
種
の
補
注
・
増
注
も
存
す
る
が
、
煩
を
避
け
本
築
中
に
一
括
し
た
。

一
、
所
掲
対
校
本
文
の
掲
出
に
際
し
て
は
、
そ
の
異
岡
本
文
は
、
所
掲
六
本
が
全
て
同
じ
く
す
る
場
合
は
「
諸
本
」
と
略
記
し
、
中
本
本

文
を
以
て
代
表
し
た
。
そ
の
他
は
各
本
略
称
を
列
記
又
は
単
記
し
た
が
、
異
岡
本
文
が
複
数
本
に
共
有
す
る
場
合
は
上
記
対
校
本
表
の

掲
示
次
第
に
従
い
当
初
の
伝
本
本
文
に
拠
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
本
文
校
異
は
素
よ
り
網
羅
、
逐
一
に
わ
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
ご
と
き
「
聞
書
」
の
転
写
本
と
い
う
性
格
上
、
徒
ら
な

る
煩
雑
は
寧
ろ
避
け
る
べ
く
、

-
漢
字
と
仮
名
、
仮
名
遣
い
、
朱
墨
の
別
、
付
訓
の
異
同
、
返
点
-
送
仮
名
の
存
否
等
は
之
を
省
略
し
た
。

2

又
、
声
点
は
全
て
近
世
転
写
本
た
る
に
よ
り
各
本
聞
の
異
同
は
既
に
復
元
し
が
た
く
且
つ
諸
本
聞
に
多
少
の
相
違
を
散
見
す
る

が
完
全
は
期
し
が
た
く
誤
解
の
倶
を
考
え
、
た
だ
参
考
ま
で
に
、
対
校
諸
本
に
多
く
共
有
す
る
も
の
を
拾
援
し
掲
示
す
る
に
と
ど

め
た
。

-245ー

一
、
猶
仮
名
序
は
所
掲
諸
本
に
於
て
両
系
統
が
存
し
、
本
文
上
の
異
同
著
し
く
、
本
文
篇
に
両
系
を
併
せ
載
録
し
た
。
即
ち
底
本
と
補
篇

一
の
そ
れ
で
あ
る
。
底
本
系
は
国
本
、
補
篇
一
中
本
系
は
東
・
九
・
古
・
延
本
の
四
本
で
あ
り
、
本
篇
も
当
然
の
事
な
が
ら
両
系
本
に
よ

る
校
異
二
篇
と
わ
か
れ
掲
示
し
て
い
る
。

以
上
、
校
異
篇
編
集
の
大
要
で
あ
る
が
、
本
文
篇
凡
例
と
併
せ
適
宜
な
る
御
判
断
を
願
う
次
第
で
あ
る
。



制
頁
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長
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普

3 
li> 加

頁
骨令

1 
長

2 * 3 
* 
4 m頁

骨

1 
今守

2 
国正

m頁
争号争時

2 

正

出属

校

異

今

よ』

国

た
ね
と
し
て
i
た
ね
と
し
て
と
は

弥
論
!
弥
論

国

な
れ
り
け
る
ノ
次

初
日

国

根
本

根
本手
国

な
れ
り
け
る
!
な
れ
り
け
る
ト
ハ

一
二
|
二

国

同
様
!
同
根

国

か
る
か

故ニ
B
i
o
t
a
O

故
ニ

貫
之

貫
之
0の

国国

あ
り
ノ
次

是
は
事
也

国

村
上

傍
受幸
正ヨ

国

十
八
字
也

傍
書
留

国国

* 3 * 
4 m頁

者

1 
者

2 * 3 
* 
4 

幸正

5 
者

nb

普

門

i

守E

8 
吉正

m頁
骨

1 

是
モ
十
八
字
也

傍
書
国

お
こ
り
け
る

ミ
セ
ケ
チ
国

地
也

傍
書
国

よ
め
る
|
よ
め
る

と

と

お

こ

り

け

る

っ
ち
に
し
て
は
!
っ
ち
に
し
て
は

o

国

国

j; 
わ

菌き
7l'‘ 
た
カ通
り
け
ら
し
と
t主

地
神

傍
書
国

又
八
雲
た
つ
の
寄
よ
り
:
:
:
但
不
分
明

や

ミ
セ
ケ
チ
国

貴

遺

国

也
ヱ三

也
と
~ 

国

す
く
に
し
て
ノ
次

末
代
ノ
人
ノ
心

圏

の

な
る
!
な
る

国

* 
2 

山
頁

* 
5 * 3 

つ
ま
こ
め
は
l

つ
ま
こ
め
は
国

と

と

事

お

ほ

く

い
へ
る
あ
り
!
い
へ
る

o
あ
り

国

* 4 

万
七

あ
し
ひ
き
の
;
)
わ
れ
立
ぬ
れ

ぬ
山
の
し
つ
く
に

傍
書
国

奇+

1 

如
此
な
る
へ
し

歩

行

l
行

国微

徴
塵
i
嶺
塵

国
ミ
セ
ケ
チ
国

告を

2 
* 3 * 

4 

興
感
i
興
盛

国

* 6 

お
ほ
さ
ふ
き
i
お
ほ
さ
ふ
き
国

∞
六
註
戸

ペ
i
E応
神
天
皇
第
四
也

ゆ

っ

り

て

!

ゆ

っ

り

て

国

ウ
チ
ワ
カ
イ
ヲ
ツ
コ

菟
送
ノ
稚
郎
子

宇
治
の
わ
か
い
っ
ち
こ
l
宇
治
の
わ
か

後

円
i

骨

8 

し、 イ〉とし、

さきとら
め給とつ
! はとこ
いて
さ|固
め o位
。中つド

き
た
ま
t主
て

* 
9 

国

骨

10 

よ
ろ
っ

ミ
セ
ケ
チ
国

長

11 

d心

Il二、
也

国
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1 
3正

2 3 
出
頁

* 
1 1 

276 
頁

* l * 2 
ーを

3 
ーを

4 
後

5 
普

6 
後

円

i
*' 1 

加
頁

者

l 

心
也
ノ
次

ひ
ヲ
み
ト
よ
む
へ
し

国

情
也
ノ
次

~\今l
ひむ
ちと
きょ
ふむ
よへ
かし
ら
む 国

云
と
ノ
次

た
め
也
、
凡
き
ふ
よ
き
や
う
に
よ
む
を

為
詮

六
注

国
の

大
か
た
|
大
か
た
国

み
ゆ
ノ
次

十
六
巻
-
一
有

国

此
奇

i
此
膏
を

国

和
す
る
|
和
た
る

国

其
深
!
甚
深

国

是
ヨ
リ
六
義
ノ
分

傍
書
国

そ

"" う
傍た
室 i

国.そ

"" .う
.た

国

風子
夏

傍
書
国

い
へ
る
也
ノ
次

一
日
分
是
迄
也

国

持
l
欄
外
-
一
緯
ト
訂
正

国

普

2 m頁* l 
骨

2 
* 3 

ー+

4 
別
頁

時

1 
加
頁

骨骨

1 
者

2 
守f

3 
普

4 
加
頁

序
次

今+

し
る

分
な
と
せ
り
l
分
な
と

o
せ
り

な
ら
ふ
る
!
な
す
ら
ふ
る

言
失
l
一一一口失と

国

さ
る

と
り
て

さ
る

ととよ

り
て

碩
人
段
|
碩
人
詩

国

い
へ
り

よ
め
り
l
よ
め
り

国

公

周
頒

l
周
領

国

身
を
た
も
つ
i
身
を
た
っ

よ
む
也
|
よ
む
へ
し

国

色
に
つ
き
と
は

ミ
セ
ケ
チ
国

(
2〉
(

1

)

ノ
順

こ
と
に
と
は
近

臣
な
と
也
、
但
を
き
字
の
や
う
に
心
う

家

家ょ
にみ

ハや

国う

故
実
あ
り

へ
し
、

後

2 

所
に
は

l
所
に
は
ト
ハ

国

国

国

国

国

国

骨骨

3 
加
頁

発者

2 
* 
3 

主正

1 
加
頁

入
月
|
い
り
月

国

つ試
く事
は|
山試
|る

イ〉 。昌寺く?? 

は・れ国

山喜

国二
有

傍
書

二
行
後
ノ
さ
ふ
れ
石
に
ノ
注
ノ
旨
移
行

符
号

君
の
代
1

君
の
伊

国

と
也
ノ
次

山
に
海
の
名
所
を
対
す
る

は
高
下
ト
補
入

国

ペ
ー
ー

品

"
1
*
2
徒

3

あ
る
は

葉

草
葉
|
草
木

後

4 
加
頁

傍
書
国

国

を

?
l
事
と
|
事
と

ペ
i

-

2
4
あ
る
は
傍
書
国

寺号

3 
骨骨

4 
* 5 

加
頁

国

も

ナ
シ
国

興
也
l
興
あ
り

国

る

ナ
シ
国
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2 
加
頁

* l 
守奇

2 * 6 
発
ケ
e

発

Q
O

帯

9 * 10 
警

11 
加
頁

* 
1 

私た

へり

右 L
肩とりる
、注

国
国

持
可
/
凶

後

3 

性

姓

国

1 

行
間
一
一
此
迄
二
座

平
ノ
次

欺

国

和
物
有
之

* 3 

書い吉
也へ野
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工1> 1 

也干し、刀ミ吉
へ野傍
り o明書
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国

* 4 

国

* 
5 
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! と寄部国 | 
あ 下赤
か国 人
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浦

国

作一
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と
一

f

万
六
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国

* 

家
卿
の

定
注
也

l
定
注
也

長
つ
。

持

4

国

匁

T
F
h
d

長

n
b

品背ワ
e

捌
頁

告

1 

国

* 
2 

骨

Q
U

国

守+

4 
別
頁

国

* l 

国

普

3 
加
一
良

者

l 

国

後

2 

万万
葉葉
撰|
は万
!葉
万築
業国
撰集
t土

平
城

傍
書
国

の
人

高
位
等
の
l
高
位
等
の

あ
る
心
l
あ
る
へ
き
心

コ
、
ニ
一
ケ
ア
ク
ナ
リ

す

本
と
み
ゆ
l
本
と
み
ゆ

傍
書
国

慮

可
思
と
そ
!
可
思
と
そ

色
を
令
す
る
は

た
と
ふ
る

i
た
と
へ
る

国国国傍
書
国

国国国つ

お
ほ
ん
こ
き
|
お
ほ
ん
こ

o
き

国

品
刊
に
U

あ
る
に
や
I

あ
る
に
や
去
と

品

内

つ

臼

なさ
むま
i の
な!

とんりさ
ま

国との

国

国

用可に
::c.こ

て
も
用
::c. 

り
て
も。

国

加
頁

部
頁

出
頁

序
次

骨

2 

た
め
と

た
め
とに

国

告を

3 

御
書
の
所
の
あ
っ
か
り

ミ
セ
ケ
チ
国

寺奇

ノ
詞

春
花
は
縁
也
!
春
花
は
緑

o
也

国

発

2 

撰
此
集
事
也
l
撰
此
集
事
也

国

* l 

相寄た
具のの
しさし
|まみ
相を悲
具|み
しJ 寄 !
、のた

国さの
まし
をみひ
0も悲

みひ
国

* 2 * 3 
ー+

4 

鬼
神
争
奥

ナ
シ
閏

1 

末
尾
一
一
以
上
三
座
ト
ア
リ

国

(
2
〉

(

1

)

ノ
頗

万
葉
ハ
聖
武
之

時
撰
之
也
、
其
証
追
而
可
伝
之

中
東

九
古
延

者

l 

寅文
1'/明
賞1十

九;
延:
菌宗

紙
禅
師

ナ
シ
延

令を

2 * 3 

盛
i
尤
盛

中
東
九
古
延

* 
4 

柿
本
大
夫
云
と
l
柿
本
大
夫
と
云
と

国
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勢

5 
ーを

6 

且

宵

円

i

ーを

8 * 
9 

骨

10 
場

11 
器

12 
株

13 
勢

14 
後

15 

合
幹
イ
傍
書
国

年
ノ
コ
ト
也

延
喜
1

延

喜

国

此
集
を
撰
し
め
給
也

此
集
を苧
o ' 
撰十

としる

沌耐とめ
1- I武!と給
沌。01御|とみ

宇|也

人
丸
撰
之
也

国

傍
書
中
東
九

国

世

ナ
シ
諸
本

え

ナ
シ
東

也太
初

ナ
シ
延

ナ
シ
九

却

劫

諸
本

太
始
!
太
初

延

器

16 

ナ
シ
東

と

と

ーを

17 

裏

* 
18 

中
市
不ナ
ヒ」シ

了因
。不ス

中占テ
市ー

と2;
国

後

19 

諸
本

日

日

* 
20 

諸
本

日

日

草色

1 

ー今処
ー者也
と太ノ
ミ初次
と以
ー来と又
とをと云

?r-長
~ .<s>と者

ミピ;査
占とを

京;手

加
頁

序
次

(
2
)
(
1
〉
の
順

天
地
人
ヲ
正
直
-
一

ト
ル
、
天
地
ハ
正
也
、
人
ハ
直
也
、
此

集
は
正
直
を
す
か
た
と
せ
り

中
東
古

延
此
集
は
正
直
を
す
か
た
と
せ
り

た也天
と、地
せ人は
りハ正
、直也
天也
下、人
モ此は
正集直
直ハ也
ニ正~ 1 

テ直ご天
治Zをタ地
、工す
天か正

地
人
ヲ
正
直
ニ
ト
ル
ヘ
シ
、
寄
も
正
直

を
守
也
、
尤
寄
人
用
心
也

九

* l 

し

ナ
シ
九

* 2 

可

ナ
シ
九

* 3 

当
信
|
当
位

中
東
九
延
国
・

l
当
意

古

唱を

4 

直清
而立

ナ不|
シ直清
東 1...直

と直面
と而ヲ中
と不而テ東
直九

古
延

車
内
hu

国

* 
も

也

脅

ウ
t

此
道
以
和
為
詮
ヲ
人
の
心
の
ノ
傍
書
ト

プ、

国

* 
8 

骨

Q
d

加
頁

序
次

後

l 
者

2 
* 3 

ー+

4 
* 
5 

* 
6 

者

門

i

あ
り
は
ら
ー
あ
り
わ
ら

中
九
古
延
国

と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り

ナ

1ン

延(

2

)

 

(

1

)

ノ
順

ー
袖
ひ
ち
て
結

し
水
の

ひ
ち
て
の
詞
等
僻
案
抄
に
み

え
た
り
、
此
寄
朔
日
の
心
也
、
巻
頭

も
あ
た
る
へ
し

中
東
九
古
延

{8 

此
奇
朔
日
の
心
也
、
巻
頭
に
も
あ
た
る

へ
く
欺

ナ
シ
延

用
る

l
用
る
折

東

」
れ
本
意
と
す

傍
書
ミ
セ
ケ
チ
中

古
今
一
致
之
理
|
古
今
一
部
之
理

朔可
|受
朔霊師

麻説

中|

戸Z
Jι 
師
説

九

あ
た
る
へ
く
歎
l
あ
た
る
へ
し

中
東

九
古
国

水
の
さ
ま
i
水
の
さ
ま
の

中
東
九
古

延
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加
頁

普

F
3

ー+

6 
普

門

i

争号

8 
守舎

9 
骨

8 

よ
み
入
た
る
云
と
i
よ
み
入
た
り
云
と

帯

9 

中
東
九
延
・
l
よ
み
入
た
り
と
云
と
古

時
節

光
陰
l
光
陰

中
延

令+

僻
案
i
僻
案
抄

国

* 
2 

春此
霞心
I I 
春此
霞.2道

中東
九
古
国

* 3 
普

4 

片
伝

ナ
シ
延

霞
も
さ
た
か
な
ら
て

傍
書
、
、
、
セ
ケ
チ

中有
へ
か
ら
す
i
あ
る
へ
か
ら
す
云
と

中
東
九
古
延

用
給
ふ
也
l
用
給
ふ
事
也

中
・
|
用

給
ふ
事
也

東
古

し理
をを
き与さ
てうし
吟i置
味ハて
すこ吟
へ字味
しチす

」ノ"'̂ '..

し

理
を
さ

中
・

l
理
を

さ
し
を
き
て
よ
く
吟
味
す
へ
し

東

姿
な
る
へ
し
一
広
ミ
!
す
か
た
な
る
へ
し

こ一広

、，、

諸
本

別
頁

*・
1 

普

2 
普

3 
告

4 
守令

5 

品
内
ハ

O

品

百

円

i

加
頁

骨

1 
者

2 
普

3 
告

4

山
山
内

1
i

と也;f

主主勅
米主勘

主人
:: ;z:;; 

と然
と入と此
と第と作
と三と者
と事と有
と殊注目

￥勝と伝

よ
み
人
し
ら
す
ノ
次

雪
の
中

ε詮
ニi

内

中
九
古
延
・
|
雪
の

内

東
国

不
用
之

ナ
シ
東

雪
い
ま
た
!
雪
は
ま
た

花
密
勘

春
l
春

国

国

抄

僻
案
-
一

l
!
僻
案
。

国

陰
居
七
ル
人
ノ
事
也

ナ
シ
諸
本

雪
と
l
雪
も

諸
本

読
へ
き
欺
云

k
lよ
む
へ
き
也
一

f
中

裏

ナ
シ
中
東

心
也
l
心
あ
り

諸
本

ヱエ
ミ

ナ
シ
宙
品

決
也
ノ
次

中
東と以

~J二

と首
qま
と初
と春
とちド

とよ
とめ

る
帯
也

300 
頁

301 
頁

序
次

号e

l 

近
院
右
大
臣
男
、
文
徳
御
子
能
有
i
近

院
右
大
臣
男
、
文
能
御
子
能
有

ー
近
院
、
文
徳
御
子
能
有
、
右
大
臣
男

継
歎

九
・

i
近
院
右
大
臣
男
、
文
徳
御
子

東

能
有

国

長

2 

中

此

古
延
国

普

3 

吟此
味膏
す|
へ此
しと寄
1エ

吟
味
す
"'̂'.. 

し
と

そ

中
東
九
古
・

i
吟
味
す
へ
し

延

骨

4 

若
葉
l
若
草

中
東
九
古
延

此
心
也
ノ
次

深
谷
の
雪
氷
の
中
に
初

て
聞
之
の
感
を
思
ふ
へ
し

中
東
九
古

延

但
、
開
之

l
開
云

東
・
1

間
て

九
(

2

)

(

1

)

ノ
順

叉
雪
は
松
に
み

る
興
也
、
眺
望
あ
り
、
春
の
寄
は
こ
と

に
た
け
た
か
く
其
駄
を
思
ふ
へ
し
と
そ

中
東
九
古
延

ハUつム



* 1 * 2 
争骨

3 * 
4 

ー+

5 

vh山

t
i

山山頁
奇骨

1 
普

3 

け
ふ
は
と
|
け
ふ
と
は

東

天 火 僻 古
皇 | 案 注

と火野ュ ! 
ナ i 古
シ国僻き
諸 安注
本 0 抄

ニ中
東
九
古
延

国

説
あ
り
ノ
次

こ
れ
も
可
然
説
な
り

〉、〉、弘、〉、〉、〉、、ぜ、弘、

中
東

人
の
た
め
に
め
く
み
あ
る
也
l
人
の
た

め
に
み
ゆ
る
也

東

守+

2 

此
寄
を
定
家
卿
も
l
此
寄
定
家
卿
も

諸
本

必
わ
さ
と
L
読
る
と
は
用
へ
か
ら
す
也

ー
か
な
ら
す
わ
さ
と
ふ
よ
め
る
と
は
用

へ
か
ら
さ
る
也

中
東
九
延
・
ー
か
な

ら
す
わ
さ
と
と
よ
め
る
と
は
用
へ
か
ら

す

古
-
ー
か
な
ら
ず
わ
さ
と
ふ
は
用

へ
か
ら
す
也

国

者

4 

み
る
へ
し
と
云
ミ
1
1
1

見
る
へ
し
云
ミ

* 
5 

脅

6 
者

円

i
* 8 

* 
9 

加
頁

骨骨

1 
普

2 
普

3 
* 
4 

2託

l 

古

其
さ
ま
を
よ
く
思
案
へ
し
と
也
ー
そ
の

さ
ま
を
思
案
へ
し
と
也

東

み
た
れ
つ
へ
し
き
ー
み
た
れ
つ
へ
し
き

寄春
也 来 日 国
| てり
耳|
也春
と云雨

来
り
て

東

中
東
九
延
国

面
白
と
云
ミ
|
面
白
し
云

h

中
東
九
古

延
・
|
面
白
し

国

定
家

i
定
家
卿

諸
本

嫌
へ
り
|
嫌
給
へ
り

中
東
九
古
延

僻
案
御
抄
|
御
抄

東
・

i
僻
案
抄

古口
伝
あ
り
云
ミ
l

口
伝
あ
り
と
云
と

東

理
也
ノ
次

台、

h主
る
Vこミカ、
あとは
らとる
すとに

とは
東とあ

とら
とす

中

2 

口
伝
あ
吃

f
ノ
次
行

此
分
押
需
也
、

明
応
四
七
六
、
初
日
至
子
此

中
東
九

古

3 

行
間

中
東
九
古
延

又

4 

凡
河
内
、

j
ノ
次

ヲ
ツ
シ
ト
ヨ
ム
也

国

山川頁
* 
l 

兼
輔
奇
也
:
:
:
左
の
、
j
|
左
ノ
如
シ

F可3

嵯次v 是東墨

強争反寄か国
叫尽ノ ノの也

氏作事左/:::，.

杢?Aj
盆注者源『

ノ常1
左注
大
将

斉
衡
フじ二
年イ

莞
市
四

¥
是
ハ
此
寄
ノ
注
也

ム
又
説
女
の
所
へ
立
よ
る
事
を
よ
め
る

左
の
、
l
j

東
三
条
の
左
、
j
・
・
・
・
・
・
左
の
、
j
|
左

普

2 

ノ
如
シ

中
東
九
古
延

と云又
説

女
の
所
'̂-
立
よ
る
事
を
よ
め
り

左
の
、
j
ひ
た
ん
と
よ
む
也
、
東
三
条

の
左
、
j
源
常
、
嵯
峨
源
氏
、
左
大
臣

左
大
将
、
斉
衡
元
年
莞
柑
四

1 

よ
め
る
也
ノ
次

色
を
思
心
よ
り
い
へ



百珪

3 
知
頁

持

1 
+を

2 
普

3 
守+

4 1 2 * 3 

る
な
る
へ
し

中
東
九
古
延

*' 2 

前
々
項
参
照

人
を
ノ
前

諸
本

明
也

片

延

ナ
、ノ

定
家
卿
僻
案
抄
ノ
事
也
、
以
下
倣
之

左
傍
書
国

事

ナ
シ
古
品

又
か
く
さ
た
か
に
:
:
:
い
へ
る
と
也

ナ
シ
古

清
と
い
ふ
説
あ
り
ノ
次

中とし
東リミ

とれ
とと
とも

片と大
/ '" iJ、
次'"t.こ

スミこ
とり

タミて
リミ用

と也
中
東
九
古

か
く
さ
た
か
に

〉、〉、〉、〉、、、、、

な
ん
や
と
り
は
あ
る
と
、
久
し
く
や
と

〉、〉、、〈〉
ι

、
〉
、
〉
、
〉
、
弘
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
也
、
〉
、

ら
て
来
り
け
れ
は
、
た
し
か
に
こ
と
や

〉
、
〉
、
〉
、
弘
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
、
也
、
〉
、
〉
、
〉
、

と
の
あ
り
け
る
と
う
た
か
ひ
い
ひ
た
る

〉-、弘、、
r

、、
r

、、、、加、、〈〉、〉、泳、、〉%、
r

、、
F

、、〈¥〈

也
、
貫
之
き
t
A

て
、
か
や
う
に
い
ふ
人

弘
、
、
〈
〉
、
、
〈
〉
、
〉
、
〉
、
、
〈
、
〈
弘
、
、
〈
、
〈
、

ι

、

は
心
の
か
わ
り
た
る
に
や
と
思
ふ
心
あ

〉、〉、〉、、、〉也、、
r

、〉、〉、、ぐ〉、、為、〉、〉、》、、
ξ

ま
い
り
け
る
也
ノ
次

苦i

4 
制
頁

普

l 
守幸

2 
令を

3 * 
4 

加
頁

決

1 

中
東

九とり
とて

同と人
上とは

但とさ

単三
? とめ
;、、とる

雫池
本
行

あ
る
と
ノ
と
ナ
シ

古

とる
と也

中
東
九
古ミ人

とは

ーさ
とと
とか

ミち
とた

よ
め
り
ノ
次

ナ
シ
中

叉
l
又
は

中
東
九
古
延

は

ナ
シ
国

以
上
第
二
日

ナ
シ
延

刊十
首

明
也
ノ
次

後
人と心
書とも
入と詞
カ ミも

東と殊
ー勝
との
と吾子

と也
と 云

と
補
入
、

太
皇
大
后
宮
、
忠
仁
公
女

i
七
十
二
ノ

次
ニ
本
行
ト
シ
テ
入
ル

中

東

古

但
、
次
ノ
九
延
ト
同
位
置
へ
移
行
符
号

中
・
!
日
田
泰
三
年
ノ
次
ニ
本
行
ト
シ
テ

入
ノレ

九
延

但
、
七
十
二
|
七
十
一

古

七
十

延

刑制頁
* 
l 

告

3 
ニ摂

妥支援崩
ニ政政管
あ大弁士辻ナ
り医牛后パ
本ノ、り J

臣古

同志
尖ミ仁
政ξ公

査;官
とあ
と.A...

とる
彼

品

百

つ

山

母
后
の

忠
仁
公
時
に
あ
へ
る
?
、
セ
ケ
チ
〉

中

・

臣

彼

母

公
の
東
・
l
摂
政
太
政
大
臣
彼
母
后
の

* 
4 

九
・
l
彼
母
后
の

彼
母
后
の
ハ
ミ
セ
ケ
チ
)

太

政

大

臣

国

大
区
、

j
本
ニ
ハ
こ
ふ
に
あ
り

い
へ
る
と
云
と
l
い
へ
り
云

h

中
東
九

古
延
・
!
摂
政

摂
政
太
政

古
延

今寺

5 

面
白
去
と
l
お
も
し
ろ
し
と
云
と

国

骨骨

6 

鉢
に
似
合
た
り
と
一
お
と
l
駄
に
は
あ
ひ

ピ
り
と
云

、
d

弘、

東

勢
町
，
ze

心
也
!
心
あ
り

諸
本

* 8 

年
に
|
年
と

中
東
九
古
延

話正

1 

給
へ
る
也
ノ
次

摂
政
太
政
大
臣

吉正

2 

山
JII 

ノ

次

ト
有
ヲ
ナ
ヲ
シ
テ
入
ル

小
字
国

面
白
し
云
と

l
面
白
し
と
云
と

国
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官早

2 
* 
3 

* 
4 

制
頁

* 
1 

普

2 
普

3 * 
4 

品内

F
h
d

骨骨

6 
品

百

円

/

普

8 * 
9 

4時

10 

よ満
0 と足
のせ
心さ
也せ

ょ
の
dじト
也

満
足
せ
さ
せ

国

人
も

ナ
シ
東

心
の
寄
l
寄

中
東
古
延
国
・
よ
恩

九花て
ゆ|
へ・て

そ
と
tま
れ
ぬ
る

花
ゆ

"̂' 

中
九
古
田

に
こ
そ
と
と
は
れ
ぬ
る
中
東
丸
古
延

亭
子
院
め
し
け
る
|
亭
子
院
め
し
け
る

中
九
古
・
|
亭
子
院
お
ほ
し
め
し
け

る

国

し、
ひ

ナ
シ
東

注

程

諸
本

不
用
也

不
用
之

い色
t土カミ

ん t主
也る
|と
し、も
は|
ん色
。為か中
也は東

る九
固と 古

ともは延

ち
る
事
な
く
は

傍
書
一
ミ
セ
ケ
チ
中

寿
長
者
多
恥
と
い
へ
る
|
寿
者
多
恥
な

持

11 
別
頁

序
次

普

1 
後

2 * 3 
寺寺

4 
寺号

5 
守+

6 
栄

町

i

本

8 

国

* 9 
勢

10 

と
い
へ
る

中
東
九
古
延

ナ
シ
東

私
云

(

2

)

(

1

)

ノ
順
均
垢
同
此
字
敗
、

A
/
 

所
詮
か
ん
な
を
本
と
し
て
よ
む
へ
き
也

諸
本

-:z:;; 

-
ナ
シ
東

か
な
と

傍
書
中

イ

ナ
シ
中

知
音
の

l
知
音
な
と
の

諸
本

な
と
l
な
ん
と

中
東
古
国

古
来
風
、

j
|古
来
風
、

j
に

中
東

九
古
延

奏
孝
転
伝
説

或
説
|
莞
孝
転
伝
説
、

或
説

東

と

ナ
シ
中
東
九
古
延

よ
む
へ
し
云
と
|
よ
む
へ
し
と
云
と

諸

本文
字
猶
可
尋
之

ミ
セ
ケ
チ
東
・
!
ナ

シ
九
古
延

山
頁

* l * 
2 

後

3 * 4 
守+

5 
寺を

も

且

官

庁

i

加
頁

後

1 
ー+
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ノ
順
此
寄
を
も
古
今

ノ
字
ニ
と
る
事
あ
り
、
注
せ
す
と
也
、

さ
れ
共
人
丸
の
寄
也
ト
一
五
注
也

東

後

1 

IO 

IL..' 
也

中
東
九
古
延

守+

2 

録

禄

中
東
九
古
延

口同
U

戸

h
u

円
/
}



持

3 * 
4 

普

5 * 6 
発
庁
i

* 8 
長

9 
※ 

l 
当E

2 
制
頁

* l * 2 * 3 * 4 
告を

5 * 6 

此
分
押
吊
也

一
屑
注
中
東
九
古

録

禄

中
延

思
給
へ
り
l
思
給
へ
り
と

中
・
|
思

給
へ
り
云
と

東
九
古
延

寄

ナ
シ
古

人
丸
ト
|
人
丸
帯
ト

此
分
押
傍
也

此
寄

l
此
寄
中
東
九
古 諸

本

是
も
し

l
そ
も
し

諸
本

落
葉
ノ
次

を
も
み
る
へ
き
に
の
心

也
、
落
葉

諸
本

は
か
な
く
ノ
次

中

や

や
は
て

tJ> 

て

東
ナ
シ
古

感
あ
り
云
弘
、
l
感
あ
り
と
云
と

古

と

ナ
シ
諸
本

ナ
シ
古

山
へ

l
山
へ

山
へ

l
山
へ

中
九
古

中
東
九
古

骨
門
「

* l 
342 
頁

序
次

発

F
D

舟
と
も

i
舟
と
も
な
と

中

舟
と

も
な
と

東

心
あ
り
ノ
次

扉
風
を
ほ
む
る
心
あ
り

中
東
九
古
延

(

2

)

 

五
文
字
ま
つ
興

(

1

)

ノ
順

す
へ
き
心
み
ゆ
、
水
上
の
紅
葉
の
面
白

よ
り
お
こ
る
也

加
も
み
ち
葉
の
流
さ

り
せ
は

中
東
丸
古
延

* l 

散

ナ
シ
国

* 2 

廿
九
首
|
以
上
第
十
日

ひ以
|中 上
ひ・・東第

丸十
古日

ナ
シ
延

特

3 

国

* 
4 

明
也

ナ
シ
中

あ
は
れ
ふ
i
あ
は
れ
む

諸
本

場

6 

伊
勢
に
同
名
有
故
欺

傍
書
国

単
宵
門

i

秋秋
σ~ (J) 

愁愁
を|
も秋
わの
か愁

ーを
東とも

とわ
瓦tJ、

中

* 8 

は
や
き
流
ー
は
や
き
浪

古

当正

1 
話正

2 
首i

3 
制
頁

序
次

ーを

5 
話正

1 * 2 
制
頁

云
と
ノ
次

山
城

中
東
九
古
延

ぬ
さ
也
ノ
次

よと秋
そとの
へと手
たと向
るとる
也と也

中
東

東

行
程
に
ノ
次

(

2

)

 

(
1
〉
ノ
順

稲
の
縁
な
り
、

此
寄
は
当
位
面
白
き
さ
ま
也
、
秋
の
田

の
も
の
露
を
み
る
時
の
心
也

中
東
九

古
延

寺号

1 

間
断
な
き

間
断中
oも東
な丸
き古

延
国

た
る
ー
た
り

特

2 * 3 

も
み
ち
葉

紅
諸葉
本・・は

九

* 4 

苦
身

l
苦
労

よ
め
る

l
よ
む

延

無
用
也
ノ
次

dむとる
也=事
ノーあ
次ミり

ーと
宮~云
こρ と我
ほ中ザう
と東ー=
り との
の と喜子
秋 とに
暮 ーは
ま:弘、力、
るとt土

比
、
紅
葉
ま
れ
な
る
心
あ
り

中
東
丸

古
延



序
次

* 1 * 
5 

普

6 

主

官

庁

i
* 8 * 

9 
持

10 
普

11 
持

12 
普

13 * 
14 

(

2

)

 

(

1

)

 

四
季
を
六
巻
と

ノ

I1頂

す
る
事
六
義
を
表
す
、
又
は
六
根
を
も

古
メλ

j 

第
六

中
東
九
古
延

冬
寄

発

2 

一f
L
F
o
中
九

此
分
押
母
也

俊
成
卿
は
|
俊
成
卿
は

中
東
九
古

事+

3 

水
を
l
水
を

o

中
東

定
家卿

国

中
九

* 
4 

定
家
l
定
家
卿

ナ
シ
古

内
に
と
は

l
う
ち
に
て
は

古

六
根

l
又
は
六
根

室
関

口
伝
l

口
伝

諸
本

中
東
九
古
延

彼
御
製
1

彼
切
紙

延

立
田
川
・
・
・
・
・
・
織
か
く
る
也

只

其
謂
|
其
謂

ナ
シ
古

国

貫
之
!
貫
之
か

国

義
!
コ
ノ
一
字
、
上
ノ
一
?
と

ノ
下
一
一
プ

リ

東

此
分
押
喬
也

文
武
天
皇

i
文
武
天
皇

中
東
九
古

但
、
文
武
天
皇
:
:
:
み
た
る
ふ
心
は
な

ーを

15 
純
一
良

事+

1 

品

叫

円

/

叫

者

3 
今寺

4 
346 
頁

告

l 
骨つ
ω

品

w
q
u

品

A
4

問
頁

き
也
ブ
釦
注
ノ
後
一
一
書
キ
、

コ
ノ
位
置

み
た
る
ふ
心
は
な
き
也

東
・

l
文
武
天
皇
・
:

デ
シ
国

日
一
移
行
符
号
ス

給
ひ
け
る
l
給
へ
る

不
実
l
不
定
中
東
九
古
延

た
ふ

ナ
シ
中
東
九
古
延

廿
二
首
l
以
上
第
十

以
上
第
十
一
日

日

古

上
第
十
一
日

廿
三
首

中
東
九
古
・

l

ナ
シ
延
・
!
以

国

ナ
シ
中
東
九
古
延

時
也
ノ
次

と草
と木

中
東

紅
葉
t土薬

も
み
ち
Ovま和

叉

ナ
シ
国

寄
1

花

古

也

ナ
シ
古

北

口

d

あ

案

禁
臼
ト
ト

コ
ニ
ロ
一
メ

国

持

1
ム

後

2 * 3 
※ 

1 
間
頁

あ物
と|
|物
詠跡は

古中

す
歎

に
l
に

国

2正

2 

但 と 也 打
、、 Tζ

ととあか
はととめ
本とはで
行とかノ

ーな次と休
東とく とし

己)- と工 hは
ιh夫ヒて

とtまとしとふ

中;た
東とる

と心

何
事
も
ノ
次

中
東

当正

3 

う中
寸・
雪!
のと思
ノーき
次とふと思

とてとき
ー心と居とえ
と也とたとて

とると居
中と心とた
東ミ也とる

~ 11.) 

東と也

事
を
ノ
次

五正

4 * 

よ
歎

誰
か
か
く
!
誰
か
よ
く

中
東
九
古
国

ー
誰
よ
く

延

長

2 

叉
は

ナ
シ
国

普

3 

可

ナ
シ
古
延

* 4 

1:;) 一一
へ年
し|ナ
i ーシ
なと年期古
る

'̂' 
し

古

道

発
問
iD

国

品
向
ハ

h
U

品
百
ヴ
4

以
上
第
十
二
日

廿
五
首
!
以
上
第
十

ハU
円

h
u



* 
8 

ー+

9 
後

10 
制
頁

ー+

1 * 2 * 3 
骨骨

4 
ーを

5 
後

6 

品

有

門

i

骨骨

8 

祝上
言第
也十
|二中
祝日東
寄九
也廿古

ー六五・
中首|
東ナ
古国シ
延延

I I 
祝以

一一日
寄

九

五
之
|
い
ひ
て

諸
本

も

ナ
シ
東

ー云云千
!とホ
也空宇

J と
国せ

中
東
九
古
延

国

君
と

l
君
と
は

国

思
出
る
由
也
l
思
へ
る
よ
し
也

中
東

九
古
延
・
|
思
ひ
云
る
由
也

国

御
心
ー
ナ
シ
国

五
文
字
|
五
字

殊
:
勝
と
云
と
l

こ
と
に
殊
勝
也
云
と

中
東
古
延
国

東

発

9 

お
ほ
ゆ
る
に
l
覚
ゆ
へ
に

故

ー
覚
ゆ
る
に
国

中
東
九
延

別
頁

序
次

帯

1 
普

2 
ー+

3 * 4 
* 
5 * 6 

勢

門

i

(

2

)

 

小
書
云
、
或
説

(
1
〉
ノ
順

惟i
照Z

家
本
用
之

但
、
底
ノ
順
へ
移

行
符
号

中
東
古
延

(

2

)

 

(

1

)

ノ
順

広
也
、
長
也
、

光
也

中
東
九
古
延

と

ナ
シ
国

と

ナ
シ
中
東
九
古
延

伯
女
l
伯
母

中
東
九
延
国

伯
..母

古
此
分
押
昏
也

惟
i
惟

中

東

九

惟
ハ

惟
、
思
也
、
有
也

l
惟
岡
也

o
有
也

国為
也
|
烏
也

東

伊
也

評
也

中
東
九
古
延

4骨

8 

過
す
ー
す
く
る

諸
本

帝骨

9 

お
も
ほ
え
す
!
お
ほ
え
す

諸
本

帯

10 

五
も
し
肝
心
也

本
行
、
此
寄
ノ
前

ア
リ
諸
本

1 
知
頁

発

l 
* 2 * 3 

ーを

4 
* 
5 

* 
6 

品

宵

吋

t

ーを

8 * 
9 

* 
10 * 11 

普

12 
発

13 * 14 
勢

15 

九
吉
国

お
も
tま
え

て

お
も
tま
え

中.て
東
九
古
延

廿
四
首
l
廿
四
首
の
寄

さ
ま
l
さ
ま
を

諸
本

tま

ナ
シ
九

万
代
!
万
世

中
東
九
古
延

小
書
云
ノ
次

或
説

中
東
九
古
延

新
古
秋
中
、

j
君
を
そ
い
の
る
身
を
思

ふ
と
て

傍
書
国

の

ナ
シ
中
東
丸
古
延

有
へ
し
云
と
|
あ
る
へ
し
と
云
と

諸
本

一
性

l
一
姓

中
東
九
延
国

八六と
年

ナ
シ
諸
本

国

内
侍

ナ
シ
中
東
九
古
延

母

女

諸
本

内
侍
カ
ミ

傍
書
中
東
九
古
延
・
|
内

侍
也

傍
書
国

tま

ナ
シ
中
東
九
古
延



* 
12 

帯

13 
問
頁

告

l 
* 
3 

* 
6 

品

加

庁

i

9を

8 * 
9 

* 10 
後

11 
普

12 * 
11 

寄-
也
~ 

奇
也
と
ヱエ

諸
本

但
・
・
・
・
・
・
春
の
司
也

ナ
シ
国

哀
有
に
や
云
と
|
長
あ
る
に
や
云
と

秀
逸
幹
i
禾
の
逸
駄

東

後

2 

也
::z:; 

也
と
::z:; 

諸
本

な
く
て
!
な
く
し
て

諸
本

* 
4 

く
れ
とナ
|シ
く古
れち
て吋

九

也

5 

也

ナ
シ
諸
本

と

ナ
シ
中
東
九
古
延

時

ナ
シ
中
東
九
古
延

理
也

i
理
あ
り

中
東
九
古
延

名
誉
|
名
誉
を

中
東
九
古
延

高
き

i
た
か
み

国

以
上
第
十
三
日
九
月
期

廿
二
首
!
以

上
十
三
日
九
月
期

中
・

i
以
上
第
十

三
日
九
月
朔

東
九
古

a
i
ナ
シ
延
・

以
上
廿

o

ー
以
上
第
十
三
日
九
月
期

普

13 

古

お
頁

* 
l 

* 
2 

普

3 
守e

4 

品
有

R
U

会+

6 

品

百

円

i

普

8 
員正山川頁

本

l 
* 
2 

* 
3 

首

国

別
路
|
別
行

諸
本

い
つ
か
ー
い
っ
と
か

中
九
古
延
・
|

い
つ
か
と

東

ナ
シ
諸
本

台、

ナ
シ
古

人
は

l
人
を
は

古

千
古

千
古
t土

諸
本

心
は
か
り
也

l
心
は
か
り
は

諸
本

哀
也
一

f
l哀
也
と
云
ミ

諸
本

よれ心
りと Iこ
でとも
/ ~ iJ>. 
次とよ

とふ
と感とへ
とあとき
とりとに

ーや
中

同
上

傍
書
中

本
行
東

t土

ナ
シ
古

お
し
む
に
l
お
し
む
に
よ
て

中

お
し
む
に
よ
て

東

伊
香
子

傍
書
国

阿川頁
序
次

* 
4 

わ
く
る
i
わ
く

諸
本

5 

dむ

必

* 
6 

諸
本

と

ヘ

ハ

然
は

i
然

云

国

* 1 

思
へ
と
も
ノ
次

身
を
は
わ
か
ね
は

中
東

(

2

)

 

(

1

)

 

ノ

/1買

万
葉
に
は
あ
さ

に
け
と
あ
り
、
草
枕
也
と
は
旅
と
い
ふ

心
也
、
万
葉
に
も
草
枕
と
お
ほ
く
よ
め

り

中
東
丸
古
延

但
、
草
枕
と

l
草

枕
旅
と

東
九
古
延

者

1 

旅

ナ
シ
中

* 2 

は;

ナ
シ
諸
本

奇骨

3 

と

ナ
シ
諸
本

'" 
心
も
ノ
次

中
東

苦i

2 

あ
中り

し
|に
あや
る ノミす
へ次とこ
き とし
欺そあ
そ云とる

と""

東とき
ー欺
~ 

五五

3 

岡
山
ふ
を
ノ
次

ミ世
との
と人

中

向
上

本
行
東

円
ノ
μ

ハ
h
u



問
頁

序
次

* 
I 

普

2 * 3 * 4 
普

5 
主主

1 
知
頁ーー1 

* 2 

(

2

)

 

朋
友
の
別
を
お

(
1
〉

ノ

順

し
み
で
し
た
ひ
き
た
る
心
を
謝
し
た
る

心
也
、
下
心
、
心
を
人
に
ま
か
せ
た
る

道
の
大
切
也
、
御
抄
ニ
み
ゆ

中
東
九

古
延

源人
のの
さ事ナ
ね|シ
| 人品中
源 事 り 東
の?九
さl国古
ねl 延

右
近
少
将

別

中

東
延
・

l
源
の
右
近
少
将
さ
ね

右
近
少
将

!
源
の
さ
ね

九

古
園

な
る
、

j
時

i
な
り
し
時

諸
本

人

ナ
シ
九

二
男
也
ノ
次

とゆ

と信
と公

とヤ
、とよ

と可とろ
と決ーっ
と之と堪

ー能
中との
東とよ

とし
と聞

も

ナ
シ
古

な
り
な
t
A

む
l
み
え
な
ふ
ん

諸
本

普

3 

の
ほ
り
で
は
ー
の
ほ
り
て
と
は

中
東

* 4 
守骨

5 
* 
6 

普

門

i

普

8 * 
9 *' I 

制
頁

ーを

2 
ーを

3 

丸
古
延ナ

シ
古

よ
歎

よ
め
る
に
や
j
め
る
な
る
へ
し
に
や

"" 詞申
書 -
I I 
こよ
とめ
書る

ーな
諸とる
本とへ

とし

ゃ

東

と

ナ
シ
中
東
九
古
延

九
月
二
日

廿
九
首
|
九
月
二
日

中

東
九
古
・

i
ナ
シ
延
・
|
九
月
二
日

以
上
廿
九
首

国

音量

2 

タ雪う
さノり
り次ん
つゐ

中かとをん
たとしの

| ノミるみ
と又次としこ
と云 汁こ2

、と又とにさ傍
と清と云 書
とさと清中匿
と可 、東
と然と可
と欺と然

ミ云と敗
、、と;z:;

東 J

* l 

tま

ナ
シ
東

有
ふ〉

東る
九|
延ふ

り
! とふ符
ふとる一

り
ぬ
る

中
・

l

ふ
り
ふ

古

る也
云

k
l也
と
云
と

中
東
九
古
延

* 
4 

品
百

F
D

* 
6 

徒

庁

i

者

8 
E正羽

頁
発

l * 3 

な縁
れとな
はとくに

とて
諸は
本な

/レ

れ
t主

縁
な
く
て
は;

五
も
し
心
あ
り
ナ
シ
中
東
九
古
延

行
人
の
た
め
に
あ
し
け
れ
と
も

行
人
の
為
に
さ
し
も
な
き
ー
さ
し
も
な

〈
行
作
同
東
〉

き
中
東
九
延

但
、
傍
書
ノ
下
-
一
イ

ト
ア
リ
九
・

l
行
人
の
た
め
に
あ
し
け

千為れ
にと

物とさ子も
とし?さ

諸 も 之 し
本なも

きな
き

古
・
!
行
人
の

国

延詞
の

言司A て
に iと
て|
と詞

て
と

中
九

東
・
|
詞
も
に
て

と

古

い
へ
る
也
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大
誤
也

傍
書
国

* 
6 

太
神

大
神

国

勢

Q
リ

安ァ大
股J安

殿
国|右

3大1周
3安ァ注
ご殿J中

東
九
古

im 

中
東
九
古
・
!
大

* 9 

た
の
し
み
|中
た東

中の九
東し古
九とみき国
古

と分引

見

殿

省

10 

国

発

11 

分
見
i
引
見

国

発

12 

欲

{谷

中
東
九
古
国

等
ュ
ノ
次

之
時
(
小
字
ミ
セ
ケ
チ
〉

中
東

中

ー止ヒ
ミ大
と内
とユミ此

とあと所
とりとは

ー大
東と内

とあ
とり

風
搭
等
ノ
次

(

2

)

 

是
も
一
郷
の
風

(

1

)

ノ
順

也

問
し
は
つ
山
う
ち
出
て
み
れ
は

* * 2 * 3 
後

5 * 6 
来

1
1

nt: 

2 
相
頁

普

1 
骨

2 
発

3 
令+

4 

万
葉
一
一
入
に
や
、
は
の
字
清
濁
両
説
云
ミ

中
東
九
古

表
は;

傍
書
国

性、欲

I I 
姓俗

中
東
九
古
国

中
九
古

* 
4 

i生

姓

中
東
九
古

性
l
姓

中
東
九
古

我

家

中
東
九
古
国

後
四
f
d

心前ぬ
也|心
ノミ前後也
次

傍
霊
園
ミ
セ
ケ
チ
中
東

者

Q
U

国
め
く
み
を
た
の
む
心
あ
り

中
東

お
き
て
ノ
次

か
れ
は
叉

中
東と君

ミ住
とる
とょ
とし
と也

k主
力、

り傍
i 書
事与国

ヲ宜、

国り

)，~ 

v、-吾子

方

国

治
故
!
治
乱

中
東
九
古

川町頁
序
次

とし

品
内

FHυ

之

中
東
九
古

夏、ム
九、 ι て

富国

* 
6 

む
ろ
の
(
み
む
ろ
の

長

門

i

森
と
た
る
也
l
森
ミ
た
る
幹
也

中
東

九
古
国

* 8 

た
i へ
たた
へる
た|
るた
O~こ'^'

た
る
を

中
東
九
古

国

1 

一
説
ノ
次

彼
山
神
社
の
神
事
の
時

中
東
九
古

(

2

)

 

ひ
か
け
は
こ
け

(

1

)

ノ
順

の
事
也
、

か
つ
ら
の
た
く
ひ
也
、
清
き

物
也
、
叉
暁
の
雲
を
山
か
つ
ら
と
い
ふ

事
あ
り

中
東
九
古

(

2

)

 

(

1

)

ノ
順

お
も
て
に
き
こ

え
ね
は
顕
す
、
此
巻
に
て
は
此
心
ニ
と

り
な
す
用
也

中
東
九
古

但
、
と
り

な
す
用
山
国

ミ
セ
ケ
チ
東
・
ー
ェ
と
り

* 

上
品
中
生ナ
|シ

上九
品古
中止

ー上玄

国

な
す
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ーを

2 * 3 * 4 
ー+

5 
※ 

l 2 
※ 

3 
仰
頁

序
次

な
れ
は
ノ

主次中
..;op:.~そ九

とれ古

ーたと用
とると也
ーと

とふ予

心
ー
内
心

也停

樟

用

用
也

也ー心
ノミ也

次;f

此との
心と雲
にとを
ノ
次

内
〈
ミ
セ
ケ
チ
〉

中
・

l
o
心

東

ナ
シ
、
空
格
中
東
九
古

国

東

東と又
と暁
との
と雲
を

中
・

l
又
暁

と
り
な
す

中

同

上
ミ
セ
ケ
チ
東

(

2

)

 

件
本
詞
押
需
也

(
1
〉
ノ
順
以
上
、
種
の
と

り
物
榊
は
色
不
変
也
、
:
:
:
ま
ほ
る
へ

か
へ
し
も
の
t
A

奇

自
の
律

し
と
そ

に
う
つ
る
時
の
一
骨
云
と
未
分
明
、

お
り

エ

品

〉
、r、

か
へ
し
う
た
ふ
事
あ
り
、
其
事
に
や
と

中
東
九
古
国

{旦

詞

此

詞需
也

種
l
四
種

件
本
詞
押

東
九
古

ナ
、ノ

種

i
四
種

国

* l 
* 2 

ーを

3 * 4 * 
5 

ー+

6 
詰正

1 
例
頁

叩
頁

題
す
l
顕
す

中
東
九
古

件
本
詞
押
需
也

肩
注
中
・

l
件
本
此

詞
押
吊
也

肩
注
東
九
古

四
種
|
種

中

隠
持
l
憶
持

中
東
九
古

3隠3
v持

国さ
や
け
き
ー
さ
や
け
さ

中
東
九
吉
国

恋
I

恋
寄

中
東
九
古

あ
ら
す
ノ
次

中
東
九
古
国

* l 

用
之

傍
書
国

E正

1 

非
す
ノ
次

中
東

。

* l 

ナ
シ
中
東
九
古
国

遠
イ

心
は
怨
親
|
心
怨
親

遠

古
・

l
心
は
怨

也

+を

2 

親

国

* 3 

こ
と
っ
て
や
ら
ん
と
也
l
こ
と
つ
け
や

ら
ん
と
也

中
九
古
国
・

i
こ
と
つ
け

せ
ん
と
也

東

* 4 
2昆

l 
的
頁

* 2 
的
頁

帯

1 * 2 
骨骨

3 
吉正

l 
山
頁

的
頁

序
寄
也

同
ノ
次

* l 

分
別

l
分
明

に
ー
す

、I
}
|
之

之

也

傍
書
国

相
模
国
の
風
俗
也

国

中
東
九
古
田

東
中
東
九
・

l

の

国

天
王
之
御
名
也

東

以
上
六
度
欺
l
定
家
奥
書
ノ
注
末
尾

中
東
九
古
・

l
以
上
六

大
字
-
一
記
ス

理時受度
ノ猶干欺
次豆月(

d-lJ{立
也谷三置

築早問
中〉歪上
東所〉
九寸:十

-'-国
l 塁
也白

と主
座

ーー1 

所

d心

発

2 

是
非
l
其
非

怨

悲
!
悲

流
イ

流
l
俗

後

3 
発

4 

中
東
九
古
国

東

国国

古



的
頁

後

1 
後

2 * 4 
者

F

り

普

6 m頁* 骨
つ
μ

ー+

3 
長

4 

且

官

民

d

守幸

6 
普
門
J
p
d

普

百
歎

万
性
i
万
姓

中

万
姓

国

普

2 

若
i
善

東

帯

3 

涼
i
淳

中
東
九
古
国

孫孫
I I 
姫とチ系ミ

欄
外

孫
下
悶

注
記

東

ヲ+

3 

侍
り
ー
あ
り

国

然
而
l
然
と
も

中
東
九
古
国

な通
る l
|道
なあ
る寸中

東
九
古

国

若
!
君

中
東
九
古
国

右
肩
合
点

中
東
九
国

詩

l
諸

東

然
而
!
然
と
も
中
東
九
古
国

猶
時
可

お
ひ
て
は
!
お
ひ
て
は

其

と

と

と

某
!
其
中
東
九
古
国

彼
時
は

l
彼
時
と
は

国
国

東
九
古

国

今+

8 

な
る
l
た
る

中
東
九
古
国

帯

Q
u
、

使
i
使
中
東
九
古
田

也
は
花
鳥
を
の
み
愛
す
る

愛
す
る
心
i
愛
す
る

o
心

国

持

ハ

V
τ

，』A

告

11 l 

也
ノ
次

奇
に

中
東
九
古

山川頁
* 1 

婦
人
之
右
、
大
夫
之
前
頭
注
中
東
九

古
但
、
「
大
夫
之
前
」
本
行
重
複
九
古

告+

2 

長
短
不
同

近

長
短
は
善
悪
の
心
也

代
存
古
風
者
纏
二
三
人
然
、

j
ノ
次
中

此
四
字
然
ノ
下
ノ
本
文
也

九
・
!
頭
注
東
古
・
!
長
短
不
ν
問、

ぺ
i
白
是
本
文
ノ
注
也
写
本
誤
也
私
訂
正

長
短
ハ
善
悪
ノ
心
也
次
行
然
ノ
次
へ

舎を

3 

次 也 是 移
I I文行
次シ也 | 符

ト是号
と文叉国

国

国

国

寺号

4 
骨

に
d

姿

中
東
九
古
・

l
次

と

イ

と

な
る
へ
し
ー
な
る
へ
し
国

性
i
姓
中
東
九
古
国

A
I
i，
 

(
私
〉

也
ノ
次
ム
一
五
、
定
家
卿
筆
、
大
夫
之

普

6 
侍

門
J

同
町

1
ょ

Lq 
、」口口

中
東
九
古

間
頁

川間頁
骨
-

暦

歴

者
円
ノ
臼

メ入
μ 

々

也
ノ
次

臣
等
可
受
口
伝

頭
注
中
東
九
古

五

八
l
八

未
l
末

口
問
イ
呂
イ

昌
l
昌
中
東
九
古
国

2 
者

1 
* 2 * 3 

長

4 

高

i
商

特

「d 

高

l
商

* 6 

商
i
高

中
東
九
古
国

中
東
九
古
国

。

実五
イ
用
之

九
・

l
八

国

中
九
古
国

中
東
九
古
国

国中
東
九
古

守幸

8 

世

l
女

続
万
葉
l
続
万
葉
集

中
東
九
古

品

百

円

J

中
東
九
古

東

後

10 

ウユ

ーマ "" 
ン i
!ユ
ウマノレ

ム

東
・

i
ウ
ム

特

9 
骨

11 

一フ
1
1
ウ

タ
ユ
ル

l
タ
ヱ
ル

中
東
九
古

長

12 
米

1
i

飢
人
ト
ノ
次 東

東

成
テ

国
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語4

2 
似
頁

ーを

1 
発

2 
持

3 * l 
問
頁

序
次

給
フ
ノ
次

姫

中
東
九
古
国

妃ト書
| キ リ
妃~ I 1 

γ ト 云
固とキリリ

東中

中
九
古

永
正
八
年
奥
書
ノ
次
ニ
以
下

キ甫

比
一
胴

校

里
(

元5也
と、

す志
、の(
や厚~ 1 
まく)
あ高ノ
とき}I買
のを A 

あ一山 i
文切?ハ
字 成 手 至γ

を就3誠2
略之ウの
し根3義

(

2

)

 

たる也・・・・・・

九

* 1 

文
明
十
三
/
九
月
廿
六
日

ナ
シ
延

発

2 

叉
云

ナ
シ
九
古
延

骨骨

3 

ミ
セ
ケ
チ
部
分

傍
書
ミ
セ
ケ
チ
東
・

ー
ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

* 
4 

和
字
の
奇
l
和
字
の
字

延

後

5 

ミ
セ
ケ
チ
部
分
本
行

東
・

l
ナ
シ
九

制
頁

ノ
如
キ
コ
ノ
箇
所
ノ
注
ア
リ

本
押
需
也

難
天
神
之
孫
海
童
之
女
、
-
)

彦
火
と
出
見
尊
ト
豊
玉
姫
ト
ノ
御
事
ト

ノ用
孫
ニ彦
皇三火
孫ミふ
トヨハ

申日
マ神
スの
、御

木彦
花也
開
姫天
ト神

和
寄
ヲ
通
シ
玉
ヒ
シ
事
ア
リ
、
此
二
ノ

古
延

骨骨

6 

尽ー神ミ叉
ミ代と云

ナ
、ン
延

延

ナ
シ
九
古
・

l
本
行

且

官

門

i

本
行
東
・

l
ナ
シ
九
古
延

普

8 * 9 

心と之
と間

ナ
、ン
延

本
行
東
・

l
ナ
シ
九
古
延

器

10 
後

1 

京日

ナ
シ
延

* 
2 

ミ
セ
ケ
チ
部
分
ナ
シ
九
古
延

* 3 

1:，l) 1:~ 

-也と神
1 1:陰

全と陽
文と之
傍和
書を

お
セこ
ヶーな
チとひ

とし
東とよ

とり
! との

* 5 * 6 
発
門
i

発

8 * 9 

事
ヲ
一
云
ヘ
キ
ニ
ヤ
云
¥
例
ヲ
ア
マ
タ
引

今同ニ

はナ
たル

"'" え
すシ
な
る
と
し、

'̂' 
る
も

い
ひ

な
し
た
る
義
也
、
他
流
に
不
立
な
る
と

い
ひ
な
せ
る
に
お
な
し

国

神
武
天
皇
ノ
-
一
頭
注

地
神
五

ナ
シ
九
延
・
|
和
を

古

令e

4 

朋 物 と 又
友等と | 
1':'に本
朋セ j 行
友ヶ

等ご物

東
延
・

l
朋
友

東
九
古
延東

古ミ
セ
ケ
チ
部
分
ナ
シ
九
古
延

脅

10 

ミミ客容ミ

セ|セ
ケ容ケ
チ チ

部東部
分 九分

古ナ
延シ

九
古
延

傍
書
ミ
セ
ケ
チ
東
・

ー
ミ
セ
ケ
チ
部
分
ナ
シ

九
古
延

ーを

11 

苗
代
に

l
苗
代
水
に

東
九
古
延
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州問頁

且

官

門

ji

山川頁
者

1 
* 
2 

骨

3 
骨

4 
品

W
F
O

普

6 
ーを

1 

ミ
セ
ケ
チ
部
分

傍
童
問
、
、
?
セ
ケ
チ
東
・

普

2 

ー思、鬼 | 

鬼セ
ケ

チ

部
分

ナ
シ
九
古
延

東
九
古
延

* 3 

ちL

-幻
右
肩

東
・
!
ナ
シ
九
古

延

持

4A

ミ
セ
ケ
チ
部
分

兵
歎

笑
l
笑

延

刀力
l
力

東

延

・

l
万

後
撰
1

後

撰

也

九
古

ナ
シ
東
九
古
延

普

5 
長

6 

東
九
延
・

l
後
撰

也

古

一
意
哉
l
喜
哉

九

日
本
紀

ナ
シ
延

日
本
紀

ナ
シ
延

あ
り
と
i
あ
り
と
は

東

と

ナ
シ
延

ミ
セ
ケ
チ
部
分

傍
室
田
ミ
セ
ケ
チ
東

網
|
ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

側
頁

者

2 
米川山頁

告

l 
骨

2 
山間頁

事* 
2 

+を

3 
仰
頁

骨

1 
発
円
リ
i

御
子

l
御
な

東

* 8 

陰
陽
也
、
谷
は
陰
、
丘
は
陽
也
l
傍
書

ミ
セ
ケ
チ

東
・

l
ナ
シ
九
古
・

l
陰

陽
也
、
谷
は
陰
、
岳
は
陽
也

延

ー+
l 

此
界

i
此
家

東
延

御
神
も
〈
ミ
セ
ケ
チ
)

ナ
シ
九
古
延

此
間
一
行
の
く
ト
書
入

東
・

l
一
行

分
空
白

古
延

あ

り

な

り

東

又
神
道
口
伝
ア
リ

ナ
シ
廷

わ
か
い
つ
ら
こ
l
わ
か
い
ら
こ

延

そ
り
て
宇
治
の
み
こ
・
:
・
・
・
あ
ら
ね
は
辞

ナ
1ン

本
ノ
ト
傍
書

延

裏
書
l
一長一去

東
九
古

仁
徳
を

i
仁
徳
世
を

東
九
古
延

山間頁
* 2 

ごと云書ミ か
セ入セり
ケ!ヶ l
チ 書 チ ・ ・ か

部入部り
分分

* 3 * 4 

品

百

戸

ひ

東
九
古

ナ
シ
九
古
延

東
九
古
延

ナ
シ
九
吉
延

然
は
(
ミ
セ
ケ
チ
)

ぬ
心
也
然
共
(
ミ
セ
ケ
チ

)
iぬ
心
也

東
・
!
ナ
シ

* 
6 

九
古
延

品

百

円

'
d

被

ナ
シ
九

骨

8 

ーー

ナ
シ
延

* 9 

出
な
り
l
出
せ
り

普

1
i

廿
七
日

ナ
シ
延

延

普

3 

不付一一一月
Pip-

不斥一一一一口

上
以
風
化
!
上
以
風
化
下

東
古

骨

2 
守+

4 

件
本

l
仲
本

発

H
h
d

ミ
セ
ケ
チ
部
分

賦
ハ
也
、
量
也
!
賦
ハ
量
也

延

社

宵

《

b

賦
也
、
最
也

普

門
d

う
へ
を
も

東
九
古
延

東
ナ
シ
九
古
延

古
・

i

傍
書
ミ
セ
ケ
チ
東

日
円
しつ〕



* 8 
制
頁* l 

ー+

2 * 3 * 
4 * 5 

仰
頁* l * 2 

制
頁

者骨普

2 
骨骨

3 
制
頁

ミ
セ
ケ
チ
部
分

見
た
る
|
み
さ
る

ナ
シ
九
古
延

ナ
シ

九
古
延

偽
と
い
へ
る
は

l
傍
書
ミ
セ
ケ
チ
東

延

叉
人
の
こ
と
は
の
い
つ
は
り
を
|
又
人

と
り
/
¥
か
す
/
¥
な
る
ハ
ミ
セ
ケ
チ
〉

の
こ
と
は
の

o
い
つ
は
り
を
東

ミ
セ
ケ
チ
部
分

九ミこ
古とち
延とむ

とる

とと
とち
ミむ
ーる

ナ
シ
九
古
延

東
・

l
ナ
シ

風
刺
を

l
風
刺
す
る
を

お
ほ
つ
か
な
く
|
お
ほ
つ
か
な
き

東
九
古
延

ミ
セ
ケ
チ
部
分

将
木

i
援

東

寄
は
〈
ミ
セ
ケ
チ
)

o
世
を
|
世
を

古

延

ナ
シ
九
古
延

九
延
・

i
o世
を

索

* l 
勢

2 * 3 
的
頁* l 

事+

2 
者

4 
制
頁

* 1 
+寺

2 
普

3 * 4 * 5 * 
6 

普

門

i
* 8 

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
・

l
ミ
セ

ケ
チ
部
分
本
行
延

し
る
す
と
も
(
す
と
も
ミ
セ
ケ
チ
〉

寄
を
し
る
さ
は

l
奇
を

o
さ

は

東

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ま
め

ナ|
シ.ま
古.め

t工

* 3 

叉
了
見
あ
る
へ
き
欺

叉

ナ
シ
古

ナ
シ
九
古
延

東
九
古

ナ
シ
古

ミ
セ
ケ
チ
部
分

君
臣
の
道

l
君
臣
の
道
も

ナ
シ
九
古
延

亡
す
る

l
定
す
る

花
月
!
月
花

を

ナ
シ
延

あ
り

l
な
り

東
九
古
延

延

古延

か
そ
へ
で
も
|
よ
そ
へ
で
も

東
九
古

延ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

制
頁

時

1 
特

2 * 3 * 
4 

* 5 
制
頁

発

1 
普

2 
後

3 
制
頁

ー+

l * 2 
事+

3 * 4 

女
郎
!
女
郎
花

古

を廿過
こ九とぬ
り 日とれ
て とは
|廿|
を八過
こ・・ 日
り無
て之

九
延
・
|
ナ
シ
古

ナ
シ
延

九

世
に
|
世
を

延

又

ナ
シ
延

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

d心

ナ
シ
延

符
号
ナ
シ
九
古
延

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

也ミ事

事

東
古
・

i
ナ
シ
九
延

ナ
シ
延

発

5 

御
時
に
至
也
、
当
流
-
一
文
武

ナ
シ
延

* 6 

為
家
卿
此
事
了
見
事
、
不
用
之

ナ
シ

延

吉正

1 

為
家
卿
以
下
ニ
付
築

私
口
伝
と
あ
る
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制
一
貝

寺を

1 
寺を

2 
加
頁

場

1 
* z 

普

3 * 4 
* 
5 

抑
頁

ー+
1 

普

2 * 
3 

間
頁

* 
1 

古

は
東
之
家
切
岳
貫
定
分
別
の
事
成
へ
し

為
家
卿
了
簡
事

依
可
見
分
条
肝
要
な
り

ミ
セ
ケ
チ
部
分

の
寄
自
然
に
し
て
妙
也

延

ナ
シ
九
古
・

i
赤
人

一
夜

ナ
シ
延

ミ
セ
ケ
チ
部
分
ナ
シ
九
古
延

に
欺

塩
満
て
i
塩
ま
て

延

遍
昭
黒
主
等
六
人
の
事
也

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

書

i
云

東

案
!し
案3給
し口
給口
へに
る !
に案

し
を.d..
昂口

"'" 
る

九
古

花
と
l
花
と
は

東
九
古
延

瓦
町

ナ
シ
延

奇
心
前
に
l
寄
以
前
に

古
ナ
シ
九
古

東
延

骨

4 
加
頁

序
次

守幸

1 
帯

2 
骨

4 
問
頁

時

2 

心
口
口
口
し
き
也
i
心
は
や
さ
し
き
也

東
九
古
延

寺寺

3 

ミ
セ
ケ
チ
部
分

ナ
シ
九
古
延

、い

l
b
に

延

(

2

)

〈

1
)
ノ
順
誰
云
、
万
機
之
余

暇
諸
事
の
あ
ま
り
と
あ
り
、
然
は
寄
は

教
誠
の
は
し
に
あ
ら
す
や
、
如
何
・
:

苛
道
を
も
興
た
ま
ふ
義
な
り
と
云
¥

」
ふ
に
い
へ
る
は
此
集
を
撰
は
る
へ
き

事
を
い
ふ
記
な
り

延

難
l
誰

延

別
口
口
口

l
別
ニ
た
つ

東
九
古
延

告企

3 

万
葉
集

l
万
葉

古

な
る

ナ
シ
延

告

l 

か
く
こ
の
た
ひ
;
:
:
不
絶
の
よ
し

也

ナ
シ
延

+を

2 

口
ふ
の
ほ
れ
る
!
と
ふ
の
ほ
れ
る

東

問
頁

世

3 

九
古
延

歎
歎

難
く
i
歎
く

品
百

A
吐

に
し
て

普

5 

ミ
セ
ケ
チ
部
分

東
九
古
延

傍
書
ミ
セ
ケ
チ
東

ナ
シ
九
古
延

九
古
延

白
神
口
斐
鳴
尊
l
二
神
素
斐
鳴
尊

守t

l 

ム
ワ
と
口
口
口
を

l
今
と
は
当
代
を

発

2 

九
古
延

こ
ひ
さ
ら
口
や

l
こ
ひ
さ
ら
め
や

骨量

3 

九
古
延

長

4 

帝
の
師

1
帝
師

東
九
古
延

東東東
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解

題

ωリ

概

要

掲
出
諸
本
略
系
統

簡
に
宗
祇
の
古
今
和
歌
集
講
授
、
宗
碩
聞
書
に
続
き
、
再
び
宗
祇
の
註

釈
書
、
牡
丹
花
肖
柏
聞
書
所
謂
「
古
関
」
の
翻
印
と
校
勘
篇
を
本
誌
に
載

録
す
る
こ
と
を
得
て
、
夙
に
上
梓
の
「
両
度
聞
書
」
と
を
併
せ
見
れ
ば
、

そ
の
講
鐘
の
過
半
の
状
況
は
推
知
し
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
「
古
聞
」
の
伝
存
本
は
調
査
既
済
の
も
の
叉
未
済
の
も
の
を
含
め

る
と
猶
相
当
数
の
伝
本
が
予
想
さ
れ
、
目
下
、
そ
の
悉
皆
調
査
を
期
す
ベ

く
継
続
の
途
次
に
あ
る
が
、
偶
と
尊
経
閤
文
庫
蔵
書
中
の
天
文
十
五
年
湖

信
斎
宗
訊
自
筆
加
証
奥
書
本
の
翻
印
許
可
を
戴
き
ま
し
た
の
を
機
に
、
併

せ
て
校
勘
篇
を
も
企
図
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
校
勘
篇
は
本
来
現
存

「
古
聞
」
諸
本
全
般
に
百
一
る
べ
き
事
柄
な
が
ら
、

い
ず
れ
「
室
町
以
前
成

立
古
今
和
歌
集
註
釈
書
目
録
解
題
」
に
委
る
べ
く
、
今
回
は
、
そ
の
既
済

調
査
本
の
中
の
七
本
を
対
校
本
文
と
し
て
撰
択
し
た
。
以
下
、
そ
の
諸
本

で
あ
る
。

類

尽
都
大
，lll与

寸一

附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
ー「

古
関
」ー

三
冊

ω
〔
近
世
初
〕
写

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
古
今
抄
」

(
外
題
)

写

三
冊

二
類

(
外
題

)
l中
院
百

略
称
「
中
」

〔
江
戸
前
期
〕

同

寸
東
」

〔
江
戸
中
期
〕
写

三
冊

九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
古
今
和
歌
集
聞
書
〕

同

「
九
」

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
古
関
抄
」

(
外
題
〉

写

三
冊

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
延
五
秘
抄
」

(
外
題
)

期
〕
写

存
仮
名
序
・
巻
一

1
十
五

ニ
冊

三
類

〔
江
戸
中
期
〕

同

「古」

〔
江
戸
後

同

「
延
」



国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
古
関
」

〔
江
戸
初
期
〕
写

一一L.ノ、

(
外
題
)

冊

同

「国」

尊
経
閤
文
庫
蔵
「
古
今
和
歌
集
聞
書
」

ハ
外
題
)

天
文
十
五
年
宗

訊
自
筆
加
証
奥
書
本

三
冊

同

「底」

以
上
、
諸
本
対
校
は
七
本
に
過
ぎ
ぬ
が
、
各
本
の
系
類
は
、
如
上
の
経

過
を
辿
り
整
定
化
の
方
向
に
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
現
存
「
古
関
」

全
般
に
一
旦
る
伝
存
経
過
も
叉
恐
ら
く
略
同
様
の
過
程
の
う
ち
に
把
握
さ
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
順
次
、
そ
の
概
要

に
就
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
、
前
掲
諸
本
の
大
枠
に
つ
き

総
括
的
に
要
約
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
第
一
と
し
て
、
第
一

1
第
三
類
の
奥
書
に
つ
い
て
誌
す
に
、
各
本

は
、
そ
の
成
立
の
経
由
を
当
然
の
事
な
が
ら
同
じ
く
す
る
に
よ
り
、
第

表
・
第
二
表
と
し
て
一
括
し
、
第
一
表
は
、
第
一
類
の
善
本
た
る
京
都
大

学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
本
を
以
て
本
文
を
掲
示
し
、
同
じ
く
第
一
類

の
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
対
校
、
更
に
、
そ
の
基
底
を
略
同
じ
く

す
る
第
二
類
の
九
州
大
学
文
学
部
研
究
室
蔵
本
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

塵
蔵
二
本
を
以
っ
て
、
そ
む
校
異
を
脚
欄
に
掲
出
し
た
c

第
二
表
は
、
第

三
類
底
本
の
奥
書
を
挙
げ
、
同
時
に
同
類
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
併

掲
し
た
ο

両
本
は
基
本
的
に
は
前
者
第
一
・
二
類
と
は
異
る
と
こ
ろ
は
な

い
が
、
両
本
は
第
一
・
二
類
に
対
し
、
所
謂
「
古
関
」
と
し
て
現
在
の

処
、
最
も
整
定
化
し
た
本
文
と
し
て
対
処
す
べ
き
伝
本
と
想
定
し
た
が
故

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

叉
、
掲
出
に
際
し
、
第
一
・
二
表
の
諸
本
は
後
述
す
る
ご
と
く
、
各
本

編
成
、
装
訂
時
に
於
て
本
来
の
講
授
次
第
を
古
今
集
部
立
次
第
に
改
続
す

る
も
の
、
あ
る
い
は
任
意
に
各
冊
順
位
を
変
更
す
る
も
の
な
ど
所
見
さ
れ
、

就
中
、
底
本
の
ご
と
き
に
於
て
は
所
定
の
奥
書
簡
処
を
改
装
時
の
巻
第
再

編
に
伴
い
、
敢
て
錯
識
す
る
ご
と
き
の
誤
り
も
惹
起
す
る
こ
と
も
生
じ
て

い
る
が
、
当
該
本
の
編
成
に
従
っ
て
い
ま
は
掲
示
し
、
各
ミ
の
冊
・
巻
の

位
置
を
そ
れ
ぞ
れ
に
註
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
叉
、
加
え
て
、
第
一
表
中

本
、
第
二
表
底
・
国
本
の
各
奥
書
語
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
付

1
刷
、
①
ー

⑫、

ω
1
M
W、
の
奥
書
番
号
を
付
し
、
且
つ
脚
部
に
各
対
偶
番
号
を
註
記

し
て
、
各
本
奥
書
の
相
互
関
聯
を
明
示
し
て
参
照
の
繁
綾
を
避
け
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

円
ノ
U
M



諸
本
奥
書
一
覧
と
そ
の
成
立
経
過

第
一
表

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
本

第
一
冊
末
巻
九
注
尾
・
東
本
第
二
冊
同
巻
尾

(
一
)
文
明
十
三
/
九
月
三
日
開
之
以
上
十
五
度

日
l
東

(
二
〉
同
十
九
未
夏
之
間
重
聞
此
集
説
加
筆
早
/
(
肖
柏
花
押
)

ナ
シ

l
東

@ω 
@ 
(2) 

会
一
〉
奉
加
一
覧
早
無
比
類
者
也

宗
祇
(
花
押
)

ナ
シ

l
東

ー

東

素

伝

奥

書

在

之

(
四
〉
明
応
五
肝
七
月
上
中
旬
之
間
以
祇
公
開
書
加
筆
也
/
(
肖
湘
抗
畑
山
Y

(
五
)
文
亀
一
一
一
娘
岳
春
従
十
一
日
至
仲
春
二
日
覧
之
重
/
見
合
祇
公
開
書
阜

(
本
行
〉

l
東

為
源
頼
則
読
之
時
也

将

l
東

公
ハ
)
永
正
三
寅
自
八
月
至
九
月
叶
日
為
真
存
法
師
野
町
/
読
之

t
一

声

・

(
七
)
右
五
十
二
枚
件
本
六
枚
也

コ
ノ
行
ナ
シ

l
東

(
八
)
僧
肖
柏
免
一
覧
間
於
閑
窓
写
之
詑
/
最
可
謂
二
条
家
秘
説
不
可
有
外
見
者
也

文
明
十
九
年
六
月
日

⑨ 
(3) g ⑪ 

(5) 
⑫ 
(6) 

如
件
本
加
朱
点
校
合
早

永
正
八
年
夏
六
月
十
八
日

「
九
月
一
一
一
日
開
之
」
ナ
シ

i
延

「
御
判
」

l
古
・
花
押
ナ
シ

l
延

如
件
本
加
朱
点
校
合
早
っ
て
三
ノ
間
ニ
朱
書
)
l古

「
判
」
!
古
・
花
押
ナ
シ

l
延

「
御
判
」
|
古
・
花
押
ナ
シ
l
延

「
孟
」
作
「
立
」
!
延
、

「
執
筆
」
|
延
、
「
時
」
作
「
舟
」

l
延

「
一
三
ナ
シ

l
古、

「
加
筆
早
」

l
古
・

(
七
)
ナ
シ
1

九
・
古
、

「
六
」
作
「
四
十
六
」
|
延

「
如
本
以
下
校
合
羊
」
ナ
シ
l
古
・
延



関
老
人

判l花・

走ぎ-

(
九
)

第
二
冊
末
巻
十
九
並
尾
、
東
本
第
三
時
間
巻
十

ヨ3

十

従
恋
一
以
上
廿
二
度

存
分
無
相
違
/
者
也

「
御
判
」

l
古

「判」

l
延

延
五
秘
抄

前
記
一
一
ツ
ヅ
キ
以
下
ゅ
ノ
識
語
ヲ
ミ
ル

後
法
成
寺
関
白
太
政
大
臣
准
后
法
名
大
証

此
注
僧
尚
柏
伝
子
博
陸
尚
通
公
と
と
又
/
授
於
予
既
師

資
相
承
抄
也
敢
不
可
/
忽
緒
湾

永
正
十
一
年

一
ニ
月
廿
八
日

権
大
納
言
藤

右
紙
数
文
字
ア
ル
分
六
十
六
丁

奥
書
二
枚
/
以
上
六

十
八
枚
也

上
巻
自
春
部
至
崩
旅
部
以
上
九
巻

延
五
秘
抄
第
二
一
冊
末
巻
十
五
(
巻
末
欠
)
尾
一
一
、
以

下
ノ
識
語
ア
リ

於

這
抄
三
帖
者
近
衛
殿
尚
通
公
従
肖
柏
伝
O
秘
説
者
也
/

第
十
五
之
巻
半
ヨ
リ
末
閥
重
而
尋
探
可
修
補
尤
不
/
可

出
深
底
耳

天
文
フ乙
戻壬

年

正
二
位
重
治
判

(
九
〉
(
)
(
十
四
)

i

t

延
欠
巻
部
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宗
祇
(
花
押
)

ナ
シ

l
東

ハ
十
一
)
同
十
九
未
夏
之
上
中
下
之
間
重
聞
此
集
説
加
筆
早
/
(
肖
柏
花
押
〉

朱
ハ
未
ト
傍
訂

)
l東
二

行

割

ト

ス

l
東

ナ

シ

l
東

(
十
二
〉
文
亀
一
一
一
一
一
仲
春
中
旬
以
祇
公
開
書
鯨
訴
組
書
加
之

文
明
十
四
暦
三
月
日

源
頼
則
伝
授
之
時
也

本
云

(
十
一
ニ
〉
右
七
十
枚
件
本
五
十
八
枚
也

之
(
朱
傍
記

)
l東

(
十
四
)
僧
肖
柏
免
一
覧
・
間
於
閑
窓
写
之
詑
/
最
可
謂
二
条
家
秘
説
不
可
有

外
見
者
也

如
件
本
加
朱
点
校
合
羊今

臼

1
1』

R

永
正
八
年
種
九
月
十
五
日

前
関
老
人
(
花
押
)

車
十

1
l官
珂

第
三
冊
末
真
名
序
注
尾

東
本
第
一
冊
同
序
尾

(
十
五
〉

所
一
見
存
分
無
相
違

尤
以
無
比
類
者
欺

文
明
十
四
春
正
月
日

刀t
祇

ナ花・
γ押・
...l，_¥._.ノ

-凡判・
・如形・
・此

す
をF

東

(
十
六
)
同
十
九
未
六
月
重
開
此
説
加
筆
早
/
(
肖
柏
花
押
)

朱
(
未
ト
傍
訂
〉

l
東

ナ

シ

l
東

⑭ ⑮ ⑫ (9) 。。

花
押
ナ
シ
|
九

「
判
」
!
古

花
押
ナ
シ

l
九

「
御
判
」
|
古

(
十
一
二
)
ナ
シ

l
古
・
九

花
押
ナ
シ

l
九

「
御
判
」

l
古

(
十
五
〉
以
下
、
巻
十
尾
-
一
書
写
ス
i
延

「
文
明
十
四
年
正
月
日
」
ノ
右
脚
ニ
「
中
巻
之
奥
書
也
」

「ト
凡 判 傍

自形号
L .r 

ナリ

「宅
九

古

延

「
判
」
|
古
・
花
押
ナ
シ
l
延、

花
押
ナ
シ
|
古
・
延



(
十
七
〉
延
徳
弐
蛾
年
三
月
叉
開
序
十
廿
巻
説
子
ハ
骨
砂
恥
骨
〉

.

，

戊

|

東

ナ

シ

i
東

ナ

シ

l
東

(
十
八
)
全
部
四
十
三
ケ
度
伝
授
之
/
奇
数
千
百
一
首

ハ
十
九
)
僧
肖
柏
免
一
覧
間
於
閑
窓
写
之
詑
/
最
可
謂
二
条
家
秘
説
不
可
有
外

見
者
也

如
件
本
加
朱
点
校
合
平
(
朱
〉

永
正
八
年
春
二
月
十
一
日

前
関
老
人
・

(
十
八
)
・
(
十
九
〉
ナ
シ
1

東

(
二
十
)
天
正
十
二
年
霜
月
十
五
日

前
内
大
臣

(
二
十
)
ナ
シ
j東

⑮ 
(11) 

@ 
~::} 

「
開
」
ナ
シ

l
延
、
花
押
ナ
シ

l
古
・
延

(
十
九
〉
ナ
シ
l
延

(
花
押

)
i九

「
御
判
」

l
古

延
五
秘
抄
(
十
八
)

一
ツ
ヅ
キ
以
下
ノ
識
語
ア
リ

此
注
僧
肖
柏
伝
子
博
陸
尚
一
札
寸
又
/
授
於
予
既
師
資
相

承
抄
也
敢
不
/
可
忽
緒
湾

永
正
十
一
年
二
月
廿
九
日

権
大
納
言
藤

右
紙
数
文
字
ア
ル
分
五
十
一
枚
奥
書
ニ
枚
以
上
五
拾

/
三
枚
也

中
巻

仮
名
序
物
名
部
大
寄
所
御
帯
奥
書
真
名
序

〈
二
十
〉
ナ
シ
l
九
・
古
・
廷

ハh
u

n/山



第
二
表
1

本
表
底
本
番
号
は
岡
本
新
装
時
の
改
縁
が
予
想
さ
れ
る
に
よ
り
、
国
会
本
の
奥
書
順
次
に
従
い
、
底
本
次
第
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

第
二
冊
末
巻
十
注
尾

⑦ 

文
明
十
三

以
上
十
五
度

九
月
三
日
開
之
(
朱
)

⑧ 

同
十
九
未
夏
之
間
重
開
此
集
説
加
筆
早

夢
庵
判

⑨ 

奉
加
一
覧
早
無
比
類
者
也

⑮ 

文
明
十
九
年
六
月
日
宗
祇
判

明
応
五
問
七
月
上
中
館

r間
以
一
祇
公
ノ
聞
書
一
加

ν
筆
也
/
夢
庵
判

⑪ 

文
亀
三
殻
孟
春
従
三
十
一
日
-
至
ニ
仲
春
二
日
-
覧
レ
之
重
見
=
/
合
祇

公
開
書
一
加
ν
筆
早
為
=
源
頼
則
-
読
之
時
也

⑫ 

永
正
三
寅
自
八
月
至
九
月
叶
日
為
=
真
存
法
師
友
弘
/
同
聴
一

読
ν
之

第
三
冊
中
途
巻
十
九
注
尾

⑬ 

従
恋
一
以
上
廿
二
度

ハ一

)ω
(ニ

)ω
会一)一切

(
四
)
帥

(
五
)
同

(
六
)
川

W

(
九
)
の

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

第
二
冊
末
巻
九
注
尾

)
 

噌

E
A

rea
‘、

文
明
十
三

九
月
三
日
開
之

以
上
十
五
度

(一)⑦

同
十
九
未
夏
之
間
重
聞
此
集
説
加
筆
早
/
判
(
ニ
)
⑤

宗
祇
判

J

東
索
伝
奥
書
在
之

明
応
五
貯
七
月
上
中
旬
之
間
以
祇
公
開
書
加
筆
也

(
朱
)

肖
判
(
四
)
⑩

(2) (3) 

奉
加
一
覧
早
無
比
類
者
也

文
明
十
九
年
六
月
日

仏)

(一ニ)⑨

(5) 

文
亀
三
殻
孟
春
従
十
一
日
至
仲
春
二
日
覧
之
重
見
/

合
祇
公
開
書
加
筆
早

(6) 

万く
正

賞

自
八
月
至
九
月

右iit海為
同 日追11百

日為議頼
飯真勢則
肥左因詩

筑受益摩芝
後限師会時
入江/~也
道氏
〆ヘ
フ可、J
⑫ 

友
弘
同
聴
読
之

(7) 

恋第
従一四
恋ヨ冊
ーリ末
以廿巻
上と四三十
廿度25九
二最注
度初尾

(8) 

以
後
奇
数
不
定

(
五
)
⑪

(
九
〉
帥

両
冊
合
叶
七
度
騒
夢
/



第
三
冊
末
真
名
序
注
尾

⑭ 

存
分
無
相
違
者
也

文
明
十
四
暦
一
一
一
月
日

宗
祇
判

⑮ 

同
十
九
未
夏
之
上
中
下
之
間
重
開
此
集
詑
加
筆
単
/
夢
庵
判

延
徳
弐
蹴
年
一
ニ
月
叉
聞
序
十
廿
巻
詑

文
亀
三
一
一
仲
春
仲
旬
以
祇
公
開
書
賠
訴
粗
書
加
之

源
頼
則
伝
授
之
時
也

⑮ ⑫ ⑬ 

全
部
四
十
三
ケ
度
伝
授
之
/
奇
数
千
百
一
首

⑬ 

此
冊
依
竹
田
治
房
懇
望
所
許
書
/
写
也
必
可
禁
外
見
者
子

天
文
十
五
年
二
月
八
日

宗
訊
(
花
押
)

(
一

O
)

fヘ

'-' 

(
一
七

)ω
(
一
ニ
〉

(
一
八
)
助

第
五
冊
末
真
名
序
注
尾

(9) 

所
一
見
存
分
無
相
違

尤
以
無
比
類
者
欺

文
明
十
四
春
正
月
日

宗
祇
判

M 

同
十
九
未
六
月
重
聞
此
説
加
筆
早
判

延
徳
弐
均
年
三
月
叉
開
序
十
廿
巻
町
中
ア
/
判

(11) M 

全
部
四
十
三
ケ
度
伝
授
之
/
奇
数
千
百
一
首

(l:~ 

古
伝

(
一

E
)

，...--， 
ー
フsて

'-' 

(
一
七
)
⑮

2
0
9
 

永
正
三
年
間
八
月
廿
五
日
ヨ
リ
初
同
九
月
叶
日
成
/
就
也

但
内
九
月
十
四
日
ヨ
リ
十
九
日
迄
者
指
合
之
/
事
ア
リ
テ

御
読
な
し
然
者
叶
日
ニ
成
就
所
也

尚
柏

永六
正十
三四
寅丙才

九
月
叶
日

友
弘
二
十
四
才
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第
一
冊
末
仮
名
序
注
尾

① 

所
一
見
存
分
無
相
違
尤
以
無
比
類
者
欺

文
明
十
四
春
正
月
日
/

宗
祇
判

② 

文
明
十
三

九
月
下
旬
之
聞
書
也

③ 

同
十
九
未
年
六
月
重
聞
此
説
加
筆
阜

延
徳
弐
頗
年
三
月
叉
聞
彼
説
失

此
一
冊
依
友
弘
懇
望
所
許
書
写
也
/
必
可
禁
外
見
者
乎

④ ⑤ 

永
正
三
年
初
冬
日

夢
庵
判

⑤ 

此
冊
依
竹
田
治
房
懇
望
所
許
書
/
写
也
必
可
禁
外
見
者
乎

天
文
十
五
年
二
日
八
日

宗
訊
(
花
押
)

扱
、
右
掲
奥
書
一
覧
の
な
か
で
、
第
一

1
三
類
聞
に
於
て
略
共
通
の
基

底
を
な
す
も
の
は
、
「
古
関
」
成
立
の
経
過
を
誌
す
記
述
で
あ
る
。

一
見
、

右
奥
書
の
み
に
で
も
、
文
明
十
三
年
(
ニ
∞
乙
九
月
下
旬
に
始
る
講
授
は

(1$ ~~ 。ヵ同

(14) 

天
文
五
年
開
四
月
三
日
ヨ
リ
初
五
月
廿
三
日
/
/
未
魁
令

成
就
以
上
及
四
十
五
度
相
果
者
也

ト
モ
エ
(
朱
)

当
座
間
書
六
月
十
七
日
火
中
-
一
入
早
子
細
者
/
宗
訊
依

ハ
ノ
朱
〉

有
彼
一
部
ノ
聞
書
付
与
之
儀
也

天
文
五
年
六
月
十
八
日

五
十
四
歳

宗
訊

養
松
四
十
一
歳

第
六
間
末
仮
名
序
注
尾

(11'$ 

所
一
見
存
分
無
相
違
尤
以
無
比
類
者
欺

文
明
十
四
春
正
月
日

宗
祇
判

。。

文
明
十
三

/ 

肖
柏
判

(1'カ

九
月
下
旬
之
聞
書
也

同
十
九
未
年
六
月
重
聞
此
説
加
筆
早

延
徳
弐
頗
年
一
一
一
月
叉
聞
彼
説
失

M 

永
正
三
年

2
8
3
九
月
同
聴
受
講
に
至
る
二
十
有
余
年
の
永
き
歳
月
に

亘
る
再
三
の
開
書
が
集
積
整
備
さ
れ
て
現
在
に
見
る
「
古
聞
」
本
文
と
な

っ
た
の
で
あ
る
う
が
、
そ
の
当
初
か
ら
現
行
本
に
至
る
稿
本
次
第
は
既
に ① ② ③ ④ 



仮
定
的
臆
測
以
外
に
は
辿
る
べ
く
も
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
従
っ
て
、

既
に
先
学
諸
氏
と
略
軌
を
共
に
し
な
が
ら
に
、
右
掲
奥
書
に
よ
り
、
そ
の

成
立
過
程
を
概
要
し
、
各
本
独
自
の
そ
れ
は
当
該
本
書
誌
解
題
に
於
て
記

述
す
る
こ
と
に
す
る
。

ひ
と
ま
ず
、
右
奥
書
に
誌
す
年
紀
に
准
じ
、
そ
の
経
過
を
追
う
こ
と
に

す
る
。
各
伝
本
の
巻
一
巻
初
に
、
「
文
明
十
三
年
畔
八
月
十
八
日
於
種
玉

庵
受
之
/
宗
祇
禅
師
」
と
あ
る
に
よ
り
、
肖
柏
へ
の
宗
祇
講
授
は
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

0

巻
一
春
苛
上
よ
り
巻
九
蕗
旅
歌
ま
で
「
十
五
度
」
の
講
鑓
を
「
文
明

註
一

十
三
年
九
月
三
日
」
を
以
て
終
了
し
て
い
る
。

。
次
い
で
、
巻
十
一
恋
歌
一
よ
り
巻
十
九
雑
鉢
に
至
る
同
じ
く
九
巻
を
、

「
従
恋
一
以
上
廿
二
度
」
と
誌
し
て
「
両
冊
合
叶
七
度
」
(
国
本
)
に
及

び
、
仮
名
序
・
巻
十
・
巻
二
十
の
両
一
一
一
巻
の
秘
巻
を
残
し
伝
授
し
て
い
る
。

0
.
更
に
、
仮
名
序
注
尾
に
、
「
文
明
十

九
月
下
旬
之
開
書
也
」
と
誌

す
に
よ
っ
て
、
同
序
は
前
者
に
引
続
き
講
授
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
会

本
そ
の
他
に
コ
ニ
座
」
と
朱
補
す
る
と
こ
ろ
か
ら
両
三
度
に
わ
た
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

。
右
奥
書
に
は
誌
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
諸
本
巻
十
物
名
の
巻
初
に
、

「
文
明
十
三

廿
四
首
」
と
朱
記
す
る

十
月
一
日

廿
一
一
一
首
」
・
「
二
日

の
を
見
る
と
、
仮
名
序
と
継
続
し
て
受
講
し
た
の
が
窺
わ
れ
る
。

。
同
じ
く
巻
二
十
巻
初
の
朱
記
に
、

中
院
本
・
国
会
本
等
に
、

「
十
月

品
川
二
首
」
、
「
十
一
月
三
日
叶
二
首
」
等
の
記
が
見
え
る
の
で
、

十
月
三
日
可
用
之

上
記
秘
巻
三
巻
も
同
年
十
月
三
日
を
以
て
第
一
回
の
伝
授
講
鐘
は
終
結
し

三
日

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
肖
柏
は
真
名
序
注
を
「
以
宗
祇
本
写
之
」
し
、
同
巻
末
に
「
所

一
見
存
分
無
相
違
/
尤
以
無
比
類
者
欺
/
文
明
十
四
春
正
月
日
/
宗
祇
判
」

の
加
証
を
得
て
い
る
。
但
し
、
底
本
は
真
名
序
末
を
「
存
分
無
相
違
者
也

/
文
明
十
四
暦
一
二
月
日
/
宗
祇
判
」
と
誌
し
、
他
本
に
所
見
せ
ぬ
錯
綴
が

存
す
る
。
恐
ら
く
改
装
と
巻
第
改
編
に
際
し
て
の
錯
誤
に
よ
り
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
。

又
、
第
一
・
二
類
諸
本
が
、
巻
十
九
雑
幹
の
奥
に
「
存
分
無
相
違
者
也

/
文
明
十
四
暦
三
月
日

宗
祇
(
花
押
)
」
1

或
は
前
記
底
本
の
錯
誤
は

此
記
述
の
転
写
上
に
於
け
る
錯
入
と
も
臆
測
さ
れ
る
!
と
、
又
、
底
本
・

国
会
本
共
に
、
仮
名
序
末
に
、
第
一
・
二
類
の
真
名
序
加
証
と
向
じ
く
、

「
所
一
見
存
分
無
相
違
尤
以
無
比
類
者
欺
/
文
明
十
四
春
正
月
日
/
宗
祇

判
」
の
伝
授
加
証
が
重
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
・
二
類
本
に
於
て
、
巻
十
九
雑
排
の
奥
に
、
「
文
明
十
四
暦
三
月

日
」
と
記
す
の
は
伝
授
次
第
と
し
て
は
不
審
で
あ
る
が
、
真
名
序
を
最
終
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に
排
す
る
底
本
の
ご
と
き
巻
第
次
第
が
正
当
な
る
も
の
と
す
れ
ば
、
あ
る

い
は
、
再
度
の
宗
祇
加
証
と
も
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
猶
即
断
を

さ
け
今
後
の
精
査
に
期
し
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
肖
柏
聞
書
の
第
一
回
の
稿
本
は
文
明
十
三
年
八
月
十

八
日
に
始
り
同
年
十
月
一
一
一
日
を
以
て
完
了
し
、
翌
春
正
月
又
は
三
月
に
は

宗
祇
の
伝
授
加
証
が
追
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
現
在
、
そ
の
加
証

本
は
原
本
は
勿
論
転
写
本
も
管
見
に
し
て
知
る
と
こ
ろ
で
な
い
。
，

再
度
の
講
授
は
、

ω巻
九
嵩
旅
歌
末
|
底
本
、
巻
十
物
名
末
、
前
例
同

様
に
改
編
時
の
事
歎
|
、
例
巻
十
九
雑
鉢
末
(
第
一
・
二
類
)
・
真
名
序

末
(
第
三
類
)
、
又
、
り
仮
名
序
末
(
第
三
類
)
に
誌
さ
れ
て
い
る
文
明
十

九
年
夏
六
月
の
聴
講
で
あ
る
。
即
ち

的
同
十
九
未
夏
之
間
重
開
此
集
説
加
筆
早
(
中
本
)

同
同
十
九
未
夏
之
上
中
下
之
間
重
聞
此
集
説
加
筆
早
(
中
本
)

付
同
十
九
未
年
六
月
重
聞
此
説
加
筆
早
(
底
本
)

と
見
出
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
。
さ
き
の
文
明
十
三
年
の
受
講
と
は
輸
と

記
録
は
簡
略
化
さ
れ
、
本
文
中
に
も
、
叉
、
斯
回
の
記
を
と
ど
め
る
と
こ

ろ
は
な
く
、
如
何
様
な
る
講
経
か
は
、
そ
の
状
況
を
探
る
べ
く
も
な
い
。

と
同
時
に
、
そ
れ
は
前
回
の
開
書
、

い
わ
ば
稿
本
の
上
に
い
か
に
補
正
問

省
が
施
さ
れ
た
か
も
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
が
、
又
一
方
、
当
然
の

事
な
が
ら
、
文
明
十
九
年
度
の
受
講
は
前
聞
書
に
加
味
添
削
さ
れ
て
、
現

在
の
「
古
聞
」
に
歩
一
歩
近
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
度
の
宗
祇
加
証
は
巻
九
末
に

ωに
続
い
て
、

奉
加
一
覧
阜
無
比
類
者
也
/
文
明
十
九
年
六
月
日

宗
祇
(
花
押
)

と
追
証
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
れ
も
又
、
正
式
な
る
伝
授
講
鐘
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
前
回
か
ら
三
年
を
経
ず
し
て
、
延
徳
二
年
三
月
に
は
、
叉
し

て
も
、
「
序
・
十
・
廿
巻
」
の
両
三
巻
に
つ
き
宗
祇
か
ら
受
講
し
て
い
る
。

文
明
十
九
年
の
伝
授
は
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
の
で
、
こ
の
両
三
巻

の
受
講
如
何
は
推
測
し
が
た
い
が
、
秘
巻
三
巻
に
つ
い
て
の
伝
授
は
両
三

年
を
お
い
て
の
最
終
的
受
講
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、

上
掲
奥
書
に
は
、
仙
川
真
名
序
末
|
諸
本
、
同
仮
名
序
末
i
底
本
・
国
会
本

(
第
一
・
二
類
本
不
載
)
、
の
記
を
誌
し
て
い
る
。
即
ち
、

ω延
徳
弐
鵡
年
一
一
一
月
又
聞
序
十
廿
巻
説
了
(
肖
柏
花
押

)
l中
本

制
延
徳
弐
鵡
年
一
一
一
月
叉
聞
彼
説
失

l
底
本

と
見
え
る
。
以
上
、
両
三
度
に
わ
た
る
古
今
伝
授
は
異
例
と
も
い
え
る

出
来
事
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宗
祇
に
と
っ
て
も
又
肖
相
な
ら
で

は
の
感
も
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
祇
か
ら
肖
柏
へ

の
直
接
の
講
授
は
、
此
三
度
を
以
て
終
る
の
で
あ
る
。
初
度
文
明
十
三
年
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よ
り
営
ミ
九
年
の
歳
月
を
閲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
肖
柏
に
み
る
古
今
へ
の
執
着
は
明
応
・
文
亀
の
期
に
於
て
も
、

宗
祇
開
書
の
原
点
と
も
云
う
べ
き
所
謂
「
両
度
聞
書
」
に
帰
返
し
て
再
吟

味
と
推
問
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
明
応
五
年
時
に
は

次
の
奥
書
を
誌
す
。
底
本
は
前
例
同
様
に
巻
十
物
名
末
、
諸
本
巻
九
騒
旅

歌
の
奥
に
、

ー

東

素

伝

奥

書

在

之

:

明
応
五
貯
七
月
上
中
旬
之
間
以
祇
公
開
書
加
筆
也
/
削

(
中
本
J

と
書
き
と
め
て
い
る
。
素
伝
即
ち
常
縁
、
そ
の
奥
書
あ
る
「
祇
公
開
事
一
一
日
」

は
恐
ら
く
「
両
度
問
書
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

註
二

文
亀
三
年
に
は
、
源
頼
則
に
伝
授
に
当
り
、
重
ね
て
素
伝
奥
書
「
紙
公

間
霊
園
」
を
参
照
し
加
筆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
的
諸
本
巻
九
末

i

底
本
巻
十
末
l
、
例
底
本
真
名
序
末
!
他
本
欠
l
、
の
二
筒
処
に
、

の
す
〈
亀
一
一
一
校
孟
春
従
十
一
日
至
仲
春
二
日
覧
之
重
/
/
見
合
祇
公
開
理

早
為
源
頼
則
読
之
時
也

i
中
本

伸
文
亀
三
一
一
仲
春
仲
旬
以
祇
公
開
書
賊
十
時
粗
書
加
之
/
源
頼
則
伝
授

之
時
也
1

底
本

と
誌
し
て
い
る
。
底
本
の
み
に
存
す
る
い
W
奥
書
の
経
由
は
猶
審
ら
か
に

し
な
い
が
、
次
の
永
正
三
年
宗
訊
問
聴
の
記
述
よ
り
類
推
す
る
に
本
来
存

す
べ
き
識
語
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
記
に
よ
り
、
こ
の
「
紙
公
開

書
」
も
叉
同
様
に
「
両
度
問
書
」
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

上
掲
伝
本
に
見
る
肖
柏
問
書
「
古
関
」
の
成
立
経
過
は
、
こ
の
文
亀
三

年
の
「
紙
公
開
書
」
の
再
度
の
検
討
と
劃
酌
に
よ
っ
て
終
止
符
を
う
つ
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
即
現
在
の
「
古
関
」
で
あ
っ
た
か
否
か
は
知
る
べ
く

も
な
い
。
し
か
し
、
所
掲
七
本
外
の
管
見
に
入
る
所
謂
「
古
関
」
も
校
勘

篇
に
対
校
す
る
異
同
を
基
本
的
に
は
越
え
る
伝
本
は
存
し
な
い
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
文
亀
三
年
講
授
の

J

稿
、
源
頼
則
問
書

l
も
し
現
存
す
る
と
す
れ

ば
ー
は
現
「
古
聞
」
と
の
間
は
既
に
略
相
同
じ
く
す
る
、

い
わ
ば
定
稿
的

な
状
況
に
あ
っ
た
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
こ
う
し
て
成
つ

た
古
今
集
註
は
、
そ
の
基
底
に
宗
祇
註
を
遵
守
し
な
が
ら
に
、

一
方
肖
柏

そ
の
人
の
古
今
集
註
と
し
て
自
ら
独
自
な
一
面
を
具
現
し
た
も
の
と
い
い

う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
第
一
類

1
第
三
類
に
共
有
す
る
奥
書
と
し
て
は
、
永
正
三
年
、

註
三

真
存
法
師
に
伝
授
の
記
を
し
る
し
て
い
る
。
巻
九
崩
旅
歌
末
l
底
本
は
巻

十
末

i
に、

永
正
一
一
一
寅
自
八
月
至
九
月
叶
日
為
真
存
法
師
敵
恥
/
/
読
之
|
中
本

と
書
留
め
て
い
る
。
記
中
、
「
友
弘
/
同
聴
」
と
あ
る
に
よ
り
、

註
回

連
歌
師
小
林
与
四
郎
友
弘
、
即
ち
湖
信
斎
宗
訊
も
叉
同
聴
を
許
さ
れ
、
恐

堺
rJ) 

ら
く
真
存
と
共
に
肖
柏
よ
り
古
今
伝
授
の
印
可
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
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も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
底
本
の
み
の
仮
名
序
末
に
所
見
す
る
と
こ
る
で

あ
る
が
、此

一
冊
依
友
弘
懇
望
所
許
書
写
也
/
必
可
禁
外
見
者
乎

永
正
三
年
初
冬
日

夢
庵
判

と
誌
し
て
い
る
の
が
、
正
格
な
伝
授
年
紀
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
夢
庵
加
証
を
の
ぞ
き
、
所
掲
七
本
は
す
べ
て
右
の
ご

と
く
略
奥
書
を
共
持
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
宗
訊
の
聞
書
を
源
と
す
る

系
流
の
中
に
あ
る
。
就
中
、
底
本
は
天
文
十
五
年
と
歳
次
は
相
当
に
降
る

が
、
宗
訊
自
筆
の
加
証
本
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
現
存
「
古
関
」
と
し
て
就

中
信
恵
性
あ
る
伝
本
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
所
掲
七
本
に
普
遍
す
る
奥
書
で
あ
る
。

講
釈
次
第

本
書
「
古
関
」
の
奥
書
に
み
る
成
立
経
過
の
概
要
に
つ
き
略
述
し
た
の

で
、
此
処
に
併
せ
て
、
そ
の
講
道
日
程
と
進
捗
状
況
を
本
書
の
中
か
ら
追

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
各
書
共
に
講
釈
日
次
は
朱
筆
補
記
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
執
れ
も
初
度
文
明
十
三
年
時
の
そ
れ
で
あ
り
、
以
降
の
日
程

は
初
度
の
経
過
に
准
じ
て
類
推
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。

以
下
に
掲
示
す
る
日
次
は
底
本
を
基
と
し
、
下
欄
に
国
会
本
の
異
同
を

付
註
し
た
。
第
一
・
二
類
本
の
異
同
は
底
本
の
そ
れ
に
傍
記
し
、
ま
ま
必

要
に
応
じ
別
行
に
補
註
し
た
も
の
で
あ
る
。

尊
経
閣
本

国
会
本

向
上

ー
古
今
和
歌
集
巻
第
一
/
春
寄
上

ナ
シ
(
延
)
芸

文
明
十
三
田
八
月
十
八
日
於
種
玉
庵
受
之

祇
禅
師
(
墨
)

ナ
シ
(
延
〉

以
上
初
日
(
朱
)
廿
首

l
m
(国
歌
大
観

番
号
、
以
下
向
)

ナ

シ

(

古

)

ナ

ジ

(

延

)

以
上
第
二
日
(
朱
)
品
川
首
i
叩

-
ナ
シ
(
延
)

|
古
今
和
歌
集
巻
第
二
/
春
奇
下

ナ
シ
(
延
)

以
上
第
三
日
(
朱
)
叶
一
首

l
n

シ
(
延
〉

品
川
五
首
〈
延
〉

以
上
第
四
日
(
朱
)
廿
五
首

l
m

-
ナ
シ
(
延
)

以
上
第
五
日
(
朱
)
廿
八
首
!
問

-
ナ
シ
(
延
)

|
古
今
和
歌
集
、

j
/夏
寄

以
上
第
六
日
(
朱
)
叶
四
首

l
m

-
ナ
シ
(
延
)

l
古

今

第

四

古

今

和

歌

集

第

四

秋

寄

上

以
上
第
七
日
(
朱
)
叶
九
首

l
加

向

上

-
ナ
シ
ハ
延
〉

以
上
第
八
日
(
朱
)
叶
一
首

l
m

-
ナ
シ
(
延
〉

穐
ハ
東
)

秋
寄
下

，ョョ
.刀t

向
上

向
上

同向
上上

ハU

向
上

向
上

向
上

同向
上上

向
上

ー
古
今
、

j
五

向
上
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同
上

ナ
シ
〈
中
・
東
・
九
・
士
口
・
延
)

以
上
第
十
一
日
(
朱
)
認
廿
二
首
j
叩

※

廿

三

首

シ
ハ
延
)

シ
ハ
中
・
東
・
九
・
古
・
延
)
五

以
上
第
十
二
日
(
朱
〉
同
市
廿
五
首

l
泌

※

廿

六

首

-
ナ
シ
(
延
〉

l
古

今

第

七

賀

寄

向

上

ナ
シ
(
中
・
東
・
九
・
士
口
・
延
)
二

以
上
第
十
三
日
九
月
朔
(
朱
)
滋
廿
二
首
l
悦

※

廿

o
首

.
し
げ
ベ
Jγ

・
・
ナ
シ
(
延
〉
・
.

l
古

今

第

八

離

別

奇

向

上

ナ
シ
〈
中
・
東
・
九
・
古
・
延
)

九
月
二
日
(
朱
)
※
廿
九
首
l
湖

沼

廿

九

o

-

ナ

シ

(

延

〉

・

・

・

首

キ

P
2

1
古

今

第

九

輯

旅

帯

同

上

※
ナ
ジ
(
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉
ナ
シ
(
中
・
東
・
九
・
士
口
・
延
)

九
月
三
日
己
上
十
五
度
(
朱
)
廿
八
首

l
山

以

上

廿

八

首

文
明
十
三
九
月
三
日
間
之
以
上
十
五
度
(
中
・
東
・
九
・
古

・
延
、
但
東
l
以
作
己
、
延
i
「
九
月
三
日
間
之
」
ナ
シ
)

古
今

向
上

文
明
十
三
九

月
三
日
間
之

以
上
十
王

度

※
底
本
ハ
改
装
時
一
一
巻
第
改
綴
セ
ル
ニ
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
故
ヵ
、
下
関

国
会
本
ノ
「
文
明
十
一
一
一
:
:
:
以
上
十
五
度
」

ノ
記
述
ガ
巻
第
十
物
名

末
ニ
排
シ
、
他
本
巻
第
九
奥
書
ト
共
一
一
誤
綴
サ
レ
テ
イ
ル
、
奥
書
一

覧
ヲ
参
照
サ
レ
タ
イ
。
因
ミ
ニ
、
中
・
東
・
九
・
古
・
延
本
ハ

一「

以

ノ
記
ヲ
欠
ク
モ
国
会
本
ト
向
ジ
ク
ス
ル
。

八
十
三
首
〈
中
・
東
・
九
・
古
)

i
古

今

十

一

恋

寄

一

・

・

・

・

向

上

・
ナ
シ
(
延
)

文

明

十

三

九

月

三

日

(

朱

)

同

上

※

入

首

四
日
(
朱
)
※

v
r
f中
い
〕
同
九
古
・
延
)
必
上
廿
涜

シ
(
延
〉
・
・
・

4

四
日

シ
〈
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

五
日
(
朱
)
廿
九
首

l
ぉ

向

上

シ
(
延
)
・
・
・

5

ナ
シ
〈
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

六

日

(

朱

〉

廿

六

首

!

日

向

上

-
ナ
シ
(
延
〉
・
・
ィ

5

※
巻
第
九
時
旅
寄
ノ
受
講
終
了
日
ヲ
巻
十
一
恋
寄
巻
首
一
一
再
記
シ
、

上
廿
八
首
」
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!
巻
第
十
物
名
ヲ
隔
テ

i
両
巻
継
続
受
講
ノ
年
次
ヲ
明
示
シ
タ
モ
ノ

ト
推
測
サ
レ
ル
。

古
メL
7 

恋
二
六
十
四
首

ナ
シ
(
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

七
日
(
朱
)
叶
二
首

l
m

・
ナ
シ
(
延
)

シ
(
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

八
日
(
朱
)
誠
一
廿
二
首

l
m

-
ナ
シ
ハ
延
〉恋

三

十

向
上

同
上

※叶一一一
向
上

※
叶
二

-十・九
'B ・日
ナーナ
Y朱シ朱

，庁 i孟)定)
~ '-./ "'.....，1渓

・面ご・廿「ナ・叶ナ
人・首‘ン・ーシ

七き l ♀・首♀六
十 676・ 1 ・十
首 東 646東一

:fL 九首

古古

きち

j
古
今

十

向
上

i
古
今

十
四

向
上



ナ
シ
(
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

十
一
日
(
朱
)

M

h

…
計
七
首

l
m

・
・
ナ
シ
(
延
)
わ
り
~
(
「
・
東
・
九
・
古
・
延
)

十
二
日
(
朱
)

M

m

叶
三
首

l
加

・
ナ
シ
(
延
〉

ナ
シ
(
東
)

|
古
今
十
五
恋
五
八
十
二
首

ナ
シ
(
中
・
東
・
九
・
古
・
延
〉

十
三
日
(
朱
)
廿
六
首

l
m

シ
(
延
〉

シ
(
中
・
東
・
九
・
古
〉

十
四
日
(
朱
)
廿
八
首
|
削

ナ
ジ
〈
中
・
東
・
九
・
古
〉

廿
八
首

l
m

詑i ※

十十
と二三七

向
上

向
上

向
上

十
五
日

二
十
八
首

十

叶
四
首

向
上

哀
傷

ー
古
今※

 
十
五
日

向
上

朱
雑ザ)

寄う
上骨

四
首

829 

向
上

古
メλ
J 

十
七

七
十
首

※
品
川
四

十
六
日
廿
三
首

※
底
本
以
下
六
本
、
講
説
日
付
ヲ
「
哀
傷
」
以
前
ト
異
リ
、
当
該
歌

十
六
日
〈
朱
)

廿
三
首

l
m

ノ
初
頭
一
一
誌
シ
テ
イ
ル
。
又
底
本
「
十
五
日

叶
四
首
」

ハ
恋
五
巻

尾
「
十
五
日

廿
八
首
」

(
国
会
本
以
下
諸
本
)
ト
同
日
ニ
受
講
シ

タ
ノ
デ
ア
ロ
ゥ
。
同
日
両
巻
ノ
講
説
ハ
一
見
奇
異
ノ
感
モ
拭
エ
ヌ
ガ
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写
「
古
序
分
間
書
」

「
古
今
和
歌
集
」
(
目
録
書
名
)
二
冊
!
函
架
番
号
狩
四
l
一
一
八
一
八

。
、
狩
四
|
二
八
一
七
五

l
、
又
同
一
書
デ
ア
ル
書
陵
部
蔵
〔
江
戸

中
期
〕
写
「
鈷
訓
和
詩
集
聞
書
」
(
外
題

)
l函
架
番
号
二
六
六
|
一

四
五

I
ニ
所
見
ス
ル
受
講
日
付
一
一
ハ
、
当
該
箇
処
一
一
於
テ
文
明
十
七

年
「
己
上
二
十
五
首
五
月
十
一
日
(
恋
五
巻
尾
)
、
同
「
巳
上
三
十

註
五

五
月
十
一
日
」

四
首

(
哀
傷
〉
ノ
同
日
受
講
日
付
ガ
見
出
サ
レ
テ

参
考
サ
レ
ル
。
肖
柏
受
講
モ
又
同
日
ノ
コ
ト
デ
ア
ツ
タ
ノ
デ
ア
ロ
ウ
。

国
会
本
ノ
墨
訂
追
記
ハ
前
回
講
説
日
ニ
コ
ダ
ワ
ツ
テ
ノ
誤
解
デ
ア
ロ

ゥ
。
因
ミ
ニ
中
・
東
・
九
・
古
・
延
本
ハ
底
本
ト
同
ジ
ク
ス
ル
。

十
七
日

米
廿
四
首
(
朱

)
l鮒

滋楽 器~ ~( 吉正

廿 廿 廿同廿廿
o三三玄と五三上ミ三四と四三
首首首 首首

十
八
日

制
的
廿
三
首
(
朱
〉

l
m

ー
雑
奇
下

十
八

六
十
八
首

十
九
日

来
廿
五
首
(
朱

)
l
m

廿
日

後
廿
三
首
(
朱

)
l
m

廿

日 十
(九
朱 ※
〉雑Z廿
1001 鉢?首

朱
'-' 

ggl 

廿
一
日

古
ρ、
j 

向
上

廿
二
日

※
1
 

廿
首

五
十
八
首

廿

・日ナ
シ

サ♀
ーtf、..，/

首

※
2
短

廿
三
日
廿
九

寄
旋
頭
ノ
分
(
朱
)

首

(朱

)
l川
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ij-
四
日

廿
九
首
ハ
朱
〉
附

従
恋
一
以
上

廿
二
度
(
同
巻
末
)

※
1
国
本
「
廿
二
日

廿
品
目
」
ト
ア
ル
ハ

ウ
ノ
。

向
上

一寸

十
首恋
L一一-
ノヨ

芸品
告と四二

全容
ロ-~

初

※
2
国
会
本
「
廿
一
ニ
日

短
官
可
旋
頭
ノ
分
(
朱
)

廿
九
首
」
ト
朱
訂
ス
ル
ハ
、

※
1
ノ
誤
記

二
掌
引
サ
レ
テ
ノ
錯
訂
ト
推
測
サ
レ
ル
。

ー
仮
名
序
(
但
シ
部
立
表
記
欠
)
古
今
和
寄
集
序
聞
書
(
底
・
国
)

以
下
受
講
日
次
ハ
底
・
国
・
延
両
三
本
ニ
欠
ク
、
依
テ
中
院
本
(
東

-
九
・
古
本
同
)
ヲ
以
テ
補
ス
、
下
欄
ハ
国
本
-
一
付
ス
朱
註
デ
ア
ル
。

廿文
七※明
日十
〆『、 ー一-
朱九
)月

廿
ノ、
日

朱

本
文
「
そ
も
/
¥
寄

の
さ
ま
六
也
ノ
前
1

東
・
九
・
古
同

廿
九
日

廿
八
日
無
之
ハ
朱
)
、

本
文

「
又
春
の
あ
し
た
に
、

i
/」
ノ
前
、
東

-
九
・
古
本
向

※
九
木
、
廿
七
日
分
受
講
ノ
末
一
一
「
私

初
日

一
日
分
是
迄
也
、
当

該
箇
処
同
上

是
迄
二
座
(
朱
〉
、
本

文
「
い
に
し
へ
よ
り

ミ
ノ
、
{
ノ
こ
み
z
h

アヘ

d
l
t
/

カ
〈
J

，

T
t
z
l
)

L. 

j 

~IJ 、

以
上
三
座
(
朱
)
、
本

文
序
末

是
迄
一
度
ノ
分
也
」
ト
追

記
ア
リ
、

「
二
度
」
ノ
誤
欺

叉
、
廿
九
日
ノ
受
講
部
分
-
一
於
テ
、
中
院
本
等
第
一
・
二
類
本
ト
闇

本
ト
相
違
ス
ル
モ
、
序
ノ
段
落
ヨ
リ
ミ
レ
バ
国
本
ノ
方
正
シ
キ
敗
。

ー
古
今
之
十
/
物
名

文
明
十
三

十
月
一
日

廿
三
首
(
朱

)
1
m

同学向
上 i 上

一一日

廿
四
首
ハ
朱
〉

i
川
町

-士古
.片メλ
三ゴ←J

.百不日

中葉
・叶東巻

.首九十

竺(古
~ =二、J

東7
1069 

向
上

t
n
V
9
“
 

十
一
月
三
日

十
月
一
二
日
可
用
之

叶
二
首
(
朱
〉

※
3
 

向
上

以
上
六
度
欺
(
向
巻
末
)

※
l
国
会
本
「
私
考
/
廿
四
首
ハ
自
是
末
此
巻
終
迄
ノ
数
也
/
是
迄

ハ
廿
三
首
朔
日
ニ
講
儀
之
由
稿
一
一
書
付
有
之
」
ト
私
考
朱
筆
追
記
ア

。※
2
国
会
本
「
私
考
/
十
月
タ
ル
ヘ
シ
物
名
十
月
一
日
二
日
両
日
也

其
上
宗
祇
ヨ
リ
肖
柏
へ
始
ノ
印
可
文
明
十
三
年
十
月
三
日
ト
ア
リ
此

時
ナ
ル
ヘ
シ
」
ト
私
考
朱
筆
追
記
ア
リ
。

※
3
国
会
本
「
物
名
十
月
一
日
二
日
大
寄
所
十
一
月
三
日
以
上
三
座

十
イ
(
朱
〉

欺
猶
可
思
」
ト
追
補
押
紙
ア
リ
。
但
シ
仮
名
序
三
座
ナ
レ
パ
「
以
上

六
度
」
ト
ア
ル
ガ
正
シ
イ
デ
ア
ロ
ウ
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ー
古
今
和
歌
集
序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之

向
上

開
か
繁
雑
に
わ
た
り
詳
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
期

の
伝
授
状
況
の
実
態
を
明
示
す
る
資
料
と
し
て
此
処
に
敢
て
集
約
し
た
の

で
あ
る
。
諸
本
相
互
の
聞
に
は
些
少
な
異
同
は
存
す
る
が
相
補
足
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
講
径
の
日
程
を
具
現
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
「
古
関
」
の
朱
註
日
付
は
充
分
に
検
討
さ
れ

る
べ
き
事
柄
で
も
あ
ろ
う
。

そ
の
講
説
次
第
を
所
見
す
る
に
j
現
在
各
本
間
に
は
巻
第
編
成
を
多
分

に
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
!
、
巻
第
一
春
寄
上
か
ら
巻
第
九
蕗
旅
迄
の
九

巻
を
文
明
十
三
年
八
月
十
八
日
よ
り
同
年
九
月
三
日
の
問
、
十
五
座
に
わ

た
り
講
釈
を
終
了
し
、
次
に
、
巻
第
十
一
恋
歌
一
か
ら
巻
第
十
九
雑
幹
迄

の
九
巻
を
前
者
に
継
続
し
て
同
四
日
よ
り
始
め
二
十
四
日
迄
、
二
十
二
座

に
わ
た
っ
て
完
了
し
て
い
る
。

後
に
残
る
三
巻

l
仮
名
序
・
物
名
・
大
歌
所
御
歌
等

l
は
別
時
に
排
さ

れ
、
所
掲
本
で
は
、
ま
ず
、
仮
名
序
が
同
九
月
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十

九
日
の
三
座
に
て
講
説
し
、
次
い
で
巻
第
十
物
名
が
同
十
月
一
・
二
日
の

二
座
、
巻
第
二
十
大
歌
所
御
歌
等
が
同
月
三
日
の
一
座
、
合
せ
六
座
を
以

て
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
に
み
る
古
今
講
釈
の
全
日
程

は
凡
そ
一
ヶ
月
半
、
そ
の
講
蓮
は
奥
書
に
誌
す
ご
と
く
「
全
部
四
十
三
ケ

度
」
に
て
「
伝
授
之
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
叉
特
に
両
三
巻
は
古
今
伝
授

に
於
て
は
別
格
の
巻
と
と
し
て
重
視
さ
れ
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ

ぅ
。
言
う
ま
で
も
な
く
秘
巻
た
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

こ
の
伝
授
講
釈
次
第
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
書
「
古
聞
」
の
巻
第

編
成
を
も
自
ら
規
制
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
伝

授
・
聞
書
と
い
う
古
格
な
枠
内
に
あ
れ
ば
猶
更
で
あ
ろ
う
。
と
み
れ
ば
、

巻
第
一
春
寄
上
i
巻
九
属
旅
歌
、
巻
第
十
一
恋
歌
一

1
巻
十
九
雑
排
、
仮

名
序
・
巻
第
十
物
名
・
巻
第
二
十
大
歌
所
御
歌
等
、
の
序
列
に
排
さ
れ
る

」
と
が
自
然
の
形
態
と
な
る
の
で
あ
る
。

真
名
序
に
つ
い
て
は
、
「
真
名
序
は
無
宣
下
云
¥
故
不
必
用
之
、
然
而
叉

難
捨
に
や
、
貞
応
本
被
書
入
之
、
追
可
受
之
」
を
述
べ
、
そ
の
聞
書
も
又
、

「
o
古
今
和
司
集
序
聞
書

以
宗
抵
本
写
之
」
と
格
外
の
対
象
と
し
て
対

処
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
の
講
授
は
な
く
、
巻
第
編
成
に
は
か
か

わ
り
な
く
流
布
貞
応
本
の
排
す
る
の
に
任
意
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

翻
っ
て
、
現
存
「
古
関
」
諸
本
を
見
る
に
、
ま
ま
右
述
の
巻
第
編
成
を

改
む
る
伝
本
も
散
点
す
る
の
で
あ
る
。
所
掲
本
の
中
で
は
底
本
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
転
写
の
途
次
と
い
う
よ
り
、
改
装
又
は
編

綴
の
際
の
意
図
的
結
果
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
各
本
に
つ
い
て
は
当
該
書
誌
に
於
て
誌
す
こ
と
と
す
る
。
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所
掲
本
系
類
に
つ
い
て

所
掲
諸
本
は
既
述
し
た
ご
と
く
す
べ
て
文
明
十
三
年
初
度
の
伝
授
以
来
、

両
三
度
の
講
授
を
経
、
更
に
文
亀
三
年
仲
春
に
至
る
再
度
の
「
両
度
問
書
」

吟
味
と
加
筆
の
経
過
を
辿
っ
た
肖
柏
の
「
問
書
」
に
そ
の
源
を
発
す
る
転

写
の
経
由
を
見
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
本
は
既
に
一
本
よ
り
伝
流
す

る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
素
よ
り
敢
て
系
類
に
班
つ
べ
き
性
格
の
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
講
窓
・
伝
授
の
形
式
が
、
そ
の
基
本
に
存
す
れ

ば
自
ら
其
処
に
系
類
の
ご
と
き
も
の
が
生
ず
る
の
は
避
け
が
た
い
事
で
も

あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
意
味
に
於
て
は
、
所
掲
本
は
両
類
に
分
流
す
る
岐
点
を
各
本
奥
書

が
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

第
一
・
二
類
は
、
そ
の
奥
書
中
、
巻
九
・
巻
十
九
l
延
本
は
当
該
奥
書

を
欠
く
i
真
名
序
の
再
三
巻
末
に
於
て
、
略
同
一
の
書
写
奥
書
を
所
見
す

る
。
巻
十
九
雑
排
末
の
そ
れ
を
誌
す
と
、

僧
肖
柏
免
一
覧
問
於
閑
窓
写
之
詑
/
最
可
謂
二
条
家
秘
説
不
可
有
外

見
者
也

如
件
本
加
ι
氷
点
校
合
早

永
正
八
年
離
九
月
十
五
日
/
前
関
白
老
人
(
模
擬
花
押

)
l中
本

と
書
留
め
て
い
る
。

l
一
巻
九
末
の
年
紀
は
「
:
:
:
夏
六
月
十
八
日
」
、
真

名
序
末
は
「
:
:
:
春
二
月
十
一
日
」
と
記
す
1
0
此
記
述
に
よ
り
、
第
一

-
二
類
は
前
関
白
近
衛
尚
通
に
と
伝
流
す
る
一
系
類
を
な
し
て
お
る
も
の

で
あ
り
、
共
に
同
類
本
と
し
て
殊
更
に
類
別
す
べ
き
書
写
本
で
は
な
く
、

事
実
又
第
三
類
と
の
間
に
は
、
後
述
例
示
す
る
ご
と
く
相
隣
接
す
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
叉
同
じ
く
後
に
例
示
す
る
が
、
釈
文
整
定
化
の
点
に
於

て
明
ら
か
な
移
行
を
所
見
す
る
と
こ
ろ
か
ら
便
宜
上
両
類
を
設
け
、
諸
本

識
別
の
一
端
に
供
し
た
も
の
に
す
、
ぎ
な
い
。

」
の
第
一
・
二
類
に
対
し
、
第
三
類
系
は
、
底
本
の
仮
名
真
名
の
両
序

末
に
湖
信
斎
自
筆
の
加
証
奥
書

l
同
文
ー
が
追
記
さ
れ
て
い
る
c

即
ち
、

此
冊
依
竹
田
治
一
房
懇
望
所
許
書
/
写
也
必
可
禁
外
見
者
乎

天
文
十
五
年
二
月
八
日

宗
訊
(
花
押
〉

と
あ
る
に
よ
り
、
第
一
・
二
類
の
永
正
期
を
降
る
こ
と
三
十
有
余
年
の

註
六

後
、
宗
訊
も
叉
晩
景
に
あ
る
が
、
竹
田
治
一
房
に
印
可
の
加
証
を
誌
し
て
い

る
。
前
者
は
い
わ
ば
、
堂
上
家
系
の
流
れ
と
す
れ
ば
、
後
者
は
一
方
地
下

連
歌
師
系
へ
の
一
流
を
な
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
か
。

と
も
か
く
も
、
こ
の
奥
書
の
示
す
伝
流
経
過
が
、
所
掲
本
類
別
上
の
要

を
な
す
の
で
あ
る
ο

そ
し
て
、
そ
の
関
錦
を
提
示
す
る
処
が
、
仮
名
序
詑

に
見
る
両
流
の
顕
著
な
る
異
同
で
あ
る
。
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抜
、
そ
の
一
伝
流
の
中
に
於
け
る
第
一
類
と
第
二
類
を
区
分
す
る
差
異

は
い
ず
れ
に
あ
る
か
と
す
れ
ば
、
そ
の
歴
然
た
る
処
は
、
第
一
類
に
屡
ミ

所
見
す
る
、
時
に
数
行
に
お
よ
ぶ
見
消
ち
、
寧
ろ
醐
節
の
章
句
と
も
称
す

ベ
き
点
で
あ
る
。
既
に
校
勘
篇
に
於
て
掲
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
以

下
任
意
に
一
・
二
例
を
も
っ
て
、
そ
の
移
行
経
過
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

巻
十
三
恋
歌
三
間
番
は
、
第
一
類
本
に
、

明
ぬ
と
て
か
へ
る
道
に
は
雨
の
ふ
る
と
て
も
わ
か
れ
す
し
て
は
か

A
i勘
と

と

と

と

と

と

と

h
と

と

と

と

と

と

と

な
は
ぬ
時
の
さ
ま
也
、
か
き
く
ら
し
ふ
る
雨
に
も
と
ま
る
へ
き
な
ら

ね
は
今
は
と
て
、

i
ノ
こ
き
た
れ
て
は
か
き
た
れ
て
の
心
也
、
い
た
く

ふ
る
鉢
な
る
へ
し
、

勘
ュ
此
注
面
白
し
|
中
・
東
本

傍
点
筆
者
、

以
下
同

第
二
類
当
該
部
は
、

ペ
i
勘

明
ぬ
と
て
か
へ
る
道
に
は
か
き
く
ら
し
ふ
る
雨
に
も
と
ま
る
へ
き

な
ら
ね
は
今
は
と
て
、

i
Jこ
き
た
れ
て
は
か
き
た
れ
て
の
心
也
、

し、

た
く
ふ
る
斡
な
る
へ
し

九
・
古
・
延
本

と
改
る
。
第
三
類
本
|
底
・
国
本
も
右
第
二
類
本
と
同
じ
く
す
る
。
相

と
用
例
と
し
て
は
適
正
を
欠
く
が
、
第
一
類
か
ら
第
三
類
に
い
た
る
本
文

上
の
主
た
る
は
、
仮
名
序
を
の
ぞ
き
、
掲
示
の
ご
と
き
単
純
且
つ
図
式
的

整
定
化
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
第
一
類
に
於
け
る
べ
そ

の
感
想
的
叙
述
又
他
注
付
加
的
要
素
の
排
除
に
よ
る
簡
潔
化
へ
の
方
向
と

し
て
把
握
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
現
時
点
か
ら
観
れ
ば
第
一

類
の
醐
省
の
跡
も
合
せ
み
る
べ
き
も
の
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
類
の
見
消
ち
と
第
二
・
三
類
の
基
本
的
移
行
を
例
示
し
た

が
、
第
二
類
内
に
於
け
る
異
例
に
属
す
る
一
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

巻
一
春
歌
上
位
番
は
、
九
・
吉
本
の
両
本
は
、

は
っ
せ
に
ま
う
つ
る
こ
と
に

貫
之
は
初
瀬
を
信
し
て
つ
ね
に
ま
い

り
け
る
也

ナ
シ
(
古
)

か
く
さ
た
か
に
な
ん
や
と
り
は
あ
る
と
久
し
く
や
と
ら
て
来
り
け

、c

、、ぐ、〈、〈、〈、〈、〈、
r

、
、
〈
、
〈
、
〈
、
〈
、
〈
、
〈
、
〈
、

r

、、〈、〈、
F

、L
P

、k

ぐ、
P

、、ぐ、
F

、、F

、

れ
は
、
た
し
か
に
こ
と
や
と
の
あ
り
け
る
と
う
た
か
ひ
い
ひ
た
る
也
、

貫
之
き
ふ
て
、
か
や
う
に
い
ふ
人
は
、
心
の
か
は
り
た
る
に
や
と
思

ふ
心
あ
り
て
、
人
は
い
さ
と
よ
め
る
也

、、〉、〉、〉、〉、〉、〉、〉、〉、〉、〉、〉、、、〉、

コ
ノ
一
行
ナ
シ
(
古
)

又
か
く
さ
た
か
に
;
}
や
と
り
は
か
は
ら
す
あ
る
と
い
へ
る
と
也

人
は
い
さ
心
も
し
ら
す

花
の
に
ほ
ひ
の
み
か
は
ら
ぬ
と
よ
め
り

故ミ人
郷吋ま
ととし、

はとさ
久ーと
しとカミ
くとこ
みミち
しとた
宿とる
也と也

を
し
か
へ
し
人
は
い
さ
と
よ
め
る
也
、

と
、
第
一
類
の
消
去
を
そ
の
ま
ま
に
踏
襲
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
類
延

本
は
、

は
っ
せ
に
ま
う
つ
る
こ
と
に

貫
之
は
初
瀬
を
信
し
て
つ
ね
に
ま
い
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り
け
る
也
、
文
か
く
さ
た
か
に
、

i
ノ
や
と
り
は
か
は
ら
す
あ
る
と
い

へ
る
と
也

人
は
い
さ
心
も
し
ら
す

花
の
に
ほ
ひ
の
み
か
は
ら
ぬ
と
よ
め
り
、

を
L
か
へ
し
人
は
い
さ
と
よ
め
る
也
、
古
郷
は
久
し
く
見
し
宿
也

と
、
先
述
の
第
一
類
か
ら
第
二
・
一
二
類
へ
の
基
本
的
移
行
を
と
り
、
第

三
類
と
同
じ
く
す
る
。
織
か
な
が
ら
に
、
第
二
類
に
於
て
も
、
か
く
第
一

類
の
残
浮
と
捌
省
の
異
同
を
見
出
す
処
も
あ
る
。
そ
の
間
の
事
由
は
測
る

べ
く
も
な
い
が
、
既
に
転
写
経
過
上
の
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

第
一
類
よ
り
第
二
類
へ
の
既
述
の
移
行
を
辿
っ
た
第
二
類
系
は
第
三
類

へ
の
推
移
に
於
て
は
、
次
の
ご
と
き
文
脈
の
整
備
・
改
訂
を
主
軸
と
し
て

梢
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
前
者
に
比
し
晩
景
の
講
授
に
見
る
意
図
的
変

改
か
否
か
は
決
し
が
た
い
が
、
些
少
の
そ
れ
は
存
し
た
の
で
は
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
第
二
類
の
巻
第
一
春
歌
上
回
番
は
、

花
の
木
も
い
ま
は
ほ
り
う
へ
し
う
つ
ろ
ふ
色
に
、
世
の
人
の
な
ら

ぞ
イ
不
義
な
る
事
ニ
(
中
・
東
本
、
上
記
見
泊
チ
本
文
ア
リ
)

は
ん
事
を
制
し
た
る
心
也

o
う
つ
り
や
す
き
を
思
か
へ
し
た
る
心
也

人
な
ら
ひ
け
り
と
い
へ
る
も
、
我
心
を
こ
よ
く
さ
に
い
へ
る
也
、
非
恋

心
、
今
は
と
は
色
な
る
花
に
心
の
う
つ
る
時
を
い
へ
る
也
、
春
た
て
は

比

作

意

と
は
、
春
に
な
り
て
花
の
ひ
と
み
る
へ
し
九
本
、
古
本
「
非
恋
心
」
、

、、〉
ι

、

と
あ
る
を

一寸

第花
二二 の
類・ひ
に」

於ト
てア
vi. リ

延
本
ハ

花
の
木
も
今
は
堀
う
へ
し

う
つ
ろ
ふ
色
に
、
世
の
人
の
な
ら
は
ん

事
を
制
し
た
る
心
也
、
う
つ
り
や
す
き
を
思
ひ
か
へ
し
た
る
心
也

人
な
ら
ひ
け
る
と
い
へ
る
も
、
我
心
を
こ
と
く
さ
に
い
へ
る
也
、
非

恋
心
、
春
た
て
は
と
は
、
春
に
成
て
花
の
比
と
み
る
へ
し
、
今
は
と

は
、
色
な
る
花
に
心
の
う
つ
る
時
を
い
へ
る
也

底
・
国
本

と
、
「
春
た
て
は
一
五
t

」
と
「
今
は
と
は
一
去
t

」
の
句
釈
の
章
を
変
位
す

る
に
す
ぎ
な
い
。
敢
て
更
改
の
理
由
を
探
る
べ
く
も
な
い
が
、
総
釈
に
続

き
、
下
旬
の
結
語
の
釈
よ
り
転
じ
て
、
第
二
句
の
「
A
己
の
意
を
強
調
す

る
歌
意
に
沿
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
と
し
て
、
第
二
類
か

ら
第
三
類
へ
の
本
文
上
の
改
変
の
基
調
は
叙
述
形
態
の
整
定
化
に
み
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
釈
義
上
の
著
し
い
改
補
の
跡
は
も
と
よ
り
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
国
み
に
、
第
一
類
本
の
異
同
も
傍
記
し
た
が
、
既
述
の
ご
と

き
見
消
ち
部
分
で
あ
る
。
付
言
す
る
ま
で
も
な
く
所
掲
諸
本
に
は
相
互
に

独
自
の
異
同
の
存
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

本
来
、
同
一
奥
書
に
源
を
発
す
る
各
本
で
あ
る
故
に
、
寧
ろ
き
わ
だ
た
し

い
異
同
が
見
出
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
初
に
、
既
述

し
た
ご
と
く
に
第
一
・
二
類
本
系
と
第
三
類
本
と
の
間
に
於
て
は
、
そ
の
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仮
名
序
に
て
は
、
叙
述
文
の
改
訂
、
又
、
文
脈
の
構
造
に
お
い
て
も
一
見
同

一
の
聞
書
か
と
疑
う
の
印
象
を
避
け
が
た
い
ほ
ど
に
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

一
例
と
し
て
、
そ
の
六
義
の
結
び
の
一
章
を
掲
示
す
る
こ
と
に

す
る
。
因
み
に
翻
印
本
文
篇
に
於
て
も
別
掲
併
載
し
た
の
も
、
そ
の
故
で

あ
る
。第

一
類
は

お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
事
は
え
あ
る
ま
し
き
事
に
な
ん

い
つ
れ
の
寄
も
六
義
に
は
な
る
へ
か
ら
す
と
い
ふ
心
也
、
当
流
用

此
義
、
叉
説
、
六
義
に
よ
く
分
別
す
る
事
は
え
あ
る
ま
し
き
と
也
、

此
義
は
貫
之
か
六
義
に
分
事
を
か
く
い
は
ん
事
は
ふ
か
り
あ
り
、

の
不
用
之
、
此
調
は
注
者
の
卑
下
な
る
へ
し
、
小
注
を
貫
之
作
と

用
る
心
は
、

ひ
と
へ
に
貫
之
を
仰
き
た
と
ふ
る
義
也
、
本
の
六
義

も
貫
之
か
あ
や
ま
り
た
る
に
は
あ
る
へ
か
ら
す
、
聖
人
作
し
て
賢

人
述
す
と
い
ふ
か
こ
と
く
、
大
駄
を
出
す
の
み
な
る
へ
し
、
し
か

る
を
も
し
後
人
の
注
目
一
相
当
す
る
寄
を
し
る
さ
は
、
貫
之
か
心
に

A
lー

も
そ
む
く
へ
か
ら
さ
る
理
也
、
政
の
正
し
き
を
ほ
む
る
心
よ
く
あ

た
れ
り

六
義
之
中
、
風
雅
頒
ハ
政
の
名
也
、
君
化
下
者
名
政
臣
述
之
、
於

詩
則
名
風
雅
頒
、
取
政
之
名
為
詩
之
目
、
而
事
積
テ
漸
ク
ス
ル
コ

ト
ア
リ
、
教
化
ノ
道
ハ
必
ス
先
風
動
シ
テ
後
ニ
物
ノ
情
ス
テ
ニ
サ

ト
リ
テ
教
化
ト
、
ノ
ホ
リ
夕
、
シ
ク
シ
テ
其
後
ニ
能
ヨ
ク
物
ヲ
イ

レ
テ
功
成
也
、
故
ニ
風
動
ノ
初
ヲ
云
ハ
名
之
風
、
斉
正
之
時
ヲ
サ

セ
ハ
名
之
雅
、
成
功
之
後
ヲ
イ
サ
ナ
ヘ
ハ
名
之
頒
一

f

六
義
い
つ
れ
も
政
の
た
め
な
ら
す
と
い
ふ
こ
と
な
し

寄
の
道
上
古
は
教
誠
の
端
た
り
、
花
鳥
風
月
の
耳
目
に
お
つ
る
の

み
に
は
あ
ら
す
、
世
を
治
め
身
を
た
つ
へ
き
道
也

六
義
は
品
を
わ
か
ち
法
度
を
定
る
義
也
、
是
殊
勝
之
理
也

風
雅
頒
之
中
、
特
ニ
雅
一
を
執
す
る
事
あ
り
、
正
し
き
道
を
本
と

す
る
故
也
、
周
詩
に
思
走
邪
に
同
し
、
此
義
肝
心
な
る
へ
し
、
当

流
説
也

詩六
義
次
第
を
た
つ
る
事
あ
り
、
和
司
に
異
な
り

詩
六
義
説
別
開
之
、
可
通
用
之
事
在
之
、
可
着
也

中
・
東
本
、

と
叙
述
し
て
い
る
。
第
二
類
本
は
い
ず
れ
も
右
掲
本
文
の
見
消
ち
部
分

を
削
去
す
れ
ば
其
偉
に
同
類
本
文
と
な
り
異
な
る
処
は
な
い
。
既
述
中
に

所
見
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
三
類
に
於
て
は

お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
事
は
;
)

い
つ
れ
の
寄
も
六
義
ニ
は
な
れ
た
る
は
あ
る
へ
か
ら
す
と
也
、
貫

之
注
ν

之
、
当
流
ノ
義
也
、
又
説
、
六
義
ニ
よ
く
分
別
せ
む
事
は
あ

qu 



り
か
た
き
事
也
一
戸
¥
小
注
の
作
者
の
心
に
や
、
此
義
貫
之
を
と
も

く
や
う
な
れ
は
有
伸
、
ゆ
へ
に
不
用
之
也
、
尤
貫
之
を
仰
き
た
と

ふ
る
故
也

又
た
と
へ
後
ノ
人
の
注
な
り
と
も
、
難
分
別
シ
之
由
は
卑
下
の
心

な
る
へ
け
れ
は
、

は
ふ
か
り
あ
る
へ
か
ら
す
、
然
而
二
条
家
に
は

猶
以
先
哲
を
も
と
く
理
に
み
る
人
も
あ
る
へ
き
所
を
は
ふ
か
り
で
、

不
用
之
也
、
但
貫
之
も
謙
し
て
書
る
詞
た
る
へ
し
と
云
と

又
、
本
に
出
せ
る
六
義
の
寄
も
、
貫
之
あ
や
ま
り
た
る
に
は
あ
る

へ
か
ら
す
、
聖
人
作
し
て
賢
人
述
す
と
い
ふ
事
あ
れ
は
、
先
大
幹

を
出
す
の
み
な
る
へ
し
、
後
生
に
て
も
相
当
し
た
る
寄
を
注
せ
ん

事
、
貫
之
の
心
に
も
そ
む
く
へ
か
ら
さ
る
理
也

凡
六
義
い
つ
れ
も
政
の
た
め
な
ら
す
と
い
ふ
事
な
し

苛
の
道
上
古
は
教
誠
の
端
た
り
、
花
鳥
風
月
の
耳
目
に
お
つ
る
の

み
に
は
あ
る
へ
か
ら
す
、
尤
世
を
治
め
身
を
た
つ
へ
き
道
也

六
義
之
中
、
雅
を
執
す
る
事
あ
り
、
正
し
き
道
を
本
と
す
る
理
也
、

周
詩
ニ
思
走
邪
を
用
る
同
心
也
、
畢
寛
此
義
を
肝
心
と
す
、
当
流

の
心
也
、
詩
六
義
-
一
次
第
を
た
つ
る
理
あ
り
、
和
一
母
に
異
な
り

盟
本
、
底
本
ハ
返
点
・
送
仮
名
等
ヲ
欠
ク
ノ
他
異
同
ナ
シ

と
、
本
文
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。
斯
様
な
改
変
は
又
此
仮
名
序
の
ほ
か

に
所
見
さ
れ
ぬ
こ
と
に
、
そ
の
縁
因
は
あ
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
、
所
掲
本
に

於
て
は
既
述
し
た
ご
と
く
に
、

一
は
前
関
白
尚
通
系
に
、

一
は
地
下
連
の
、

い
わ
ば
同
衆
へ
の
流
れ
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
い
は
存
し
た
か
と
も

臆
測
が
走
る
。

一
方
、
肖
柏
か
ら
尚
通
へ
の
伝
授
は
永
正
八
年
の
事
で
あ

り
、
肖
柏
か
ら
宗
訊
へ
は
永
正
三
年
春
の
こ
と
と
檎
ミ
早
く
、
且
つ
、
宗

試
か
ら
竹
田
治
房
へ
の
印
可
は
天
文
十
五
年
と
永
き
隔
り
を
も
つ
が
故
の

変
易
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
他
巻
は
既
述
の
ご
と
き
自
然
な
推
移
に
よ
る

整
定
化
で
あ
れ
ば
、
前
記
の
臆
測
も
あ
な
が
ち
の
附
会
で
も
あ
る
ま
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
思
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
寛
永

版
「
両
度
聞
書
」
と
の
余
り
に
も
符
合
す
る
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
流

の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
!
堺
伝
授
の
流
派
の
ご
と
き
と
、
堂
上
と
の

間
に
は
、
就
中
仮
名
序
を
め
ぐ
る
伝
授
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
に
位
格
の

差
等
の
ご
と
き
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
懐
疑
の
念
に
か

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
宗
祇
終
尾
の
伝
授
、

「
宗
碩
聞
書
」

に
序
注
一
巻
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
疑
念
を
払
う
の
、
あ
る
い
は
一
端
た

り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
も
又
、
秘
巻
た
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
。

如
上
、
第
一

i
一
ニ
類
の
間
の
概
要
を
略
記
し
た
が
、
右
記
仮
名
序
を
の

ぞ
き
、
結
句
そ
の
源
を
同
じ
く
す
る
流
れ
の
な
か
の
現
象
と
し
て
所
掲
諸

本
は
把
握
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
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接
述
の
煩
を
重
ね
て
付
言
す
る
に
、
所
謂
「
古
関
」
書
名
は
、
第

二
類
に
、
宗
祇
本
を
以
て
書
写
し
た
真
名
序
に
、
「
古
今
和
寄
集
序
聞
書
」

と
あ
り
、
第
三
類
に
、
仮
名
・
真
名
両
序
に
、

「
古
今
和
寄
集
序
聞
書
」

と
序
題
を
誌
す
ほ
か
に
、
そ
の
内
題
を
書
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ー
因
み

に
「
古
関
」

「
古
関
抄
」
あ
る
い
は
「
延
五
秘
抄
」
・
「
古
今
抄
」
と
称

す
る
も
い
ず
れ
も
叉
後
人
の
付
し
た
る
外
題
で
あ
り
、
本
来
は
や
は
り
「
古

註
七

今
和
寄
集
聞
書
」
と
呼
称
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
此
等
書

名
は
、
そ
の
内
容
に
何
等
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
は
云
う
ま
で
も
な
い

ー
。
た
だ
し
か
し
、
古
今
集
各
巻
の
部
立
を
標
示
す
る
た
め
に
、
端
作
り

と
し
て
巻
第
一
・
こ
・
二
十
の
数
巻
を
の
ぞ
く
と
極
め
て
簡
略
な

l
例
え

ば
、
「
古
今

第
四
」
の
ご
と
き
l
標
記
を
も
っ
て
代
え
て
い
る
。

そ
れ

ら
表
記
に
つ
い
て
は
、
。
講
釈
次
第
の
項
に
諸
本
併
せ
掲
示
し
た
が
、
諸

本
異
同
は
緯
か
に
国
会
本
の
一
例
(
巻
四
)
を
除
け
ば
、
巻
十
八
に
、
第

一
二
類
が
「
骸
」
、
第
三
類
に
「
響
下

十
八
」
と
徴
細
な
相
違
を

見
出
す
の
ほ
か
は
、
簡
短
な
略
記
を
含
め
て
全
く
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ

の
形
式
上
の
事
実
は
、
他
面
に
於
て
も
屡
と
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

各
本
間
相
互
の
本
文
異
同
は
と
も
あ
れ
、
所
掲
本
が
如
何
に
祖
型
を
崩
す

こ
と
を
避
け
つ
ふ
、
第
一
類
か
ら
第
三
類
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
経
過
を
見

逃
す
こ
と
は
出
来
難
い
の
で
あ
る
。

註

底
本
た
る
宗
訊
本
は
該
書
新
装
訂
時
に
於
て
本
来
巻
九
蕗
旅

歌
注
の
奥
に
存
す
べ
き
「
文
明
十
三
年
九
月
一
一
一
日

十
五
度
」
の
記
を
、

後
述
す
る
ご
と
く
巻
十
物
名
注
尾
に
誤
っ
て
改
綴
し
て
い
る
|
同
解
題

参
照
。註

国
会
本
奥
書
第
二
表
的
W
傍
注
に
、
「
海
追
老
能
勢
因
幡
守
」
と

朱
書
し
て
い
る
。
芳
賀
矢
一
編
「
日
本
人
名
辞
典
」
に
は
、
「
細
川
家
の

臣
。
永
正
頃
の
人
」
と
記
す
。
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
井
上
宗
雄
氏
「
中

室
町
後
期
」
に
本
聞
書
に
言
及
さ
れ
、
「
:
:
:
文
亀

三
年
二
月
能
勢
因
幡
守
頼
則
酬
酬
に
聞
書
せ
し
め
一

f
」

ほ
か
寡
聞
に
し
て
猶
明
ら
か
に
し
な
い
。

世
歌
壇
史
の
研
究

と
誌
さ
れ
る

註一

国
会
本
第
二
表
例
傍
注
に
、
「
右
同
日
州
飯
肥
住
人
隈
江
氏
筑

後
入
道
」
と
朱
書
さ
れ
、
井
上
氏
上
掲
書
に
は
、
註
二
の
掲
出
文
に
続

き
、
「
永
正
三
年
八
、
九
月
に
は
真
存
(
隈
江
氏
。
後
記
の
よ
う
に
薩

摩
の
人
と
も
い
い
、
春
夢
草
に
は
『
日
向
国
に
帰
り
く
だ
り
し
時
』
と

あ
る
よ
う
に
日
向
の
人
と
も
い
う
〉
及
び
友
弘
に
相
伝
し
た
」
と
誌
さ

れ
て
い
る
。
又
同
書
に
蓬
左
文
庫
の
「
古
今
和
歌
集
」
五
冊
に
つ
き
述

べ
ら
れ
、:

・
ほ
ぼ
延
五
秘
抄
と
同
内
容
だ
が
、
末
に
は
・
・
.

一
流
薩
摩
国
鹿
児
嶋
郡
真
存
於
泉
堺
白
肖
柏
伝
奥
書



永
正
三
年
冬
真
存
依
有
相
伝
令
附
属
之
畢

夢
庵
判

の
記
を
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
「
手
爾
葉
大
概
抄
並
手
璃
葉
大
概
抄

之
抄
」
に
も
「
永
正
二
年
夢
庵
が
真
存
」
に
伝
え
た
奥
書
の
あ
る
由
を

誌
さ
れ
て
い
る
。

註
四

堺
連
歌
歌
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
宗
訊
に
つ
き
、
此
処

に
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
彼
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
右
掲
国
会
本

奥
書
帥
に
所
見
す
る
「
古
伝
」
に
よ
る
「
、
水
正
三
年
期
九
月
叶
日

叉
同

ωに
見
る
「
天
文
五
年
六
月
十
八
日

友

養
松
田
十

弘
二
十
四
歳
」
、

五
十
四
歳

一
歳
/
宗
訊
」
に
准
拠
算
定
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
底
本
に

誌
す
印
可
i
同
表
⑤
ー
も
又
永
正
三
年
初
冬
の
事
で
あ
る
の
で
、
現
在

の
処
、
若
年
二
十
四
歳
の
年
代
に
於
け
る
伝
受
と
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。

又
、
底
本
の
宗
訊
l
竹
田
治
一
房
の
そ
れ
は
、
従
っ
て
四
十
年
後
六
十
四

歳
の
晩
景
の
こ
と
と
な
る
。

註
五

大
阪
府
立
図
書
館
蔵
「
古
今
集
宗
祇
略
抄
」
二
冊
l
画
架
番

号
甲
和
二
七
九
ー
は
上
記
両
本
と
同
一
書
で
あ
る
が
、
該
書
に
も
向
じ

く
文
明
十
七
年
、
「
五
月
十
一
日
」
(
恋
五
巻
尾
廿
五
首
)
、
「
五
月
十
一

日
夕
」
(
哀
傷
叶
四
首
)
、
の
向
記
が
所
見
さ
れ
、
片
網
洋
一
氏
「
中
世

古
今
集
注
釈
書
解
題

一
一
一
上
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

註
六

竹
田
治
一
局
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
全
く
未
詳
マ
あ
る
。
猶
今

後
の
調
査
を
侠
つ
こ
と
に
す
る
。

註
七

「
古
関
」
(
中
院
本
・
国
会
本
)
、
「
古
間
抄
」
(
内
閣
文
庫
本
)
、

「
古
今
抄
」
(
東
北
大
本
)
、
「
延
五
秘
抄
」
(
内
閣
文
庫
本
)
等
、
各
書
名

は
執
れ
も
後
補
外
題
で
あ
る
。
「
古
聞
」
、
「
古
関
抄
」
、
「
古
今
抄
」
は

共
に
「
古
今
和
歌
集
問
書
」
、
又
は
「
古
今
和
歌
集
抄
」
な
ど
か
ら
派
生

し
た
略
称
と
想
定
さ
れ
、
「
延
五
秘
抄
」
が
柑
奇
異
質
な
が
ら
、

尭
恵

の
「
延
五
記
」
に
由
来
し
、
「
延
五
」
は
「
延
喜
五
年
に
撰
進
さ
れ
た

円
古
今
集
』
」
を
指
す
I

註
五
上
掲
書
i
と
さ
れ
る
が
同
様
に
略
称
と

看
倣
さ
れ
る
。
し
か

L
、
諸
本
真
名
序
に
「
古
今
和
歌
集
序
問
書
」
と

あ
る
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
三
類
i
底
・
国
本
に
!
の
仮
名
序
に
も
、

「
古
今
和
寄
集
序
聞
書
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
伝
授
の
当

時
か
ら
の
本
来
の
呼
称
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

。

士
心

諸

本

書

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
「
古
聞
に
外
題
)

近

世
初
〕
写
i
画
架
番
号
柑
一
円

ω

袋
綴
、
一
二
冊
。
本
文
共
紙
表
紙
、
第
一
冊
、
竪
二
十
九
・
三
糎
、
横
二

十
一
糎
、
第
二
冊
、
二
十
八
・
五
糎
、
横
十
九
・
四
極
、
第
三
冊
、
竪
一
ニ

十
糎
、
接
二
十
一
糎
。
料
紙
、
格
紙
。
毎
半
葉
十
四
行
。
字
面
高
サ
約
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十
二
・
八
糎
、
釈
文
一
字
下
げ
。
歌
は
上
旬
の
み
を
掲
げ
、
詞
書
・
作
者

名
は
多
く
こ
れ
を
耐
省
す
る
が
、
釈
註
に
応
じ
略
記
し
て
い
る
。
本
文
墨

付
、
第
一
冊
七
十
一
丁
、
第
二
冊
九
十
八
丁
、
第
三
冊
五
十
八
了
。

外
題
、
表
紙
左
肩
に
、
第
一
冊
「
古
聞

至
旅

三
之
内
」
、
第
三
冊

「
古
聞
序
十
廿
」
と
本
文
同
筆
打
付
書
し
て
い
る
。
第
二
冊
に
は
何
故
か

外
題
を
欠
く
。
内
題
と
目
さ
れ
る
も
の
は
、
真
名
序
末
に
「
古
今
和
歌
集

序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之
」
と
記
す
る
の
み
で
あ
る
。
他
は
古
今
集
各
部

立
を
端
作
と
し
て
略
記
し
て
い
る
の
は
、
既
述
一
覧
l
講
釈
次
第
中
|
し

た
ご
と
く
で
あ
る
。

本
書
の
各
冊
編
成
の
次
第
は
、

第
一
冊
古
今
二
字
事
・
和
寄
事
・
春
寄
上
l
覇
旅
寄
、
第
二
冊

オ

ヨ

ロ

ノ

奇
一

i
都
新
、
第
三
冊
仮
名
序
・
物
名
・
大
寄
所
御
寄
等
・
真
名
序
・
初 λJJ、

J己ρ

作
詩
賦
七
言
之
志

の
釈
文
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
初
度
文
明
十
三
年
の
講
説
次
第

を
追
っ
て
編
綴
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
当
聞
書
の
構
成
は
元
ミ
本
書
の
形
態

が
正
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
。

本
書
の
奥
書
は
既
に
一
覧
し
た
の
で
再
記
を
省
略
す
る
が
、
第

類
共
に
、
永
正
八
年
肖
柏
よ
り
前
関
白
尚
通
に
と
伝
流
し
た
当
聞
書
の
転

写
一
本
で
あ
る
。
肖
柏
の
出
自
が
中
院
家
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
う
の
時
、

本
書
の
奇
し
き
書
承
の
経
由
が
偲
ば
れ
る
。
右
の
真
名
序
末
、
永
正
八
年

の
尚
通
識
語
に
続
き
、
本
書
は
次
の
転
写
識
語
を
誌
し
て
い
る
。

天
正
十
二
年
霜
月
十
五

前
内
大
臣

/ 

前
内
大
臣
は
誰
人
な
る
か
未
だ
確
認
し
が
た
い
。
天
正
十
二
年
時
の
前

内
大
臣
は
、
今
出
川
晴
季
畑
十
・
徳
大
寺
公
維
順
十
(
公
卿
補
任
)
の
両
名

に
絞
ら
れ
る
が
、
本
書
は
花
押
等
を
欠
く
転
写
本
で
あ
り
、
猶
そ
の
執
れ

な
る
か
を
決
め
が
た
い
。
識
者
の
御
教
示
を
侯
つ
も
の
で
あ
る
。

第
一
類
を
代
表
す
る
と
も
い
え
る
本
書
の
特
徴
は
既
に
述
べ
た
ご
と
く

で
あ
る
。
詳
細
は
校
勘
篇
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
主
た
る
は
、
以
下

第
二
・
第
三
類
本
の
前
形
態
を
と
ど
め
、
草
稿
的
な
見
消
ち
|
耐
節
部
分

ー
を
併
せ
載
録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
に
は
第
一
・
二
類
共
有

の
堂
上
家
伝
流
と
想
定
さ
れ
る
仮
名
序
注
で
あ
る
。
第
三
類
と
を
離
隔
す

る
最
た
る
主
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

猶
本
書
の
朱
筆
部
分
に
つ
き
付
記
す
れ
ば
、
講
説
日
次
第
・
声
点
・
合

点
等
で
あ
る
。
講
説
日
次
第
は
既
に
一
覧
し
た
ご
と
く
で
あ
り
、
諸
本
相

補
っ
て
再
現
し
得
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
系
統
本
と
し
て
、
所
掲
本
の
中
で
は
次
述
の
東
北
大
学
附
属
図

書
館
蔵
本
が
存
す
る
。
書
写
年
代
は
梢
と
降
る
が
、
同
一
依
拠
本
系
に
よ

る
転
写
一
本
で
あ
り
、
本
書
と
殆
ん
ど
具
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
相
互
併
せ



軒
酌
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
つ

叉
、
本
書
に
は
、
第
一
冊
春
計
一
円
上
mu
番
注
末
に
、

此
分
制
作
品
市
也

又
明
応
四
七
六
初
日
至
子
此

(
叉
字
ノ
ミ
暴
〉

と
朱
書
追
記
し
て
い
る
。
第
一
類
東
本
・
第
二
類
九
・
古
本
に
同
様
に

付
記
し
て
い
る
。
第
二
類
延
本
と
第
三
類
国
・
底
本
に
此
記
を
見
ぬ
。
こ

の
押
紙
の
記
述
か
ら
は
、
明
応
四
年
次
の
講
説
日
を
誌
す
ご
と
く
で
あ
る

が
、
諸
本
奥
書
に
は
同
年
の
伝
授
の
記
は
見
え
ず
、
た
だ
、
同
五
年
七
月

上
中
旬
に
素
伝
奥
書
の
「
祇
公
開
書
」
を
見
合
せ
加
筆
す
る
こ
と
を
書
留

め
て
い
る
に
す
、
ぎ
ず
、
此
記
と
対
応
す
る
記
述
を
所
見
し
な
い
。

未

詳

な
る
ま
ま
に
掲
示
し
て
お
く
が
、
更
に
第
三
冊
真
名
序
末
に
、
前
者
同
様

に
、
第
一
・
二
類
本
!
但
し
、
東
本
ナ
シ
・
延
本
欠
巻
i

に
「
本
押
吊
」

と
付
記
す
る
左
掲
の
ご
と
き
註
文
を
追
補
し
て
い
る
。
恐
ら
く
第

類
本
の
依
拠
原
本
た
る
尚
通
書
写
本
に
存
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
明
応
四
年
講
釈
日
付
と
共
に
、
そ
の

来
由
を
審
ら
か
に
し
が
た
い
。
そ
の
記
に
は
、

本

押

民

間

也

ナ

雄
天
神
之
孫
海
童
之
女
、
l
j
/彦
火
と
出
見
尊
ト
豊
玉
姫
ト
ノ
/
御

シ
ハ
九
・
古
)

事
ト
用
彦
火
ミ
ハ
白
神
の
御
彦
也
天
神
之
孫
-
一
皇
孫
ト
/
申
マ
ス
木

花
開
姫
ト
和
膏
ヲ
通
シ
/
玉
ヒ
シ
事
ア
リ
此
二
ノ
事
ヲ
云
ヘ
キ
ニ
ヤ

Z

ナ
シ
ハ
古
)

王
ミ
/
例
ヲ
ア
マ
タ
引
ニ
ナ
ル
ヘ
シ

向
今
は
た
え
す
な
る
と
い
へ
る
も
い
ひ
/
な
し
た
る
義
也
他
流
に
不
立

な
る
/
と
い
ひ
な
せ
る
に
お
な
し

本
云右

四
十
二
枚
也
件
本
品
川
八
枚
也
i
上
記
一
行
ナ
シ
(
九
・
古
)

と
誌
し
て
い
る
。
本
押
紙
筆
者
は
叉
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
永
正
八

年
書
写
者
、
尚
通
を
想
定
す
る
の
が
叉
妥
当
で
も
あ
ろ
う
か
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
古
今
抄
」

前
期
〕
写

〔
江
戸

(
外
題
)

袋
綴
、
一
一
一
冊
。
淡
茶
色
布
目
表
紙
、
竪
二
十
九
糎
、
横
二
十
一
・
二
糎
。

料
紙
、
薄
様
斐
紙
、
毎
半
葉
十
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
五
糎
、
釈
文
略

字
下
げ
。
歌
は
上
句
の
み
を
掲
げ
、
詞
書
・
作
者
名
は
多
く
耐
省
す
る
も
、

釈
註
に
応
じ
略
記
す
る
の
は
、
前
掲
中
本
と
同
じ
く
し
て
い
る
。
本
文
墨

付
、
第
一
冊
八
十
三
了
、
第
二
冊
九
十
四
丁
、
第
三
冊
百
四
十
了
。

題
筆
、
表
紙
左
肩
に
斐
紙
短
冊
を
貼
付
し
、

「
古
今
抄

(
1一
二
)
」

と
本
文
同
筆
に
て
墨
書
し
て
い
る
。
内
題
は
、
又
中
院
本
と
同
様
に
真
名

序
末
に
「
古
今
和
寄
集
序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之
」
の
ほ
か
、
こ
れ
を
欠
き
、

他
は
古
今
集
各
部
立
を
略
記
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
既
述
講
釈
次
第
中

に
一
覧
し
た
。

本
書
の
各
冊
編
成
は
、

第
一
冊

オ

コ

ロ

ノ

‘

仮
名
序
・
物
名
・
大
奇
所
御
寄
等
・
真
名
序
・
初
作
詩
賦
七
骨
一
口



之
志
、

古
今
二
字
事
・
和
寄
事
・
春
寄
上

1
罫
旅
寄
、
第
三
冊

恋
寄

キ第
身本?冊

の
釈
文
に
構
成
さ
れ
、
前
掲
中
院
本
と
各
冊
次
第
を
梢
と
異
に
す
る
が
、

本
書
が
中
院
本
第
三
冊
を
第
一
冊
に
排
し
た
に
す
ぎ
ず
、
以
下
諸
本
に
も

所
見
す
る
ご
と
く
書
写
者
叉
装
訂
時
の
任
一
意
的
編
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
も
前
述
し
た
ご
と
く
、
前
掲
中
院
本
と
同
じ
く
永
正
八
年
に
肖
柏

-
尚
通
と
そ
の
伝
流
を
誌
す
奥
書
|
第
一
表
(
八
)
ー
を
共
有
す
る
同
一

系
統
本
で
あ
る
。
し
か
し
猶
そ
の
奥
書
に
は
多
少
の
差
異
が
散
見
さ
れ
る

と
共
に
、
前
者
に
み
る
次
の
記
述
部
分
を
欠
い
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
表

の
、
(
七
)
・
(
十
八
〉
・
(
十
九
)
・
(
三
十
〉
の
四
項
で
あ
る
。

そ
の
中
、
(
二
十
)
は
天
正
十
二
年
前
内
大
臣
の
書
写
奥
書
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
本
書
は
直
接
に
は
此
書
写
奥
書
本
系
に
拠
る
転
写
本
で
は
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
が
、

(
十
八
)
・
(
十
九
)
の
両
奥
書
は
、
就
中

ハ
十
九
)
の
そ
れ
は
、
巻
九
輯
旅
歌
叉
巻
十
九
雑
駄
末
に
誌
す
(
八
)

(
十
四
)
の
奥
書
と
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
名
序
尾
に
も
本
来
併

記
さ
れ
る
べ
き
す
じ
め
の
も
の
で
あ
ろ
う

l
因
み
に
第
二
類
本
は
す
べ
て

併
存
す
る
、
但
し
延
本
欠
巻
ー
か
ら
、
恐
ら
く
本
書
、
又
は
そ
の
依
拠
本

の
単
な
る
欠
落
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
(
七
)
は
右
肩
に
「
本
云
」

「
本
云
」
の
本
は
猶
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
付

と
あ
り
、
こ
の

記
的
な
意
味
合
の
も
の
と
し
て
漏
脱
さ
れ
る
可
能
性
も
存
し
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
同
様
な
「
本
云
」
の
記
述
が
(
十
一
二
)
に
誌
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
類
系
の
九
・
古
本
共
に
こ
れ
を
誌
し
て

、‘、、
O

B
L
V
4
ん
3
b

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
奥
書
に
於
て
右
述
の
異
同
を
見
出
す
が
、
第

一
類
伝
本
と
し
て
、
そ
の
特
徴
を
示
す
見
消
ち
省
節
部
分
を
中
院
本
と
共

持
し
、
叉
第
一
・
二
類
本
と
第
三
類
本
と
を
顕
著
に
類
別
す
る
文
脈
上
の

構
成
と
を
殆
ん
ど
同
じ
く
す
る
転
写
一
本
で
あ
り
、
当
然
の
事
な
が
ら
、

本
文
上
に
於
て
は
校
勘
篇
に
み
る
ご
と
く
異
同
す
る
処
は
極
め
て
わ
ず
か

に
す
ぎ
な
い
。
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
講
説
次
第
・
声
点
・
合
点
等
の

付
記
・
符
第
も
叉
略
同
様
で
あ
る
。

叉
、
既
に
中
院
本
に
て
記
し
た
ご
と
く
、
第
二
冊
春
寄
上
mm
番
注
末
に
、

此
分
押
紙
也

叉
明
応
四
七
六

初
日
至
子
此

の
記
を
同
様
に
所
見
す
る
。
し
か
し
、

一
方
、
中
院
本
・
第
二
類
本
l
但

し
延
本
欠
巻
l
に
存
す
る
真
名
序
末
の
「
本
押
紙
」
と
付
記
す
る
註
文
追

補
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
ο

そ
れ
も
又
、
転
写
経
過
上
に
於
け
る
誤
脱
で

も
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
本
書
に
は
両
種
の
押
紙
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
本
文
と

は
別
筆
の
江
戸
期
の
も
の
、
恐
ら
く
旧
所
持
者
の
追
補
か
、

一
葉
が
第
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冊
真
名
序
末
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
掲
出
す
る
と
、

宗
祇
御
師
東
野
州
人
。
古
今
伝
受
は
文
明
三
年
の
比
と
相
関
え
申
候
/

異
本
宗
祇
古
今
両
度
開
書
抄
之
奥
書
三
玄

伝
受
之
後
宗
祇
庵
主
此
一
e

帖
以
被
ν
見
-
一
常
縁
司
所
存
少
と
加
ν
筆

/
加
ν
詞
者
也
門
第
随
一
m

芯
尤
在
レ
之
の
為
=
後
証
一
又
加
ニ
此
詞
一
平

文
明
四
年
五
月
四
日

右
御
返
候
へ
く
侯
此
例
に
な
ら
ひ
て

所
二
見
-
存
分
無
ニ
相
違
一
尤
以
無
一
一
比
類
一
者
欺

此
奥
書
宗
祇
い
た
さ
れ
候
欺

此
紗
物
板
本
-
一
候
へ
く
候
宗
祇
問
書
之
抄
と
は
大
キ
に
同
し
く
し
て

/
少
と
の
異
候
へ
く
侯
菰
紗
好
本
之
最
歎
候
へ
く
候
口
口
口
存
候
欺

と
誌
し
て
、
文
明
四
年
両
度
問
書
に
見
る
常
縁
の
加
証
奥
書
の
例
を
挙

げ
、
本
書
奥
書
(
十
五
)
に
つ
き
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
は
、
東
北
大
学
図
書
館
収
蔵
期
以
前
か
以
後
か
は
猶
未
詳
な
が

ら
、
そ
の
時
期
を
前
後
す
る
頃
の

l
或
は
蔵
書
印
よ
り
旧
蔵
者
一
一
一
矢
重
松

氏
の
遺
墨
の
跡
か
!
第
一
類
中
院
本
と
の
巻
冊
次
第
・
奥
事
一
一
聞
の
異
同
を
対

校
付
筆
し
た
も
の
を
主
と
す
る
。
宗
祇
・
肖
柏
・
尚
通
花
押
な
ど
も
併
せ

模
写
し
貼
付
し
て
い
る
。
校
勘
篇
に
は
殊
更
に
そ
の
必
要
を
認
め
、
ず
聞
省

し
た
の
で
、
そ
の
各
一
・
二
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

ま
ず
各
冊
編
成
に
つ
い
て
は
、

中
院
家
本

古
関
ト
題
シ
之
ヲ
下
巻
ト
ス
(
序
・
巻
十
・
廿

)
l第

一
時
仮
名
序
巻
初

中
院
本

之
ヲ
上
巻
ト
ス
(
巻
一
ヨ
リ
九
マ
デ
)
i第
二
冊
春
寄
上
巻
初

中
院
本

中
巻
ト
ス
(
巻
十
一
ヨ
リ
十
九
マ
デ
)
l第
三
冊
恋
寄
一
巻
初

と
誌
し
押
紙
を
貼
付
し
て
い
る
。
叉
、
奥
書
に
就
い
て
は
、
中
院
本
に

存
し
本
書
に
欠
落
す
る
第
一
表
(
七
)
・
(
十
八
)
・
(
十
九
)
の
奥
書
記
述

は
、
押
紙
に
同
記
を
移
写
し
、
「
中
院
本
」
(
七
)
、
「
中
院
本
コ
ノ
次
一
こ

(
十
八
・
十
九
〉

と
記
し
、
同
文
を
転
写
し
貼
付
し
て
い
る
。

に
も
(
八
)
奥
書
署
名
「
前
関
白
老
人
判
」
左
傍
に
付
議
し
、

前
関
白
老
人
近
衛
尚
通
公
な
と
欺
も
可
有
候
へ
く
候
半
欺

の
如
き
追
記
が
散
見
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
又
一
部
に
は
直
接
に
朱
校
を

そ
の
ほ
か

付
す
処
な
ど
も
見
出
さ
れ
る
が
、
如
上
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
本
文
に
ま

で
及
ん
で
い
な
い
。

fP 
82 

各
冊
巻
初
に
コ
ニ
矢
氏
/
蔵
書
/
之
章
」
方
形
朱
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。九

州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵

〔
古
今
和
寄
集

問
書
〕

〔
江
戸
中
期
〕
写

袋
続
、
一
ニ
冊
。
繰
色
艶
出
表
紙
、
竪
二
十
四
・
一
ユ
糎
、
横
十
九
・
八
糎
。

料
紙
、
薄
様
斐
紙
。
毎
半
葉
十
二
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
・
二
糎
、
釈
文
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一
字
下
げ
。
歌
は
上
旬
の
み
掲
示
、
詞
書
・
作
者
名
多
く
省
略
す
、
但
し

釈
註
に
応
じ
略
記
す
る
の
は
諸
本
と
同
じ
く
す
る
。
本
文
墨
付
、
第
一
冊

八
十
三
丁
、
第
二
冊
百
十
六
丁
、
第
三
冊
百
四
十
九
了
。

外
題
・
題
鑑
等
は
な
く
、
内
題
は
前
掲
二
本
同
様
に
真
名
序
初
に
「
古

今
和
寄
集
序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之
」
と
誌
す
の
み
で
あ
る
。
他
は
古
今
集

各
部
立
を
略
記
し
標
目
と
し
て
い
る
。
既
に
講
釈
次
第
中
に
一
覧
し
た
。

本
書
の
各
冊
編
成
は
、

第
一
冊
古
今
二
字
事
・
和
歌
事
・
春
膏
上

i
覇
旅
帯
、
第
二
冊
恋
寄
一

1
都
新
、
第
一
一
一
冊
仮
名
序
・
物
名
・
対
部
配
体
奇
等
・
真
名
序
J
協
侃
ニ
詩

賦
一
七
言
之
志

の
釈
文
に
巻
第
さ
れ
て
い
る
。
屡
と
記
し
た
ご
と
く
に
、
そ
の
編
成
は

恋
意
・
任
意
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
本
書
の
次
第
な
ど
が
講
廷
に
准

じ
た
妥
当
な
構
成
で
あ
ろ
う
。

本
書
も
又
、
第
一
類
本
と
殆
ど
同
一
の
奥
書
を
共
有
す
る
|
第
一
表
参

照
l
。
且
つ
永
正
八
年
に
肖
柏
・
尚
通
と
、
そ
の
伝
流
を
誌
す
処
l
同
表

(
八
)
・
(
十
四
)
・
ハ
十
九

)
lも
第
一
類
と
同
じ
く
す
る
。
績
に
同
表

本
云

(
七
)
・
(
十
一
ニ
)
の
付
記
的
記
述
、
「
右
五
十
二
枚
件
本
六
枚
也
」
(
七
)
、

「
桂
子
十
枚
件
本
五
十
八
枚
也
」
(
十
三
)
、

を
欠
く
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。

ー
因
み
に
、
第
一
類
中
院
本
真
名
序
末
に
存
す
る
同
表
(
二
十
)
「
天
正

十
二
年
:
:
:
前
内
大
臣
」
の
書
写
奥
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
本
書
に
誌
す

と
こ
ろ
で
は
な
い

l
o

従
っ
て
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
奥
書
か
ら
は
第
一
類
本
の
本
文
が

予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
諸
本
系
類
に
於
て
概
要
し
た
ご
と
く
、

第
一
類
本
に
多
と
所
見
す
る
見
消
ち
省
節
部
分
を
、
本
書
第
二
類
に
至
る

と
、
そ
の
過
半
を
削
去
し
、
猶
そ
の
わ
ず
か
一
部
を
と
ど
め
て
い
る
の
が

ー
但
し
延
本
は
殆
ん
ど
除
棄
す
る

l
此
系
類
の
特
徴
を
提
示
し
、

次
述

「
古
聞
抄
」
と
極
め
て
類
縁
す
る
伝
本
系
列
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

序
で
に
、
第
一
類
本
に
見
え
た
押
紙
追
記
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
第

冊
春
寄
上
mm
番
注
末
に
、

此
分
押
紙
也

又
明
応
四
七
六

初
日
至
子
此

の
記
も
存
し
、
第
三
冊
真
名
序
末
に
も
、

本
押
信
也

雄
天
神
之
孫
海
章
之
女
、

j
/彦
火
と
出
見
尊
ト
豊
玉
姫
ト
ノ
/
事

ト用・・・・・・

同今
は
た
え
す
な
る
と
い
へ
る
も
い
ひ
/
な
し
た
る
義
也
:
:
:

の
両
記
を
所
見
し
て
、

一
押
紙
追
記
ま
で
も
同
じ
く
し
、
そ
の
祖
系
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
結
句
第
一
類
と
第

二
類
を
別
す
る
処
は
見
消
ち
省
節
の
存
否
如
何
に
係
わ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
他
、
些
少
の
異
同
は
校
勘
篇
に
見
る
ご
と
く
で
あ
る
。



倍
、
本
書
に
は
所
謂
「
古
関
」
と
は
別
し
て
、
「
御
師
説
」
、
「
私
」
勘

な
る
も
の
を
更
に
同
法
一
字
下
げ
に
付
載
し
て
い
る
。
殊
に
前
者
は
約
四

百
四
十
筒
処
に
及
び
向
注
を
補
説
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
留
意
さ
れ
る
。
本

文
篇
に
抄
出
載
録
し
た
が
、
数
例
を
掲
示
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
の
一
端

を
見
る
こ
と
に
す
る
。

ソ

ツ

ヨ

カ

γ
ヲ

γ

ソ

ゴ

御
師
説
初
春
ト
ヨ
ム
、
初
ハ
漢
音
也
、
初
ハ
呉
音
也
i
巻
一
日

ユ

ッ

カ

イ

カ

γ

カ

フ

メ

イ

セ

ン

。

御
師
説
四
河
入
ν
海
同
一
ν
甘
味
、
唐
ニ
名
川
モ
あ
り
、
叉
に
こ
り
た

イ
リ
テ
カ
イ
エ
ヲ
ナ
デ
グ
ソ
一
一
九
カ
ソ
ミ
ヲ

る
川
モ
ア
レ
ト
モ
、
そ
れ
そ
海
へ
入
て
は
向
ト
也
l
巻
十
七
郎

御
師
説
誹
と
い
ふ
は
、
よ
き
人
の
う
へ
も
あ
し
き
人
の
う
へ
も
1

先
わ

シ
γ
γ
ヤ
ウ

ろ
口
ニ
一
五
心
也
、
真
正
に
物
を
い
は
ぬ
を
そ
し
る
ト
い
へ
り
、
先
ひ

ハ

イ

カ

イ

叩

よ
き
事
に
成
ミ
と
く
、
誹
諮
は
さ
れ
事
の
や
う
ニ

ほ
う
し
て
後
に
、

い
ひ
て
、
ま
こ
と
の
道
に
引
い
る
t
A

也
i
巻
十
九
誹
諮
歌

御
師
説
時
鳥
の
下
ニ
ア
リ
、
空
蝉
の
カ
ミ
-
一
ア
リ
と
い
へ
る
は
、
物

名
の
所
ニ
・
時
鳥
と
う
っ
せ
み
の
寄
の
間
ニ
此
寄
け
し
て
あ
り
し
也
、

墨
け
し
は
定
家
の
筆
也

l
墨
滅
歌
山

の
如
く
、
「
古
関
」
注
文
に
見
ぬ
字
音
・
出
拠
・
釈
義
・
切
継
の
ご
と

き
に
わ
た
る
も
の
、

文
一
史
に
、

御
師
説
心
さ
し
ふ
か
く
そ
め
て
し
の
可
を
は
忠
仁
公
の
な
れ
と
も
、

よ
み
人
し
ら
す
ト
あ
り
て
こ
ふ
に
叉
あ
ら
は
す
は
、
題
し
ら
す
に
た

い
し
て
也
、
又
前
書
に
そ
め
と
の
ふ
な
と
与
の
か
れ
ぬ
ゆ
へ
也
、
花

を
し
見
れ
は
、
そ
め
と
の
を
祝
し
て
也
|
巻
一
臼

御
師
説
残
り
な
く
散
そ
は
花
を
み
た
て
t
A

の
奇
也
、
こ
れ
は
ま
た
ち

ら
ぬ
花
也
、
我
も
ち
り
な
ん
は
花
を
わ
か
方
よ
り
さ
そ
ふ
幹
也
、
当

世
は
よ
ま
れ
ま
し
き
風
幹
也
l
巻
ニ
け

と、

一
首
の
結
構
・
排
列
・
総
釈
を
概
要
し
且
つ
当
世
の
一
試
作
と
に
敷

言
す
る
師
説
に
、

い
わ
ば
伝
授
形
式
を
稿
と
離
析
し
た
時
代
の
趨
勢
が
其

処
に
か
す
か
に
も
感
知
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
の
書
写
者
は
も
と
よ
り
知
る
べ
く
も
な
い

3

添
記
す
る
「
私
」
勘

に
「
私
凡
ヲ
ウ
シ
ト
モ
ヲ
ツ
シ
ト
モ
二
条
家
一
一
ハ
ヲ
ツ
シ
ト
ヨ
ム
」

l
巻
一
泊
、

「
私
以
ν
墨

墨
-
ご
ア
ケ
シ
タ
ル
分
ア
コ
、
ニ
ア
ツ
メ
テ
書
た
る
也
」
1
墨

減
歌
、
等
敢
て
注
目
す
べ
き
私
勘
を
所
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
こ

の
「
私
」
の
云
う
「
御
師
説
」
の
阿
誰
な
る
や
を
寡
聞
に
し
て
確
認
す
る

に
至
ら
ぬ
が
、
同
補
説
よ
り
類
推
す
る
に
、
肖
柏
門
流
の
、
地
下
連
歌
を

荷
う
相
応
の
者
を
想
定
す
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ

る
。
と
も
か
く
も
、
本
書
は
こ
の
「
御
師
説
」
付
載
が
第
二
類
本
に
於
て

は
顕
著
な
特
色
を
提
示
し
て
い
る
。

猶
本
書
の
朱
筆
筒
処
は
、

講
釈
日
次
'
清
濁
声
点
・
合
点
等
で
あ
る
レ

又
、
間
と
朱
書
入
れ
と
朱
振
仮
名
が
散
見
さ
れ
る
。
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国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
古
関
抄
」
(
外
題
)

〔
江
戸

中
期
〕
写

袋
綴
、
三
冊
。
繰
色
表
紙
、
竪
二
十
五
・
九
糎
、
横
二
十
・
一
糎
。
料

紙
、
薄
手
斐
椿
交
漉
紙
。
毎
半
葉
十
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
三
・
五
糎
、

釈
文
ニ
子
下
げ
、
歌
は
上
旬
を
掲
げ
、
詞
書
・
作
者
名
多
く
削
節
す
る
。

但
し
釈
註
に
対
応
し
略
記
し
て
い
る
。
本
文
墨
付
、
上
冊
百
四
丁
、
中
冊

八
十
丁
、
下
冊
百
三
十
九
丁
。

題
築
、
表
紙
左
肩
に
金
泥
山
水
模
様
短
冊
を
貼
付
し
、
「
古
開
抄
上

延

五
秘
抄
」
と
誌
す
。
但
し
「
延
五
秘
抄
」
は
別
筆
朱
追
記
で
あ
る
。
中

下
冊
共
に
題
築
を
欠
き
、
同
左
肩
に
「
古
聞
抄

延
五
秘
抄

中
(
下
)
」

と
打
付
朱
書
し
て
い
る
。
内
題
は
前
掲
本
同
様
に
、
真
名
序
初
に
「
古
今

和
寄
集
序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之
」
と
あ
る
の
み
に
て
、
他
は
古
今
集
各
部

立
を
略
記
し
標
目
と
し
て
い
る
。
諸
本
併
せ
て
既
に
講
釈
次
第
中
に
一
覧

し
た
。本

書
の
各
冊
編
成
は
、

古
今
二
字
事
・
和
寄
事
・
春
奇
上

1
覇
旅
帯
、
中
冊

序
・
物
名
・
大
寄
所
御
寄
等
・
真
名
序
・
初
作
詩
賦
七
言
之
志
、
下
冊
恋

寄
一
f・
3

総
新

冊

仮
名

上

の
釈
文
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
仮
名
序
注
以
下
の
秘
巻
を
中
巻
に
排
し

た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
偶
発
的
な
結
果
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
も
又
、
前
掲
第
一
・
二
類
本
に
共
通
す
る
永
正
八
年
に
肖
柏
・
尚

通
と
伝
流
す
る
転
写
一
本
で
あ
る
。
第
一
表
中
に
於
て
見
る
ご
と
く
、
九

大
本
同
様
に
(
七
)
・
(
十
一
一
一
)
の
付
記
的
記
述
、
「
禁
A

十
二
枚
件
本
六
枚

本
云

也
」
(
七
)
、
「
右
七
十
枚
件
本
五
十
八
枚
也
」
(
十
三
)
を
欠
い
て
い
る
。

同
表
(
二
十
〉
は
繰
返
す
が
第
一
類
中
院
本
の
み
に
存
す
る
書
写
奥
書
で

あ
る
。
但
L
、
本
書
の
み
同
表
。
一
)
と
会
一
)
の
聞
に
、

如
件
本
加
朱
点
校
合
早

と
朱
書
補
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
校
記
は
同
表
を
一
瞥
し
て
も

判
る
よ
う
に
、
本
来
(
八
)
の
「
僧
肖
柏
免
一
覧
間
:
:
:
」
と
「
永
正
八

年
:
:
:
前
関
老
人
」
の
聞
に
存
す
べ
き
同
記
が
誤
っ
て
該
位
置
を
変
え
た

に
す
ぎ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
は
第
二
類
本
の
諸
特
徴
を
具
備
し
、
校
勘
篇
に

見
る
ご
と
く
小
異
は
存
す
る
も
の
ふ
前
記
九
大
本
に
極
め
て
近
似
し
類
縁

系
列
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

叉
、
前
掲
諸
本
に
所
見
す
る
押
紙
追
記

l
巻
一
春
寄
上
却
番
注
末
と
真

名
序
末
(
中
院
本
解
題
に
掲
出
)
!
は
本
書
に
一
部
誤
脱
を
見
る
が
当
該

部
に
同
文
の
記
を
移
写
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
付
言
し
て
お
く
。

且
つ
、
本
書
に
於
て
も
講
釈
日
次
表
記
は
一
覧
し
た
ご
と
く
第
二
類
の
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中
で
も
九
大
本
に
近
く
、
叉
、
清
濁
声
点
・
合
点
等
も
略
同
じ
く
し
て
い

マ
h
v
c

門
川
ド
寸
F
U

、

「「】二一コ口

「
和
学
講
談
所
」

「
浅
草
文
庫
」

「
書
籍
/
館
印
」
の
各
印
を

各
冊
第
一
葉
に
捺
す
。

付
記

本
書
に
は
、
次
の
別
筆
二
種
の
押
紙
が
仮
名
序
注
の
中
に
貼
付
さ
れ
て

い
る
。

ωは
梢
と
時
期
は
降
る
文
化
年
中
、
制
は
本
書
書
写
年
代
と
略
向

じ
く
し
本
文
同
筆
欺
と
推
、
測
さ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
示
す
る
。

ω文
明
元
己
丑
年
人
。
文
化
十
一
甲
戊
/
/
年
迄
三
百
四
十
五
年
一
一
ナ
ル
/

文
明
十
九
年
J
文
化
十
一
年
迄
/
三
百
二
十
七
年
ェ
成
ル

年
号
順

文
明
十
九
年
続

長
享
二
年
続
/
延
徳
三
年
続

明
応
九
年
続
/
文

亀
三
年
続

永
正
十
七
年
続

宗
祇
肖
柏
射
性
問
花
ト

入
十
二
才

口
伝
と
あ
る
は
東
之
家
切
昏
賞
定
分
別
の
事
成
ヘ
シ
偽
報
開
前

川

w私
筒
事

条
肝
要
ナ
リ

と
誌
し
て
い
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
延
五
秘
抄
」

(
外
題
)

〔江

一
戸
後
期
〕
写

存
仮
名
序
・
巻
一
f
)

十
五
注

袋
級
、
一
ニ
冊
。
香
色
表
紙
、
堅
二
十
七
糎
、
横
十
九
・
三
糎
。
料
紙
、

桔
紙
。
毎
半
葉
十
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
一
一
組
、
釈
文
一
字
下
げ
、
歌
は

上
句
を
掲
げ
、
詞
書
・
作
者
名
多
く
略
省
、
但
し
釈
注
に
准
じ
略
記
す
る
。

本
文
墨
付
、
上
冊
百
二
十
九
丁
、
中
冊
六
十
丁
、
下
冊
八
十
五
了
。
上
冊

に
一
箇
処
錯
綴
が
存
す
る
。
即
ち
、
同
六
十
了
(
山
注
尾
よ
り
山
注
首
)
と

六
十
一
丁
(
問
注
後
半
よ
り

m注
前
半
)
と
を
誤
り
綴
っ
て
い
る
ひ

題
籍
、
表
紙
左
肩
に
花
丹
文
短
冊
を
貼
付
し
、

「
延
五
秘
抄
上
〈
下
)
」

と
墨
書
す
る
。

中
冊
は
剥
落
し
、

該
所
に
「
延
五
秘
抄

中
/
古
今
抄
中
」

と
別
筆
後
補
、
打
付
書
し
て
い
る
。
内
題
は
真
名
序
以
下
を
欠
落
し
唯

の
そ
れ
を
所
見
し
な
い
が
、
第
一
・
二
類
諸
本
と
同
じ
く
す
る
の
で
あ
ろ

ぅ
。
他
は
古
今
集
各
部
立
を
略
記
し
標
目
と
し
て
い
る
。
既
述
講
釈
次
第

中
に
一
覧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
の
各
冊
編
成
は
、

上
冊

吉
今
二
字
事
・
和
号
事
・
春
寄
上

1
器
旅
寄
、
中
冊

仮
名
序

物
名
l
以
下
大
歌
所
御
歌
等
・
真
名
序
注
欠
落
i
、
下
冊

恋
歌
一

1
恋

〔
歌
〕
五
!
但
し
市
注
首
迄
、
以
下
落
丁
l
、

の
釈
住
序
次
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
編
述
は
前
記
「
古
関
抄
」
と
同
じ

く
す
る
。
こ
れ
も
又
後
人
の
任
意
に
拠
る
偶
発
的
な
結
果
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
落
丁
部
分
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
上
冊
末
1

巻
九
l
奥
書
の
尾
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こ、

上
巻

自
春
部
至
属
旅
部
以
上
九
巻

と
誌
し
、
叉
、
中
冊
末
!
巻
十
l
奥
書
の
尾
に
、

中
巻

仮
名
序
物
名
部
大
寄
所
御
寄
奥
書
真
名
序

と
所
収
巻
名
を
誌
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
此
中
冊
に
見
る
欠
落
は
こ

れ
又
偶
発
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

下
冊
は
恋
〔
歌
〕
五
市
番
の
注
、

う
へ
て
い
に
し
秋
田
か
る
ま
で

月
日
う
つ
り
て
待
人
も
ほ
と
へ
た
る
心
也

を
以
っ
て
終
り
、
同
丁
六
行
以
下
を
余
白
と
し
、
そ
の
処
に
、

於

這
抄
三
帖
者
近
衛
殿
尚
通
公
従
肖
柏
伝

o
秘
説
者
也
/
才
十
五
之
巻

半
ヨ
リ
末
闘
重
市
尋
探
可
修
補
尤
不
/
可
出
深
底
耳

壬

天

文

元

年

正

二

位

重

治

判

辰

註

一

と
誌
し
て
い
る
。
天
文
元
年
、
前
権
中
納
言
田
向
源
重
治
の
識
語
に
よ

っ
て
、
尚
通
系
の
「
古
聞
」
伝
本
中
に
は
、
か
く
欠
巻
部
を
も
っ
伝
存
本

が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
経
由
は
辿
る
べ
く
も
な
い
が
、
本
書
は
そ

の
転
写
一
本
で
あ
る
。

倍
、
本
書
も
そ
の
奥
書
に
よ
り
第
一
・
二
類
本
に
見
る
永
正
八
年
に
肖

柏
・
尚
通
と
経
過
す
る
伝
流
一
本
で
あ
る
が
、
本
書
は
前
掲
天
文
元
年
源

重
治
の
識
語
に
至
る
問
、
永
正
十
一
年
、
尚
通
よ
り
権
大
納
言
藤
某
へ
の

伝
授
の
記
を
掲
げ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
九
末
と
巻
十
物
名
尾
l
本
書
巻

十
・
真
名
序
注
を
欠
落
す
る
に
因
る
か

l
に、

後
法
成
寺
関
白
太
政
大
臣
准
后
法
名
大
証

此
注
僧
肖
柏
伝
子
博
陸
尚
通
公
と
と
叉
/
授
於
予
既
師
資
相
承
抄
也

敢
不
可
/
忽
緒
駕

永
正
十
一
年
三
月
廿
八
日
/

権
大
納
言
藤

と
、
巻
九
末
奥
書
(
八
)
の
次
に
誌
し
て
い
る
。
巻
十
の
そ
れ
は
全
く

同
文
に
し
て
「
後
法
成
寺
:
:
:
」
以
下
の
傍
記
を
欠
く
の
ほ
か
、
年
紀
が

「
永
正
十
一
年
二
月
廿
九
日
」
と
異
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
権
大

註
二

納
言
藤
某
が
永
正
十
一
年
二
月
廿
九
日
よ
り
同
三
月
廿
八
日
の
聞
の
頃
、

尚
通
よ
り
の
伝
授
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
正
八
年
よ
り
三
年
の
後
の

事
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
本
書
は
、
尚
通
i
権
大
納
藤
某
1

源
重
治
と

継
承
さ
れ
た
「
古
関
」
の
末
流
転
写
一
本
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る。
永
正
十
一
年
藤
某
の
奥
書
に
続
き
、

右
紙
数
文
字
ア
ル
分
六
十
六
丁

奥
書
二
枚
/
以
上
六
十
八
枚
也

上
巻

自
春
部
至
巌
旅
部
以
上
九
巻

l
巻
九
末

右
紙
数
文
字
ア
ル
分
五
十
一
枚
奥
書
二
枚
以
上
五
拾
三
枚
也

中
巻
仮
名
序
物
名
部
大
司
所
御
奇
奥
書
真
名
序
l
巻
十
末
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と
誌
し
て
い
る
。
藤
某
本
の
所
収
巻
と
丁
数
で
も
あ
ろ
う
か
。
と
も
か

く
、
こ
の
永
正
十
一
年
か
ら
天
文
元
年
の
間
に
既
に
欠
落
巻
を
し
め
す
伝

存
本
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
奥
書
も
第
一
表
中
に
校
異
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
は
同

表
(
一
)
か
ら
(
十
八
〉
の
記
述
を
共
に
書
写
し
て
い
る
。
但
し
他
本
に

比
し
誤
脱
・
誤
写
が
散
見
す
る
。
そ
の
顕
著
な
る
も
の
を
拾
う
と
、
(
一
)

の
日
付
「
九
月
三
日
間
之
」
を
書
落
し
、

ハ
八
)
の
「
如
件
本
加
朱
点
校

合
早
」
等
を
脱
す
。
又
一
方
(
七
)
は
「
件
本
六
枚
也
」
を
「
件
本
四
十

六
枚
也
」
と
愚
直
に
訂
寸
処
も
あ
る
。
間
表
か
ら
は
総
じ
て
他
幾
ら
か
の

誤
写
が
所
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
奥
書
の
み
な
ら
ず
講
釈
次
第
日
付
に
於

て
も
多
と
欠
漏
す
る
と
こ
ろ
が
見
出
さ
れ
る
。
朱
清
濁
声
点
・
合
点
等
も

諸
本
と
異
り
全
く
移
写
さ
れ
て
い
な
い
の
を
思
併
す
れ
ば
、
永
い
転
写
の

経
過
が
想
定
さ
れ
る
末
流
の
伝
本
で
あ
る
が
故
で
も
あ
ろ
う
か
。
因
み
に

此
分
押
喬

巻
一
泊
番
に
第
一
・
二
類
に
存
す
る
「
又
明
応
四
七
六

初
日
至
子
此
」

の
付
註
も
本
書
に
は
移
写
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
の
本
文
に
就
い
て
は
、
既
述
の
掲
出
本
系
類
中
に
概
略
し
た
ご
と

く
第
二
類
本
に
属
す
る
が
、
九
六
/
本
・
古
関
抄
の
中
に
猶
残
存
す
る
見
消

ち
省
節
部
分
を
更
に
排
除
し
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
ハ
そ
の
意
味
で
は

第
三
類
本
に
近
接
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
も
転
写
経

過
に
想
定
さ
れ
る
見
消
ち
削
除
の
傾
向
に
由
因
さ
れ
て
整
文
化
さ
れ
た
結

果
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
類
本
の
中
で
は

誤
写
・
誤
脱
を
含
め
異
同
が
散
見
さ
れ
る
伝
本
で
あ
る
。

印
記
、
各
冊
巻
首
に
「
浅
草
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
古
関
一

(
外
題
)

〔
江
戸
初
期
〕
写

袋
綴
、
六
冊
。
浅
標
色
竜
文
空
押
表
紙
、
竪
二
十
六
・
二
糎
、
横
二
十

-
二
糎
。
料
紙
、
斐
楕
交
漉
紙
。
毎
半
葉
十
行
c

但
し
仮
名
序
注
十
二

行
ο

字
面
高
サ
約
二
十
二
・
五
糎
、
釈
文
一
字
下
げ
、
歌
は
上
旬
を
掲
げ
、

調
書
・
作
者
名
を
多
く
省
略
す
る
も
釈
注
に
応
じ
略
記
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
墨
付
本
文
、
第
一
冊
七
九
丁
、
第
二
冊
二
十
四
丁
、
第
三
冊
七
十
一
二

丁
、
第
四
冊
七
十
四
了
、
第
五
冊
四
十
九
丁
、
第
六
冊
三
十
六
了
。
仮
名

序
注
を
の
ぞ
き
各
冊
末
上
辺
に
「
墨
付
幾
丁
一
と
上
記
丁
数
を
誌
す
。

題
輩
、
表
紙
左
肩
に
打
曇
短
冊
を
貼
付
し
、

「
古
関

一
合
一
・
一
二
恋
部

-
四
・
五
・
六
序
ご
と
墨
書
し
て
い
る
。
内
題
は
、
真
名
序
・
仮
名
序
巻

初
に
そ
れ
ぞ
れ
、

「
古
今
和
司
集
序
問
書

以
宗
祇
本
写
之
、

「
古
今
和

苛
集
序
聞
書
」
と
記
す
が
、
他
巻
は
古
今
集
各
部
立
を
略
記
し
標
目
と
し

て
い
る
。
既
に
講
釈
次
第
中
に
一
覧
し
た
。

本
書
の
各
冊
編
成
は
、
各
冊
遊
紙
一
畏
に
、
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第
一
春
上

第
三
夏
/
第
四
秋
上

第
五
秋
下

第
二
春
下

第
六
冬

ー
第
一
冊

第
七
賀

第
八
離
別

第
九
覇
旅
i
第
二
冊

第
十
一
恋
一

第
十
二
恋
二

第
十
三
恋
三
/
第
十
四
恋
四

第
十
五

恋
五
l
第
三
冊

第
十
六
哀
傷

第
十
七
雑
上

第
十
八
雑
下
/
第
十
九
雑
鉢
|
第
四
冊

第
十
物
名

第
二
十
大
寄
所
御
寄
/
真
名
序

i
第
五
冊

古
今
和
寄
集
序
聞
書
|
第
六
冊
、
但
し
専
巻
た
る
よ
り
記
せ
ず

と
構
成
さ
れ
釈
注
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
述
は
講
釈
経
過
か
ら
み
て
、

第
五
・
六
冊
に
妥
当
性
を
欠
く
が
既
述
し
た
ご
と
く
装
訂
時
又
は
古
今
集

巻
序
に
因
る
後
人
の
再
編
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
の
奥
書
は
既
に
奥
書
第
二
表
に
宗
訊
加
証
本
と
対
比
し
一
覧
し
、

そ
の
伝
授
過
程
を
併
せ
概
要
し
た
。
同
表
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本

書
は
永
正
三
年
八
月
よ
り
九
月
晦
日
に
至
る
の
問
、
夢
庵
(
肖
柏
〉
|
真

存
法
師
伝
受
、
友
弘
(
宗
訊
〉
同
聴
の
経
過
に
至
る
ま
で
記
述

l
同
表
⑫

制
ー
を
中
院
本
と
共
に
基
本
と
し
て
同
じ
く
し
、

い
わ
ば
肖
相
の
堺
伝

授
へ
の
端
を
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
は
更
に
真
名
序
注
末
に
「
古

伝
」
と
し
て
、

古
伝

Z

永
正
三
年
野
八
月
廿
五
日
ヨ
リ
初
同
九
月
叶
日
成
/
就
也
但
内
九
月

十
四
ヨ
リ
十
九
日
迄
者
指
合
之
/
事
ア
リ
テ
御
読
な
し
然
者
叶
日
ニ

成
就
所
也

肖
柏
六
十
四
才

永
正
三
期
九
月
叶
日

と
、
そ
の
詳
細
を
誌
し
て
い
る
。
肩
書
に
云
う
「
古
伝
」
は
審
ら
か
に

友
弘
二
十
四
才

し
な
い
。
続
く
次
葉
に
は
「
古
伝
」
の
付
記
を
見
ぬ
が
、
そ
の
書
様
か
ら

同
様
に
「
古
伝
」
の
記
録
か
と
予
想
さ
れ
る
。
即
ち
、

天
文
五
年
明
四
月
一
一
一
日
ヨ
リ
初
五
月
廿
一
一
一
日
/
未
魁
令
成
就
以
上
及

四
十
五
度
相
果
者
也
/
当
座
聞
書
六
月
十
七
日
火
中
ニ
入
早
子
細
者

ト
モ
エ
(
朱
、
後
補
〉
(
ノ
朱
、
向
上
)

/
宗
訊
依
有
彼
一
部
ノ
聞
書
付
与
之
儀
也

天
文
五
年
六
月
十
八
日

五
十
四
歳

宗
訊

養
松
四
十
一
歳

註
三

と
誌
し
、
永
正
三
年
の
伝
授
三
十
年
後
、
養
松
な
る
者
へ
の
講
廷
と
伝

授
委
細
を
録
し
て
い
て
、
肖
柏

l
宗
訊

l
養
松
と
展
ず
る
「
古
関
」
の

伝
流
を
此
処
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
右
記
録
が
前
掲
「
古
伝
」
の
そ

れ
を
受
け
る
も
の
で
な
く
本
書
元
来
の
奥
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
書
は
養

松
某
を
経
由
す
る
と
こ
ろ
の
軽
写
一
本
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
繰
返
し
再

言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
古
伝
」
の
書
様
に
し
て
奥
書
と
し
て
正
格
な
体
を

な
さ
ざ
る
の
感
が
あ
り
、
や
は
り
「
古
伝
」
に
拠
っ
た
記
録
で
あ
ろ
う
か
。
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と
も
か
く
も
養
松
某
に
至
る
伝
流
本
が
存
し
、
そ
れ
は
、
「
当
座
間
書
六

月
十
七
日
火
中
-
一
入
早
」
、
「
子
細
者
宗
訊
依
有
彼
一
部
聞
書
付
与
之
儀
」

と
い
う
次
第
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
梢
と
趣
を
異
に
す
る
。

又
、
奥
書
に
見
る
宗
訊
本
と
の
異
同
は
、
向
表
に
於
て
明
ら
か
で
あ
る

が
、
簡
略
に
そ
の
概
要
を
誌
す
と
、
宗
訊
本
の
⑫
・
⑮
・
⑤
・
⑥
の
四
項

を
本
書
は
載
せ
て
い
な
い
。
そ
の
⑬
・
⑥
の
両
項
は
天
文
十
五
年
竹
田
治

房
へ
の
宗
訊
の
伝
授
で
あ
れ
ば
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
⑫
・
⑤
に
つ
い
て
は
、

前
者
は
抵
公
開
書
に
よ
る
加
筆
の
記
と
し
て
本
来
宗
訊
本
の
如
く
存
す
ベ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
且
つ
宗
訊
本
⑪
、
本
書
同
に
同
記
が
前
出
す
る
の
で

あ
れ
ば
終
尾

l
真
名
序
末
!
に
相
対
す
べ
き
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
誤
脱
欺
と
も
思
わ
れ
る
が
猶
断
定
し
が
た
い
。
ま
た
、
本
書
、
が
⑤
の

項
を
欠
く
が
、
こ
れ
も
叉
、
前
半
に
中
院
本
会
ハ
)
、
本
書

ωに
「
、
水
正
一
二

寅
自
八
月
至
九
月
叶
日
」
の
問
、
友
弘
(
宗
訊
)
同
聴
の
記
が
あ
り
、
本

書
が
宗
訊
系
伝
流
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
⑤
の
「
永
正
三
年
初
冬
日
」
の

夢
庵
の
印
可
は
併
せ
掲
す
べ
き
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
或
は

叉
本
書
が
真
存
法
師
系
伝
流
本
で
あ
れ
ば
、
そ
の
印
可
の
記
が
存
し
て
し

か
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
間
の
事
情
は
既
に
推
し
量
り
が
た
く
、

前
項
と
共
に
確
認
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
本
書
巻
十
九
末
的
項
は
「
従
恋
一
以
上
廿
二
度

同
冊

ん
町
山

rhu居
眠
畑
議
ど
/
除
勧
一
昨
動
一

T
r」
と
、
圏
点
部
分
を
補
い
講
釈
次

第
に
及
ん
で
い
る
。
叉
、
本
書
真
名
序
末
ゅ
は
「
所
一
見
存
分
無
相
違
/
尤

以
無
比
類
者
欺
/
文
明
十
四
春
正
月
日
/
宗
祇
」
と
あ
る
に
対
し
、
宗
訊
本

は
⑭
「
存
分
無
相
違
者
也
/
文
明
十
四
暦
三
月
日

宗
祇
」
と
あ
り
、
宗

祇
加
判
の
月
日
に
相
違
が
あ
り
|
第
一
・
二
類
本
「
春
三
月
日
」

l
、
加

証
の
記
も
柑
と
敷
約
し
て
い
る

l
第
一
・
二
類
本
、
本
書
同
l
の
で
あ
る
。

更
に
一
例
を
あ
げ
る
と
、
宗
訊
本
⑮
、
本
書
帥
は
、
前
者
「
夏
之
上
中
下

之
間
」
と
あ
る
に
対
し
、
本
書
は
「
六
月
」
と
明
示
し
て
い
る
。
如
上
の

両
本
異
向
か
ら
推
測
す
る
に
両
本
は
「
古
関
」
伝
流
を
分
岐
す
る
、
そ
の

一
流
た
る
地
下
連
歌
師
系
の
中
に
あ
っ
て
も
別
系
流
に
位
置
す
る
か
の
念

も
趨
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
勘
篇
に
見
る
ご
と
く
両
書
は
極
め
て
近

似
し
椙
補
う
と
こ
ろ
の
伝
木
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
異
系
流
と
し
て
本
書
を

設
定
す
る
こ
と
は
出
来
が
た
く
、
肖
柏

i
宗
訊
、

一
歩
ゆ
ず
つ
で
も
、
肖

柏
j
真
存
の
系
流
本
と
し
て
位
置
す
る
も
の
と
考
え
る
の
吃
あ
る
。
ー
も

っ
と
も
、
本
書
帥
に
誌
す
記
述
を
同
ゅ
の
「
士
口
伝
」
と
別
し
て
対
処
す
れ

ば
宗
訊
!
養
松
の
伝
流
に
国
会
本
は
想
定
さ
れ
、
宗
訊
本
は
宗
訊
i
竹
田

治
一
房
へ
の
流
れ
と
し
て
一
向
本
の
異
同
を
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
が
、

既
述
の
ご
と
く
、
本
音
一
聞
は
宗
訊
本
に
見
る
⑤
を
欠
き
、
文
一
方
本
書
川
仰
の

記
述
は
「
古
伝
」
移
写
の
感
が
拭
え
ず
、
本
書
の
伝
流
奥
書
と
し
て
は
対
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処
し
が
た
い
と
こ
ろ
か
ら
前
記
系
流
を
措
定
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
本
書
本
文
は
掲
出
本
の
中
に
あ
っ
て
は
最
も
宗
訊
本
に
隣
接
し
、

両
本
は
異
同
す
る
処
砂
く
相
互
相
補
っ
て
、
そ
の
一
流
を
具
現
す
る
も
の

で
あ
る
。
但
し
、
本
書
に
は
次
の
ご
と
き
顕
著
な
欠
落
が
見
出
さ
れ
る
。

即
ち
巻
六
冬
歌
制
番
注
の
末
尾
は
、

:
・
叉
貫
之
か
作
と
云
義
あ
り
、
し
か
ら
は
、
や
す
ら
か
に
し
て
し

か
も
一
ふ
し
あ
る
幹
な
る
へ
し
云
¥
猶
口
決
云
と

と
終
っ
て
い
る
が
、
宗
訊
本
は
i
第
一
・
二
類
略
同
|
次
い
で
、

ボ
ル
時
天
皇
立
田
川
に
行
幸
あ
り
て
、
人
丸
合
幹
と
し
て
読
給
ひ
け
る

プ

寄
を
う
つ
し
た
る
心
也
、
さ
れ
は
、
文
武
人
丸
の
二
首
を
古
今
の
古

の
字
に
あ
て
、
此
寄
を
は
今
の
字
に
あ
っ
る
也
、
此
寄
の
心
を
二
に

五
事
、
御
門
と
貫
之
と
の
心
に
あ
て
h
A

二
首
-
一
用
る
也
、
の
貫
之
か

寄
、
別
に
は
な
し
、
此
寄
、
冬
の
巻
頭
に
人
事
、
此
集
に
秋
お
ほ
く
落
葉

の
寄
あ
り
、
冬
の
落
葉
に
此
膏
よ
く
あ
ら
は
也
、
下
の
心
、
春
夏
訴
は

不
定
之
時
也
、
冬
は
物
皆
お
さ
ま
り
て
実
な
る
時
也
、
春
は
花
さ
き
、

夏
葉
さ
か
へ
、
保
色
付
は
、
皆
不
実
之
義
也
、
草
木
落
葉
し
て
根
に

帰
る
は
実
所
の
姿
也
、
是
王
道
の
大
意
也
、
実
な
る
所
に
心
を
定
を

け
る
は
、
あ
た
な
る
方
へ
心
を
や
る
も
、

み
た
る
ふ
心
は
な
き
也

と
見
え
、

い
わ
ば
深
意
の
口
決
を
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
諸
本
「
押

紙
」
と
あ
る
の
で
本
書
依
拠
本
な
ど
に
於
け
る
偶
発
的
な
散
侠
に
由
る
も

の
で
も
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
、
瞥
見
す
る
処
を
多
少
拾
接
す
れ
ば

御
抄
ニ
み
え
た
り
、
『
如
此
事
を
は
、
御
抄
ュ
も
態
か
く
し
て
注
し

給
事
あ
り
、
』
此
鳥
三
鳥
の
一
也

巻
四

m

賀
の
心
は
明
な
ら
ね
共
、
絵
に
対
し
た
る
心
也
、
『
但
、
何
も
少
は

賀
の
心
あ
る
に
や
と
云
¥
以
上
二
首
は
春
の
豆
町
也
、
』
春
と
題
せ
さ

れ
と
も

巻
七
羽

な
ど
、
『

』
圏
内
を
本
書
注
文
は
欠
い
て
い
る
。

一
方
、
本
書
注
文
に
存
し
、
底
本
に
欠
如
す
る
と
こ
ろ
を
、
此
処
に
併

せ
掲
出
す
れ
ば
、

万
葉
に
は
元
興
寺
と
あ
り

古
都
と
は
奈
良
を
よ
め
り
、
『
或
説
願
弘
寺
を
い
ふ
と
も
あ
り
、
』
万

葉
に
は
あ
す
か
寺
と
よ
め
り

巻
三
凶

秋
風
す
ふ
し
く
、
『
虫
の
音
鹿
の
こ
ゑ
』
と
り
あ
つ
め
て
深
行
空
の

け
は
ひ
え
ん
な
る
比

巻
四
則

木
の
本
の
『
落
葉
を
も
み
る
へ
き
に
の
心
也
、
』
落
葉
の
面
白
き
お
り

巻
五
加

此
秋
風
の
寄
を
も
く
は
へ
て
ま
い
ら
せ
は
や
と
の
給
け
ん
と
な
ん
、

人
丸
寄
身
に
;
)
吹
な
へ
に
ふ
り
に
し
人
の
夢
に
見
え
つ
与
(
朱
〉

-z

『
人
丸
ノ
身
ニ
寒
く
秋
の
さ
よ
風
寄
ヲ
思
け
る
に
や
一
エ
と
』

巻
十
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世
の
う
き
事
の
切
な
る
を
歎
心
也
、
『
猶
あ
な
た
に
と
よ
め
り
』

議
♂'--' 

十
八
叩

叉
恋
の
寄
に
も
や
、
『
雑
駄
な
れ
は
恋
の
膏
に
で
も
あ
る
へ
し
』

十
九
州

巻

な
ど
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
半
ば
は
底
本
の
目
移
り
に
よ
る
誤

脱
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
異
同
は
書
写
上
の
問
題
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の

に
す
、
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
次
の
一
例
は
、
底
本
以
下
諸
本
は
本
書
に
よ
り
訂
正
さ
れ
る

ベ
き
処
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。
ま
ず
、
底
本
巻
十
五
恋
部
上
別
番
を
掲
示

す
る
と
、わ

た
っ
海
の
我
身
こ
す
波
「
立
か
へ
り
あ
ま
の
す
む
て
ふ
う
ら
み
つ

る
か
な
」

松
山
の
浪
の
心
也
、
我
身
こ
す
波
と
は
人
の
心
の
変
し
は
て
た
る

由
也
、
立
か
へ
り
/
¥
う
ら
む
る
よ
り
外
の
事
な
き
也
、
恨
つ
る

か
な
と
い
ふ
に
恨
て
も
か
ひ
あ
る
ま
し
き
物
を
な
と
い
ふ
心
あ
り
、

建
立
面
白
き
寄
也
、
わ
た
っ
海
、
海
人
等
縁
也
、
『
あ
り
そ
海
は

海
の
惣
名
也
、
あ
り
そ
の
浜
わ
た
り
な
と
は
越
中
の
名
所
也
』

と
見
え
、
次
い
で
同
別
番
は
、

あ
り
そ
海
の
は
ま
の
真
砂
と
「
頼
め
し
は
忘
る
ふ
事
の
か
す
に
そ
あ
り

け
る
」浜

の
真
砂
-
一
た
と
へ
て
思
心
か
と
さ
ま
/
¥
人
の
た
の
め
し
事
は

た
ふ
わ
す
る
ふ
事
の
数
也
け
り
と
也

と
書
写
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
書
岡
山
番
は
、

あ
り
そ
海
の
は
ま
の
ま
さ
こ
と

浜
の
ま
さ
こ
に
た
と
へ
て
思
ふ
心
な
と
さ
ま
/
¥
人
の
た
の
め
し
事

は
た
ふ
忘
る
ふ
事
の
数
な
り
け
り
と
也
、
『
真
砂
に
よ
せ
て
か
は
ら

す
久
し
か
ら
ん
と
た
の
め
し
也
、
あ
り
そ
海
は
海
の
惣
名
也
、
あ
り

〈
/

そ
の
浜
わ
た
り
な
と
は
越
中
の
名
所
也
』

と
見
ゆ
。
「

」
圏
内
に
私
に
両
歌
の
下
旬
等
を
補
っ
た
が
、
付
記
す

る
ま
で
も
な
く
、
底
本
別
番
注
の
『

』
圏
内
は
、
本
書
別
番
注
の
『

圏
内
の
注
文
に
相
当
し
、
底
本
以
下
諸
本
の
該
部
は
本
書
の
当
該
部
に
移

し
訂
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
叉
、
本
書
に
付
す
傍
点
部
分
は
底
本
に
欠
く

日
正
文
で
あ
る
。

以
上
が
底
本
と
の
間
に
於
け
る
顕
著
な
異
同
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、

注
文
に
看
る
叙
述
順
序
の
相
違
l
例
悶
番
注
文
l
、
序
注
文
に
於
け
る
見

消
ち
有
無
!
又
八
雲
た
つ
の
帯
よ
り
・
:
:
・
但
不
明
也
!
の
相
違
が
織
か
に

散
点
す
る
に
と
ど
ま
る
。
上
記
の
掲
出
笛
処
を
の
そ
け
ば
、
そ
の
本
文
上

円むq
u
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の
差
異
は
微
細
な
点
に
す
、
ぎ
ず
両
本
は
よ
く
同
系
本
た
る
こ
と
を
具
に
示

し
て
い
る
。

し
か
し
、
猶
本
書
に
は
以
下
の
ご
と
き
諸
本
に
所
見
な
き
本
文
同
筆
の

墨
書
増
注
と
輸
と
年
次
を
降
る
朱
墨
両
筆
の
追
記
|
こ
の
朱
又
は
墨
書
は

再
時
に
亘
る
か
、
濃
薄
二
種
あ
り
!
と
が
見
出
さ
れ
る
。

前
者
の
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
「
六
巻
抄
」
で
あ
る
。
二
・
三
を
例
示

す
る
と
、

A
l
l

六

山
橘
牡
丹
也
紅
ニ
テ
ウ
ツ
ク
シ
キ
花
也
「
此
説
難
用
」

l
「

」
圏
ハ

朱
、
巻
十
三
附
欄
外

桜
麻
ノ
、

j
梅
桜
ト
ハ
何
云
ソ
ト
問
レ
ン

一
ハ
イ
ヵ
、
六
注
l
巻
十

七
脱
欄
外

A
1
h
a
 

三
津
と
書
ト
モ
ミ
ッ
ト
ヨ
ミ
ナ
ラ
ヘ
リ
六
注
「
此
説
不
可
用
私
考
」

l
「
」
圏
ハ
朱
、
巻
十
八
問
欄
外

A

l

i

-

-

モ
、
シ
キ
六
注
モ
、
シ
キ
六
注
|
同
州
本
行
・
欄
外

等
略
欄
外
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
朱
書
の
「
六
注
」
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
は
本
文
筆
跡
と
異
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
ご
と
き
は
、

A
1
1
E
 

六
注
二
二
人
の
翁
ト
ノ
ミ
ア
リ
誰
ト
ハ
不
知
ト
被
仰
之
也

l
巻
十
七
腕

と
、
本
行
に
記
し
、

一
見
「
古
聞
」
本
文
と
紛
ら
わ
し
き
処
も
見
出
さ
れ

る。
又
、
後
者
の
朱
墨
両
筆
の
追
記
は
主
に
注
文
中
の
例
歌
略
記
を
補
う
も

の
と
、
私
勘
・
私
案
等
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
古
開
」
元
来
の
本

文
で
は
な
い
。
既
述
し
た
ご
と
く
本
書
書
写
後
の
補
入
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
例
え
ば
、

新
古
雑
中

天
川
:
:
:
こ
と
ふ
は
ん
紅
葉
の
は
し
は
ち
る
や
ち
ら
す

主1f
秋朱
上)

巻
四
町
注
行
間

高
円
の
:
:
:
そ
ふ
や
木
か
ら
し
け
ふ
吹
ぬ
ら
し
(
墨
〉

元
敏
(
向
上
)
巻
四
町
注
行
間

の
ご
と
く
、
省
略
句
:
:
:
部
分
を
掲
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

又
、
同
様
な
朱
墨
両
筆
の
書
入
れ
に
は
、

哀
傷
部
ノ
終
ュ
有
之
在
原
滋
春
寄
也
(
朱
)

j
巻
九
山
注
行
間

万
葉
に
は
元
興
寺
と
あ
り
(
墨
)
|
巻
四
凶
注
行
間

此
二
見
播
磨
也
ト
八
雲
-
一
有
可
用
之
/
但
馬
温
泉
ノ
道
也
弁
儀

i
同

山
注
「
但
馬
云
k

」
-
一
左
右
傍
記
ア
リ
、
筆
跡
前
者
ト
異
リ
ャ
、
細
字

叉
、
「
私
考
」
、
「
私
」
と
明
記
し
、
私
勘
を
付
記
す
る
も
の
と
し
て
、

私
考
/
廿
四
首
ハ
自
是
末
此
巻
終
迄
ノ
数
也
(
朱
)
、
是
迄
ハ
廿
三
首

朔
日
ェ
講
儀
之
由
稿
-
吾
首
付
有
之
(
朱
)
|
巻
十
叫
注
尾
細
字
補

私
考
/
十
月
タ
ル
ヘ
シ
物
名
十
月
一
日
二
日
両
日
也
其
上
宗
祇
ヨ
リ
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肖
柏
へ
始
ノ
印
可
文
明
十
三
年
十
月
一
一
一
日
ト
ア
リ
此
時
ナ
ル
ヘ
シ

(朱

)
l巻
二
十
巻
首
細
字
補

等
が
散
見
す
る
。
墨
筆
の
箇
処
を
除
き
い
ず
れ
も
柏
と
細
字
に
し
て
別

時
別
筆
の
ご
と
き
で
あ
る
。

如
上
穫
述
に
す
ぎ
た
る
も
、
本
文
同
筆
補
入
に
交
え
、
朱
墨
追
注
、
私

考
等
の
書
入
れ
に
見
る
各
時
期
・
加
註
者
筆
跡
の
相
違
な
ど
、
そ
の
一
部

は
弁
別
可
能
な
る
も
微
細
に
入
れ
ば
既
に
判
じ
が
た
く
加
註
増
補
木
と
し

て
梢
と
紛
乱
を
招
く
の
難
も
危
慎
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
猶

よ
く
宗
訊
本
本
文
を
相
補
す
唯
一
の
伝
存
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
書
に
は
、
他
本
に
見
ぬ
次
の
二
種
の
押
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
ρ

本

文
と
は
別
筆
で
は
あ
る
が
、
両
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
別
時
に
し
て
異
な
る
書
跡

の
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
の
一
枚
は
、
第
二
問
巻
九
末
、
書
状
反
古
裏
に
、

後
土
御
う

文
明
村
八
刊
軌
一
昨
日
お
町
十
四
才
ハ
見
出
問
ち
記
述
円
、
凡
四
十
五
六
九
ト
ス
)

後

柏

原

と

文
亀
一
ニ
/
/
、
水
正
十
七
大
永
七

延
徳
三

明
応
九

文
明
十
八
ヨ
リ
正
徳
二
マ
テ
/
凡
弐
百
廿
七
年

永
正
三
寅
真
存
法
師
伝
受
ハ
/
弐
百
七
年
-
一
成

別
ニ
文
明
十
六
年
間
書
二
札
在
之

と
誌
し
て
い
る
。
正
徳
二
年
の
追
補
で
も
あ
ろ
う
か
む

そ
の
二
枚
は
、
第
六
冊
仮
名
序
の
後
に
、

古
今
集
抄
古
注
二
巻
ハ
伝
来
之
秘
抄
-
一
一
ア
/
題
号
ナ
シ
文
明
十
六
年

臨
月
六
日
始
之
云
と
/
但
採
文
明
十
六
上
下
之
二
字
号
文
六
抄
詑

物
名
二
十
巻
ハ
文
明
十
八
年
二
月
六
日
又
始
之
云
と

仮
名
序
六
義
之
注
ハ
祇
公
ノ
書
ヲ
写
ス
ト
也
ト
/
ア
リ
テ
私
聞
書
ヲ

被
加
タ
リ
以
之
コ
レ
ヲ
思
フ
ニ
/
牡
丹
花
抄
出
ト
ミ
ヘ
タ
リ
宗
羽
宗

訊
両
人
ノ
間
ニ
/
/
肖
柏
演
説
在
之
タ
ル
抄
物
一
一
ヤ
累
代
伝
来
之
/
五

巻
抄
古
関
ト
云
三
巻
開
書
-
一
ハ
少
と
相
違
ノ
事
/
ア
リ
見
合
テ
了
解

ス
ヘ
シ
/
長
口
亭

と
書
留
め
て
い
る
。
前
紙
に
、
「
別
一
一
文
明
十
六
年
間
書
二
札
在
之
」

の
記
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
記
の
聞
書
、
本
記
云
略
抄
「
文
六
抄
」

の
解
説
で
あ
る
が
、
猶
そ
の
前
後
を
審
ら
か
に
し
な
い
。
叉
、

そ
の
筆

者
「
長
口
亭
」
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
。

印
記

「
駕
竜
/
閣
章
」
(
単
郭
方
形
〉
、
「
読
社
/
州
堂
」
(
単
郭
方
形
)

ー
各
冊
巻
首
、
「
晩
晴
/
吟
社
」
(
単
郭
方
形
)
、
「
凌
/
云
」
ハ
単
郭
方

形
)
!
各
冊
末
に
、
各
朱
印
を
捺
し
て
い
る
。
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尊
経
閣
文
庫
蔵
「
古
今
和
寄
集
聞
書
」

五
年
宗
訊
自
筆
加
証
奥
書
本

(
外
題
)

天
文
十

袋
綴
、
三
冊
。
金
泥
老
梅
竹
葉
水
辺
草
花
等
模
様
、
上
下
辺
に
金
銀
箔

砂
子
散
し
の
後
補
表
紙
、
竪
二
十
七
・
八
糎
、
横
二
十
一
・
一
糎
、
見
返

し
、
菊
花
文
空
押
金
紙
の
柑
と
大
振
な
冊
子
で
あ
る
。
料
紙
は
薄
手
の
斐

椿
交
漉
紙
。
毎
半
葉
十
二
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
四
・
五
糎
、
釈
文
一

字
下
げ
、
諸
本
同
じ
く
歌
は
上
旬
を
掲
げ
、
詞
書
・
作
者
名
は
多
く
省
間

し
、
釈
注
に
応
じ
略
記
し
て
い
る
。
墨
付
本
文
、
第
一
冊
三
十
六
丁
、
第

二
冊
八
十
二
丁
、
第
三
冊
百
二
十
丁
。

湖

信

斎

宗

訊

筆

-

二

位
丹
花
門
弟
古
今
伝
受
」
」

別
筆
に
て
打
付
書
し
て
い
る
。
第
二
・
三
冊
に
は
記
せ
ず
。
又
、
そ
の
包
紙

外
題
、
第
一
冊
左
肩
に
、
「
古
今
和
寄
集
聞
書

に
は
、
中
央
に
「
古
今
和
歌
集
聞
書

書
名
を
記
し
、
そ
の
右
肩
に
は
「
筆
者
之
様
子
吟
味
」
と
細
書
し
て
い
る
。

宗
訊
筆
三
冊
」
と
前
者
と
は
異
筆
の

こ
と
の
序
で
に
、
本
書
の
書
写
者
に
言
及
す
る
と
、
本
書
に
添
え
ら
れ

て
い
る
極
札
に
は
、
そ
の
包
紙
に
「
宗
訊
古
今
集
聞
書
」
と
誌
し
、

(
表
)
堺
連
寄
師
湖
信
斎
宗
訊
耕
一
一
山
一
時
一
知
的
晶
一
一
一
冊
岬
(
墨
印
)

(
裏
)
古
今
和
寄
集
聞
書
鮭
割
程
珊
有
己
未
二
術
T

(

墨
印
)

と
記
す
。
古
筆
鑑
定
家
印
か
ら
了
栄
又
は
了
祐
の
い
ず
れ
か
が
予
測
さ

れ
る
が
装
訂
改
装
の
様
子
か
ら
後
者
了
祐
か
と
想
定
さ
れ
る
。
叉
、
第
三

冊
終
葉
裏
に
も
右
極
札
を
受
け
て
か
、

一
古
今
集
聞
書

三
冊

/ 

宗
訊
筆

堺
連
寄
師
河
内
屋
号
湖
信
斎
/
牡
丹
花
弟
子
則
牡
丹
花
/
ヨ
リ
古

今
伝
受
仁
也

の
一
紙

l
時
代
は
更
に
降
り
ー
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
共
に
本
書
新
装

訂
後
の
こ
と
で
あ
る
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
本
書
の
奥
書
の
処
に
て
述
べ
る
ご
と
く
、
宗
訊
の
筆
跡
は
、

註
四

「
天
文
十
五
年
二
月
八
日
」
の
竹
田
治
房
へ
の
書
写
印
可
の
加
証
奥
書
部

分
の
み
で
あ
り
、
本
文
等
は
す
べ
て
別
跡
で
あ
る
。
同
奥
書
よ
り
す
れ
ば

伝
受
者
竹
田
治
房
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
も
叉

綱
紀
公
蒐
書
の
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

内
題
は
、
仮
名
序
・
真
名
序
各
巻
初
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
今
和
寄
集
序

聞
書
」
、
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書

以
宗
祇
本
写
之
」
の
ほ
か
は
、
古
今
集
各

部
立
を
略
記
し
て
標
目
と
し
て
い
る
。
諸
本
あ
わ
せ
既
述
一
覧
し
た
ご
と

く
で
あ
る
。

本
書
の
巻
第
編
成
は
、
そ
の
新
装
訂
の
際
で
あ
ろ
う
、
従
前
の
次
第
を

改
め
、
流
布
古
今
和
歌
集
に
准
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
同
時
に
各
奥
書

に
於
て
も
当
該
位
置
を
改
綴
し
た
処
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
に
倣

い
巻
冊
次
第
を
次
掲
す
る
が
、
併
せ
て
奥
書
一
覧
第
二
表
に
拠
り
脚
欄
に
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国
会
本
「
古
関
」
巻
冊
と
対
比
し
該
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
冊

仮
名
序

同
尾
に
①
l
⑥
、
但
し
⑤
⑥
は
本
書
の
み
l
畠
本

第
六
冊
仮
名
序
尾

Mwiuw

第
二
冊

古
今
二
字
事
・
和
歌
事
・
春
許
可
上

1
物
名

|
国
本
第
二
冊
罷
旅
歌
尾

ω1紛

向
尾
に
⑦
1
⑫

第
二
一
冊

恋
歌
一

F
3
大
寄
所
御
奇
等
・
真
名
序
・
初
作
詩
賦
七
言
之
志

雑
排
尾
に
⑬
、
真
名
序
尾
に
⑭

1
⑮
、
但
し
⑬
・
⑬
は
本
書
の
み
l
国

本
第
四
冊
雑
排
尾
川
w
・
側
、
但
し
的
国
本
追
記
奥
書
、
第
五
冊
真
名
序

尾

ωiω
、
国
本
は
本
書
⑫
に
対
応
す
る
奥
書
を
欠
く
も
国
本
独
自
の

帥
・

ωの
追
補
奥
書
を
存
す
。

と
改
編
さ
れ
、
各
奥
書
は
脚
註
の
ご
と
く
に
対
応
し
て
い
る
。
殊
に
諸

本
別
冊
に
排
置
し
た
仮
名
序
・
物
名
・
大
寄
所
御
寄
・
真
名
序
が
集
巻
第

序
に
拠
っ
た
が
た
め
に
、
本
来
巻
九
時
制
旅
歌
注
の
奥
に
存
す
べ
き
奥
書

l

本
書
⑦

1⑫
、
国
本

ω1紛
l
が
巻
十
物
名
の
末
に
排
織
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
の
が
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
屡
と
繰
返
し
て
き
た
ご
と
く
、

本
間
書
の
講
説
次
第
は
巻
一
よ
り
巻
九
、
巻
十
一
よ
り
巻
十
九
と
順
次
し
、

秘
巻
仮
名
序
・
物
名
・
大
寄
所
御
寄
と
継
ぎ
て
終
了
し
て
、
真
名
序
注
は

宗
祇
本
を
以
っ
て
書
写
す
る
に
よ
り
全
講
釈
は
完
備
す
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
巻
第
編
成
も
本
来
右
記
の
序
次
に
応
ず
べ
き
と
判
断
さ
れ
、

詰
本
必
ず
し
も
同
一
な
ら
ず
も
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
c

殊
更
に
本
書
の
改
編
・
改
綴
を
記
す
の
は
、
そ
の
故
で
あ
る
。
新
装
時
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

倍
、
本
書
奥
書
は
右
記
す
る
ご
と
く
必
ず
し
も
本
来
の
当
該
巻
尾
に
位

置
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
奥
書
一
覧
第
二
表
の
対
照
に
て
明
ら
か
な
よ

う
に
所
掲
本
第
三
類
中
、
そ
の
伝
授
経
由
を
確
認
し
得
る
、

「
古
聞
」
伝

本
を
代
表
す
る
伝
本
で
あ
る
。
既
に
国
会
本
解
題
等
に
於
て
両
本
奥
書
に

っ
き
詳
記
し
た
の
で
略
述
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
文
明
十
三
年
九
月
よ
り

受
講
、
同
十
四
年
春
伝
授
印
可
加
証
l
仮
名
序
注
尾
「
春
正
月
」
、
真
名
序

注
尾
「
一
一
一
月
日
」
ー
に
は
じ
ま
る
本
書
の
再
三
に
亘
る
講
授
・
加
筆
l
文

明
十
九
年
・
明
応
五
年
・
延
徳
二
年
・
文
亀
三
年
l
の
経
過
を
辿
っ
た
本

書
の
清
撰
過
程
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
肖
柏
聞
書
一
と
し
て
永
正
三
年
真
存
法

師
l
友
弘
同
聴
l
伝
授
(
⑫
)
に
至
る
の
が
、
本
書
併
び
に
国
会
本
に
見

る
略
同
一
奥
書
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の
問
、
両
本
相
互
の
聞
に
は
多
少
の

異
同
叉
別
種
迫
補
約
・
M
W

・
紳
!
国
本
解
題
参
照
!
等
を
散
見
す
る
が
、

そ
の
基
底
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
し
か
し
、
右
の
永
正
三
年
八
・
九
月
友
弘
問
聴
の
記
と
共
に
、

第
一
冊
仮
名
序
末
に
、

此
一
冊
依
友
弘
懇
望
所
許
書
写
也
/
必
可
禁
外
見
者
乎
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永
正
三
年
初
冬
日

占

夢
曙
判

と
、
肖
柏
は
宗
訊
に
対
し
伝
授
印
可
の
加
証
を
し
た
た
め
て
い
る
。
本

書
は
そ
の
意
味
で
は
正
統
な
る
相
伝
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

同
序
叉
第
三
冊
真
名
序
末
の
両
処
に
、

此
冊
依
竹
田
治
房
懇
望
所
許
書
/
写
也
必
可
禁
外
見
者
乎

天
文
十
五
年
二
月
八
日

宗
訊
(
花
押
)

ー
⑥
・
⑮

と
重
と
し
く
自
書
し
て
い
る
。
宗
訊
六
十
四
歳
の
頃
か
、

い
ず
れ
そ
の

晩
景
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
宗
訊
筆
本
と
さ
れ
る
所
以
は
此
処
に
あ
る
。

し
か
し
既
述
し
た
ご
と
く
右
加
証
を
の
ぞ
き
他
は
す
べ
て
別
筆
で
あ
り
、

奥
書
の
記
に
拠
れ
ば
書
写
者
は
竹
田
治
房
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
所
縁
を
た
だ
す
本
書
、
国
会
本
を
含
む
第
三
類
本
の
特
徴
は
繰
返

し
述
べ
て
き
た
ご
と
く
、
次
の
三
点
に
概
ね
要
約
さ
れ
る
。

一
、
仮
名
序
注
が
第
一
・
二
類
本
と
顕
著
に
異
同
が
所
見
さ
れ
、
第
三

類
本
の
そ
れ
が
何
故
か
寛
永
版
「
両
度
聞
書
」
と
殆
ん
ど
同
一
本
文
で
あ

る
こ
と
。
そ
れ
は
第
一
・
二
類
が
奥
書
上
か
ら
堂
上
家
へ
の
伝
流
経
過
が

辿
ら
れ
る
に
対
し
、
第
三
類
本
系
は
地
下
又
は
地
方
連
歌
師
系
へ
の
系
譜

が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
l
更
に
博
捜
精
査
を
期
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が

二
、
第
三
類
本
は
、
第
一
類
か
ら
第
二
類
へ
の
過
程
に
於
て
辿
ら
れ
る

第
一
類
見
消
ち
省
節
、
本
文
の
刑
除
の
経
過
を
略
其
偉
に
継
承
し
て
い
る

」ル
}
O

三
、
叉
、
第
三
類
本
は
、
第
一
・
二
類
本
に
於
け
る
釈
注
本
文
の
叙
述

い
わ
ば
文
脈
の
構
成
を
屡
ミ
改
更
し
て
、
そ
の
本
文
の
整
理
・
整

備
へ
の
動
き
の
ご
と
き
も
の
が
感
触
さ
れ
、
こ
れ
も
い
わ
ば
成
稿
に
と
歩

次
第
、

一
歩
を
す
す
め
て
い
る
が
ご
と
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
肖
柏
晩
景
の
講

授
の
な
か
に
自
ず
か
ら
に
生
起
す
る
余
音
の
ご
と
き
の
結
果
が
し
か
ら
し

め
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
と
ま
れ
、
本
書
は
「
古
開
」
の
伝
存
本
と
し

て
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
信
恵
す
べ
き
書
写
本
で
あ
る
。
本
書
に
緯
か
に
看

取
さ
れ
る
暇
瑳
は
、
そ
の
近
接
本
で
あ
る
国
会
本
を
以
て
相
補
い
得
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
類
本
の
特
徴
を
な
す
上
記
三
点
の
例
示
は
既
に
各
本
中
に
掲
示
し

た
の
で
、
此
処
で
は
第
二
項
の
見
消
ち
省
節
部
分
に
於
け
る
例
外
例
と
し

て
、
そ
の
ひ
と
つ
を
挙
げ
て
筆
を
お
く
こ
と
に
す
る
。
本
例
は
第

類
本
は
延
本
を
の
ぞ
き
全
て
こ
れ
を
見
消
ち
と
す
る
が
、
第
三
類
本
に
於

て
は
前
例
と
相
違
し
其
僅
に
本
行
と
し
て
と
ど
め
て
い
る
。
巻
十
物
名
山

番
歌
注
で
あ
る
。
|
掲
出
文
本
書

雲
中
に
し
て
み
え
ぬ
よ
し
也

郭
公
み
ね
の

A
l
i
 

裏
云
、
悪
事
を
な
す
人
の
各
か
く
る
ふ
事
あ
り
、
あ
ら
は
れ
ぬ
を
た
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ア

ク

ア

ラ

タ

メ

の
み
て
、
悪
を
不
レ
改
、
な
を
あ
し
き
事
を
な
せ
は
、

ほ
ろ
ほ
す
也
、
慎
、
其
独
之
理
也

つ
ゐ
に
身
を

と

「
裏
一
去
」
以
下
、
第
一
・
二
類
本
見
消
ち
と
す
る
。
裏
説
と
あ
り

て
省
節
符
を
付
す
の
も
梢
ミ
詩
し
く
も
思
わ
れ
る
が
、
第
一
・
二
類
本
の

必
ず
し
も
錯
誤
の
移
符
点
と
も
断
定
し
得
ず
、
や
は
り
取
捨
撰
択
の
意
が

は
た
ら
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
記

本
書
の
朱
筆
箇
所
は
講
釈
日
付
・
声
点
・
合
点
・
片
伝
・
片
・
私
と
極

く
一
部
付
記
等
で
あ
る
。

又
、
本
書
に
は
比
較
的
多
く
の
朱
墨
両
筆
付
訓
・
音
の
傍
記
を
所
見
す

る
。
し
か
し
前
者
と
異
り
、
本
書
書
写
時
の
も
の
以
降
の
追
補
が
混
入
し

一
瞥
俄
か
に
判
別
し
が
た
い
。
時
に
叉
、
誤
訓
な
ど
も
散
見
し
、
凡
例
に

記
し
た
ご
と
く
判
別
困
難
と
共
に
印
刷
の
繁
辱
な
る
に
よ
り
己
得
ず
省
略

す
る
こ
と
に
し
た
。

叉
、
後
補
付
第
二
枚
が
付
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

ペ
i
l

ω「
き
か
で
け
」
!
巻
十
六
哀
傷
帯
側
番
第
二
句
「
き
か
け
わ
か
る
ふ
」

の
訂
正
で
あ
る
。
但
し
現
在
誤
り
て
問
問
番
歌
注
に
貼
付
す
る
。

判
「
み
む
ろ
」
!
巻
二
十
神
あ
そ
び
う
た
肌
番
第
二
句
「
む
ろ
の
山
の
」

の
訂
正
で
あ
る
。

註

天
文
元
年
慌
の
前
権
中
納
言
正
二
位
「
田
向
源
重
治
4
十
〔
陸

奥
出
羽
さ
〕
按
察
使
」
(
八
ム
卿
補
任
)
で
あ
ろ
う
。
諸
家
伝
に
、

宝
徳
三
年
誕
生
、
明
応
八
年
四
日
八
日
権
中
納
言
四
十
九
歳
、
、
氷

正
十
四
年
四
月
十
八
日
正
二
位
々
記
六
十
七
歳
、
天
文
四
年
七
月

廿
一
日
莞
八
十
四
歳
、
等
誌
す
。

註

永
正
十
一
桝
年
次
、
権
大
納
言
藤
氏
は
十
名
を
数
え
る
。
そ
の

中
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
猶
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
強
い

て
挙
げ
れ
ば
、
松
木
宗
一
制
化
四
辻
季
経
一
小
十
・
小
倉
季
種
一
泊
十
、

の
三
人
と
な
ろ
う
か
。
田
向
源
重
治
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
或
は

前
二
者
に
絞
ら
れ
る
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
審
ら
か
に
し
な
い
。

註

養
松
某
な
る
は
未
だ
全
く
不
明
で
あ
る
。
底
本
の
宗
訊
よ
り

竹
田
治
一
房
に
伝
授
の
歳
天
文
十
五
年
を
遡
る
十
年
に
す
、
ぎ
ず
、
宗

訊
五
十
四
歳
と
あ
れ
ば
拡
き
に
わ
た
る
門
弟
が
予
測
さ
れ
、
且
つ
、

養
松
な
る
称
名
も
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

註
四

ハ
門
註
六
参
照

(
平
津
五
郎
記
)

本
稿
翻
刻
篇
・
校
異
篇
作
成
に
当
り
、
種
々
の
御
高
配
を
賜
っ
た
糊
畑

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
九
州
大
学
文
学
部

国
語
学
国
文
学
研
究
室
を
は
じ
め
公
私
の
諸
図
書
機
関
に
記
し
て
謝
意
を

表
す
る
。
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